
Title ニューヨーク州における不作為賠償責任（４・完）　－判例類型化の試み－

Author(s) 福士, 明; FUKUSHI, Akira

Citation 北大法学論集, 33(4), 133-191

Issue Date 1983-03-23

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/16412

Type departmental bulletin paper

File Information 33(4)_p133-191.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ュ

i
ヨ
i
ク
州
に
お
け
る
不
作
為
賠
償
責
任

|

|

判

例

類
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の

試

目

次
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じ
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一
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
不
法
行
為
責
任
の
展
開

第
一
節
州
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
不
法
行
為
責
任
免
責
の
理
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的
基
礎

第
二
節
不
法
行
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責
任
の
展
開

第
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章
不
作
為
賠
償
責
任
の
成
立
要
件

第
一
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第
二
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ニ
ュ

l
サ
ン
ス
型
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上
三
二
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節
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の
設
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の
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型
化
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号
)
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会
三
巻
三
号
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款
警
察
関
係

お

わ

り
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第
三
款
警
察
関
係

本
款
に
お
い
て
は
警
察
に
ま
つ
わ
る
紛
争
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
本
稿
の
い

う
警
察
は
保
安
警
察
を
さ
す
も
の
と
し
、
こ
の
う
ち
、
暴
徒
又
は
騒
乱
に
よ
る

損
害
、
脱
獄
図
・
精
神
病
患
者
に
よ
る
損
害
は
除
き
、
管
理
下
に
あ
る
囚
人
の

解
放
は
含
ま
れ
る
も
の
と
し
た
。

本
稿
は
、
ま
ず
、
警
察
関
係
の
事
例
が
一
般
的
に
は
「
義
務
情
況
」
と
認
め

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
一
般
原
則
を
説
明
し
、
次
に
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合
を
、
村
使
用
者
!
被
傭
者
の
理
論
、
∞
先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
理
論
、

同
特
別
関
係
発
生
の
理
論
、
伺
義
務
引
受
け
の
理
論
、
の
四
個
の
理
論
で
説
明

す
る
。こ
の
よ
う
に
区
分
す
る
理
由
は
、
主
と
し
て
責
任
の
根
拠
の
観
点
に
よ
る
も

の
で
、
付
は
危
険
責
任
論
、
同
は
作
為
型
不
法
行
為
と
の
交
錯
例
と
い
え
る
危

険
管
理
責
任
論
、
同
開
は
危
険
管
理
責
任
論
、
の
論
理
が
妥
当
す
る
類
型
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
伺
特
別
関
係
発
生
の
理
論
の
類
型
を
設
け
た
の
は
、
こ

の
類
型
に
該
当
す
る

F
E
2
2
事
件
は
そ
の
後
の
判
例
、
た
と
え
ば
回
目

事
件
、
巴

g
B
事
件
(
後
述
)
と
い
っ
た
事
例
で
は
義
務
引
受
け
の
事
例
と

し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
反
対
例
も
あ
り
、
や
は
り
、
判
決
自
体
の
読
み
方

と
し
て
は
「
市
l
情
報
提
供
者
」
と
い
う
特
別
の
関
係
の
考
慮
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
こ
の
判
決
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

妥
当
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一、
一
般
原
則

ご
般
公
衆
に
対
し
て
警
察
保
護
を
与
え
る
義
務
は
な
い

(
g
ι
z
q
z
-
oと

(
参
照
怠
〉
-HEm-ω
【

H
H
S
U
)
と
い
う
の
が
警
察
関
係
に
お
け
る
一
般
原
則

(
3
)
 

で
あ
り
、
グ
近
い
将
来
変
更
さ
れ
そ
う
に
な
い
。
d

こ
の
ル
i
ル
の
根
拠
と
さ
れ
る
理
由
な
い
し
理
論
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
重
い
負
担
と
な
る
こ
と
、
訴
訟
の
洪
水
及
び
そ
れ
に
基
づ
い
て
警

察
へ
の
不
信
感
が
増
大
す
る
こ
と
、
公
衆
の
詮
索
及
び
司
法
の
介
入
を
回
避
す

る
こ
と
、
立
法
府
の
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
て
仁
川
~
。

こ
の
う
ち
、
特
に
、
「
政
府
な
い
し
公
共
の
責
任
・
義
務
の
範
囲
ハ
守
備
範
囲
)
」

は
立
法
府
が
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
最
後
の
要
因
が
最
も
重
要
で
、
こ
れ

は
特
に
、
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
限
定
し
た
補
償
を
与
え
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
犯
罪
被
害
者
救
済
法

(Z-J円・開

Man-F司
m
m
S
O
I
S
m
-
2
2
H
E
L
E

(
呂
町
民
ロ
ロ
可

ωロ
3
・
巴
立
l
斗
印
)
)
は
、
責
任
拡
大
に
対
す
る
立
法
府
の
反
対
を

(
5
)
 

表
明
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
特
に
、
先
例
的
価
値
を
有
す
る

ω
ω
E
R
〈・

c
q
o阿
国

2
8
P

日
由
日

Z
・
J円・印
H・
E

Z
・開
-
N
L
叶

2
2宏
印
)
と
同
百
ωω
く

-
c
q
c『
Z
0
4匂

J
F円
F
N
N
Z・
Jへ-
N
仏
印
吋
P
N
S
Z・
J円・

ω
-
N
L
∞ミ

(HS∞
)
を
取
り
上
げ

て
説
明
す
る
。
2
5
N
〈
口
々
。
同
∞

2
8ロ
は
、
消
防
の
事
例
で
あ
る
が
、
警
察
関

噌

i

係
に
お
い
て
も
先
例
と
さ
れ
、
我
国
で
い
う
反
射
的
利
益
論

lll法
律
は
一
般
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抽
象
的
な
公
益
の
実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
特
定

個
人
に
利
益
が
帰
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
反
射
的
な
利
益

(4)・完

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
理
論
|
|
と
同
様
の
次
の
よ
う
な
理
論
で
、
地
方
公
共
団

体
の
義
務
は
「
公
的
義
務
(
吉
豆
芯
仏
三
可
)
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
。

「
こ
れ
ら
の
規
定
が
文
言
上
個
人
の
利
益
(
官
同
ω
O
E
-
-
E
2
0
2
c
h
g可

F
E
E
L
5
5
を
保
護
す
る
趣
旨
で
な
い
こ
と
は
全
く
明
ら
か
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ト
ケ
戸
れ
か
全
長
が
亭
受
宇
か
秘
炉
か
か
掛
方
b
A
N
団
仲
b
い
ト
朴
赴

(ZZa

p
田
広
司
己
目
。

E
2
0
L
B
E
E
n
-唱曲目出
0
2
2
g
o
E
oと
ou詔
仏
『
可
釦
ロ
回
目

B
O
B
Z
2
0『

F
0
2
5日
ロ
ロ
一
々
)
を
篠
保
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
確
か
に
、

消
防
署
を
運
営
す
る
ん
r
峠
長
掛
(
吉
巴
芯
皆
同
司
)
は
存
し
た
が
、
そ
れ
に
尽
き

る
も
の
で
あ
っ
て
、
消
火
栓
・
パ
ル
プ
・
パ
イ
プ
を
修
理
し
て
お
か
な
い
こ
と

ニューヨークチHにおける不作為賠償責任

に
対
し
て
、
市
の
住
民
が
火
事
に
よ
る
財
産
損
害
の
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
い

う
趣
旨
は
存
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
重
い
責
任
を
市
に
課
す
と
い
う
意
思
は
、
そ
の
効
果
を
明
示

的
に
意
図
し
た
文
言
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
立
法
に
読
み
込
む
べ
き
で
は

な
い
。
そ
う
い
っ
た
制
定
法
は
、
個
人
の
利
益
を
保
護
す
る
意
図
は
有
し
て
お

い
手
、
わ
か
ん
町
衆
か
一
島
九
』
レ
ひ
か
恥
L
J
え
か
ι
v
b
梧
朴
、
骨
骨
九
V
-
や
凡
r
b
p

h

山
い
U
-
h
J
h

い
の
全
日
貨
わ
め
レ
で
骨
骨
レ
ち
い
る
b
ム
ド
品
、
か
い
。
そ
の
よ
う
な

要
請
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、
個
人
に
対
す
る
私
法

上
の
責
任
を
創
り
出
す
も
の
で
は
な
い
。
」
(
傍
点
筆
者
)

同
呂
田
切
〈

-n伊丹可
C
『

Z
O耳

JF停
は
、
継
続
的
な
脅
迫
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
警
察
保
護
を
要
請
し
た
が
拒
否
さ
れ
、
そ
の
後
脅
迫
者
の
手
下

に
よ
る
傷
害
を
受
け
た
事
例
で
あ
る
が
「
立
法
及
び
行
政
裁
量
事
項
で
あ
る
事

柄
に
つ
い
て
の
司
法
の
自
己
制
約
論
」
を
根
拠
と
L
て
、
賠
償
責
任
を
否
定

す
る
。「
本
件
は
、

一
般
公
衆
を
外
的
危
険
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
、
特
に
犯
罪

行
為
を
抑
制
す
る
た
め
の
政
府
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

(ω2・
0

・悶・・

冨
2
巴
ロ
問
。
く
・
ロ
ミ
C
同
〉
B
凹円相

E
m
g
r
H吋

Z
・J
ヘ・
N

仏
印

8
・
N

由叶

Z
・J
円・

ω・日円山由
8
・
N
5
2・開
-
N
仏

H
B
一
云
G
q
E
〈
-
c
q
c
h
〉
B
2
2
E
E・

5
2
.
J円・

N
仏
H
ω
P
E∞
i
E
P
N印印

Z
・
J円・

ω・
M
L

印
8.
印国自

lg∞
.NOH

Z
-
H
W
-
N
門戸毘印・

8
品
1

・∞
ω吋
w
ω
E
X
N
〈
・
の
ご
旬
。
同
切
S
h
o
p
N
U印
Z
・J
同・

印
H・
g
・
2
z
-
H
W
-
N
門戸叶
2
・芯∞・

H
E
〉
-
F
・]山・

ω品
N
w
z
z
n
o
z
-
-
z
p

云
巴
回
目
ぽ
乱
。
。
円
M
M
0
5
5ロ
ニ
ω
仏
包
・
]
ム
叩
印
ミ

-ullg-∞C
)

公
衆
に
ど
の

程
度
の
保
護
を
与
え
る
か
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
財
源
及
び
こ
の
財
源
を

ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
に
つ
い
て
の
立
法
的
・
行
政
的
判
断
に
よ
っ
て
制
約

さ
れ
る
。
裁
判
所
が
不
法
行
為
法
の
分
野
で
新
し
い
一
般
的
な
保
護
の
義
務
を

宣
別
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
特
定
の
者
が
具
体
的
な
危
険
に
基
づ
い
て
保
護
争

求
め
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
が
地
方
公
共
団
体
の
限
ら
れ
た
讐
察

関
係
費
が
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
か
を
予
想
さ
れ
る
制
限
の
な
い
ま
ま
に
決

定
す
る
こ
と
に
帰
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
立
病
院
・
高
速
運
送

北法33(4・135)1173
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機
関
あ
る
い
は
公
道
が
設
置
さ
れ
る
時
の
財
源
及
び
責
任
の
予
想
さ
れ
る
配
分

と
は
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
間
接
的
に
不
法
行

為
責
任
を
課
す
と
い
う
手
段
を
通
し
て
政
府
の
責
任
の
拡
大
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
宣
す
る
に
先
だ
っ
て
、
そ
れ
が
公
共
の
責
任
の
範
囲
で
あ
る
べ
き

だ
、
と
い
う
立
法
府
の
決
定
が
ま
ず
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
(
〈
同
ロ
〉

r
q
z
u

。
。
〈
ぬ
円
ロ
目
。
ロ
門
司
C
2
F
E
E
H
X
ア

]FCC-
《

U
-
F
・
〉
-
F
-
刻。〈

-APE-A戸市山吋一山

Z
O同
0

・
g
宮山口
r
-
H
t

問。〈・

ω叶タ

ω∞N
)
・

都
市
部
、
特
に
そ
の
特
定
区
域
に
お
い
て
、
犯
罪
が
繰
り
返
し
似
た
よ
う
な

態
様
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
保

護
の
要
請
が
あ
り
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と

で
、
直
ち
に
地
方
公
共
団
体
に
不
法
行
為
責
任
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

こ
と
が
、
い
か
な
る
結
果
を
招
来
す
る
か
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
現
在
に
お

い
て
、
犯
罪
問
題
は
、
国
、
州
及
び
地
方
の
政
府
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
、

緊
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
題

に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
は
、
決
し
て
単
純
で
明
白
な
事
柄
で
は
な

く
、
現
在
の
段
階
で
は
、
こ
の
問
題
を
容
易
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
裁
判
所
が
不
法
行
為
法
の
分
野
に
新
し
い
種
類
の
責
任
を
持
ち
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
間
題
を
無
理
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
性

急
で
あ
っ
て
、
司
法
の
賢
明
さ
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
裁
判
所
に

与
え
ら
れ
て
い
る
権
能
を
逸
脱
し
て
い
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
法
律
に
明
文
の
規
定
が
な
い
状
態
で
、
警
察
の
公
衆

保
護
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
責
任
の
分
野
を
苦
心
し
て
作
り
出
す
こ
と
は
、
可

法
の
伝
統
に
も
、
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
正
当
な
権
能
に
も
根
拠
を
有
し
な
い

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
も
ち
ろ
ん
、
警
察
が
公
衆
の
特
定
個
人
に
対
し
て
責
任

を
引
受
け
て
、
十
分
な
保
護
を
与
え
ず
に
危
険
に
さ
ら
し
、
こ
れ
が
現
実
の
損

骨
心
長
仲
わ
レ
b
h」
い
ト
恥
骨
心
和
い
ち
山
町
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
い
る
。

(
ω
n
F
5
5円〈・

(
U
-
q
c
h
z
o司

J円
2
F
印
Z
・
同
日
仏
叶
印
・

5
0
Z
-
J円・

ω・

(
6
)
 

N

仏
N
g
w

広品

Z
・
開
・
日
仏
印
公
)
・
」
(
傍
点
筆
者
)

以
上
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
一
般
原
則
が
警
察
関
係
に
お
け
る
支
配
的
な

理
論
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
判
決
の
考
え
方
は
、

一
九
七
二
年
の
切
回
目
印
ヲ

円以門司凸凹

Z
O司

JへC
円
Fω
∞
〉
宅
・
。
ぞ
-
M
仏品。吋・

8
0
Z・
J円
ω
-
M《
回

目

S

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

出

Eω
事
件
は
、
九
歳
の
女
児
が
レ
イ
プ
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
住
宅
公
団
(
同

2
弘
昌
一
〉
E
F
O
巴
々
)
が
特
定
住
宅
(
借
家
人
全
体
〉
に
対

し
て
十
分
な
警
察
保
護
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
を
請

求
し
た
事
例
で
あ
り
、
警
察
と
被
害
者
の
関
係
は
、
警
察
と
公
衆
一
般
と
い
う

よ
り
は
狭
い
と
は
い
え
、
多
数
人
の
借
家
人
に
対
す
る
一
般
的
・
抽
象
的
な
努

(
7
)
 

察
保
護
が
問
題
と
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
事
案
で
あ
っ
た
。

E
S
事
件
に
お
い
て
は
、
個
人
側
の
対
応
と
し
て
は
繰

こ
れ
に
対
し
て
、

り
返
し
警
察
保
護
を
要
請
し
、
こ
れ
に
対
し
て
警
察
は
介
入
し
な
い
、
保
護
の

北法33(4・136)1174



引
受
け
は
し
な
い
と
判
断
し
た
と
い
う
事
例
で
、
警
察
と

E
E
と
い
う
特
定

個
人
の
関
係
は
、
か
な
り
個
別
的
・
具
体
的
な
事
案
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
の
責
任
は
否
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
判
決
で
は
、
警
察
の
義
務
引

受
け
の
契
機
が
な
い
と
い
う
事
実
が
決
定
的
な
要
素
と
な
っ
た
、
と
考
え
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
判
決
が
ア
メ
リ
カ
の
学
者
に
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
、
評
価
さ
れ
た
か

の
代
表
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「∞

E
m
事
件
の
よ
う
な
結
果
は
特
に
痛
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
危

(4)・完

険
分
散
の
理
論
(
ユ
5
0
ミ
丘
三
ω
r
'
ζ
2
0弘
一
口
問
)
を
お
い
て
は
、
犯
罪
防
止

に
対
す
る
判
決
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
の
判
決
を

ニューヨーク州における不作為賠償責任

批
判
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い

て
な
さ
れ
る
批
判
は
、
責
任
の
附
加
が
将
来
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
対
す
る
効

果
的
な
抑
止
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
非
難
に
値
す
る
ネ
グ
リ
ジ
ェ

ン
ス
が
消
滅
す
れ
ば
犯
罪
は
減
少
す
る
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
議
論
は
、
市
警
察
が
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪

の
公
衆
に
対
す
る
影
響
を
積
極
的
に
減
少
さ
せ
る
に
必
要
な
支
配
を
犯
罪
行
為

に
対
し
て
有
し
て
い
る
、
と
い
う
仮
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一

定
の
限
定
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
市

が
保
護
を
拒
否
し
た
一
人
の
既
知
の
個
人
に
関
係
し
て
い
た
呂
田
聞
事
件
な
ら

ば
、
裁
判
所
が
ち
が
っ
た
判
断
を
下
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
警

察
に
対
し
て
、
市
民
に
対
す
る
そ
う
し
た
脅
迫
を
よ
り
慎
重
に
調
査
さ
せ
、
実

質
的
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
当
該
個
人
を
保
護
す
る
た
め
の
合
理
的
な
事

(
8
)
 

前
措
置
を
採
用
さ
せ
る
よ
う
に
働
い
た
で
あ
ろ
う
。
」

以
上
、
行
政
に
加
担
・
寄
与
の
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
賠
償
責
任
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
、
不
作
為
賠
償
責
任
が
問
題
と
な
る
状
況
と
し
て
、
ま
た
そ
の
責

任
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
も
程
度
の
差
が
あ
り
、
①
一
般
公
衆
に
対
す
る
警
察

保
護
(
暴
走
族
取
締
り
と
か
野
犬
の
掃
討
)
、
②
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
警
察
保

護

BSω
型
可
③
特
定
人
に
対
す
る
警
察
保
護
(
阿
佐
田
型
)
と
い
う
よ
う
な

類
型
が
あ
る
こ
と
、
を
説
明
し
た
。
①
に
対
し
て
責
任
が
認
容
さ
れ
る
兆
し
は

今
の
と
こ
ろ
み
え
な
い
。
③
に
対
し
て
責
任
が
認
め
ら
れ
る
か
、
が
今
後
の
判

例
動
向
を
見
る
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
執
行
・
実
行
行
為
型

責
任
は
、
行
政
の
加
担
・
寄
与
が
な
く
と
も
、
行
政
の
使
命
あ
る
い
は
効
率
性
促

進
の
見
地
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
で
あ
る
。

次
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
ご
般
原
則
」
の
「
例
外
」
が
認

め
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
類
型
・
場
合
に
つ
い
て
な
の
か
、
を
説
明
す
る
。

二
、
不
作
為
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
例
外

こ
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
を
、
付
使
用
者
!
被
傭
者
の
理
論
、
口
先
行

す
る
危
険
な
行
為
の
理
論
、
同
特
別
関
係
発
生
の
理
論
、
締
義
務
引
受
け
の
理

諭
の
四
類
型
に
分
類
し
て
説
明
す
る
。

北法33(4・137)1175
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こ
の
よ
う
に
区
分
す
る
理
由
が
主
と
し
て
類
型
ご
と
の
責
任
論
の
差
異
に
あ

る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
け
に
お
い
て
は
同
じ
危
険
責
任
論
と
い
っ
て
も
我

国
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
、
口
に
お
い
て
は
先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
重
要

性
、
を
述
べ
る
。
的
に
お
い
て
は
類
型
自
体
と
し
て
特
殊
性
を
有
す
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
他
に
、
そ
の
補
足
意
見
守

S
E
E口
町
名
古
芯
ロ
)
で
提
出
さ
れ

た
義
務
引
受
け
の
理
論
が
、
そ
の
後
、
さ
ま
さ
ま
な
解
釈
を
付
さ
れ
た
上
で
伺

の
議
論
の
前
提
に
な
る
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
る
。
伺
に
お
い
て
は
、
今
後
、
こ

の
類
型
に
お
い
て
多
く
の
学
説
・
判
例
が
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た

そ
の
責
任
の
構
造
は
精
神
病
院
関
係
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
1
l
l義
務
の
引
受
け

に
基
づ
く
特
別
の
関
係
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
原
告
に
対
す
る
特
別
の
義
務

を
負
う
ー
ー
が
述
べ
ら
れ
よ
う
。

以
下
の
判
例
に
お
い
て
は
原
審
を
棄
却
し
、
新
た
な
事
実
審
理
を
認
め
る
す

な
わ
ち
陪
審
に
新
た
に
事
実
審
理
を
行
な
わ
せ
る
と
い
う
裁
判
所
の
態
度
が
多

く
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
、
こ
の
態
度
の
評
価
に
つ
い
て
グ
リ
ー
ン
の
次
の
よ

う
な
解
釈
を
採
用
す
る
。

「
裁
判
官
は
、
「
義
務
」
や
証
拠
の
十
分
性
を
判
断
す
る
と
い
う
形
式
で
、
実

は
、
陪
審
の
判
断
と
一
致
す
る
判
決
を
下
す
か
否
か
を
決
定
し
て
い
る
」

ま
た
、
判
例
分
析
の
際
に
は
、
最
初
に
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
定
式
を
掲

げ
、
そ
れ
と
の
偏
差
を
測
定
す
る
と
い
う
態
度
を
基
本
に
す
る
。
従
っ
て
、
仮

説
的
命
題
を
掲
げ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
十
分
な
判
例
が
な
い
、
と
い
う
理
由
に

も
よ
る
も
の
で
あ
る
。

北法33(4・138)1176

使
用
者
被
傭
者
の
理
論

こ
の
類
型
の
作
為
義
務
の
根
拠
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
一
二
七
条
被
傭

者
の
行
為
を
指
揮
監
督
す
る
使
用
者
の
義
務
、
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
G

「
伸
被
傭
者
が

ω使
用
者
の
保
有
す
る
敷
地
ま
た
は
被
傭
者
と
し
て
の
み
入

場
の
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
敷
地
に
い
る
場
合
、
も
し
く
は
、
山
使
用
者
の

動
産
を
使
用
し
て
い
る
場
合
で
、

ω使
用
者
が

ωそ
の
被
傭
者
を
指
揮
監
督
す

る
能
力
が
あ
る
と
知
り
ま
た
は
知
る
べ
き
場
合
で
、
山
そ
の
指
揮
監
督
の
必
要

性
お
よ
び
機
会
を
知
り
ま
た
は
知
る
べ
き
場
合
、
使
用
者
は
被
傭
者
が
職
務
外

に
故
意
に
他
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
ま
た
は
、
他
人
に
損
害
を
与
え
一
。
ょ
う

な
不
合
理
な
危
険
状
態
を
創
り
出
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
被
傭
者
を
指
俸

監
督
す
る
合
理
的
な
注
意
を
払
う
義
務
を
負
う
。
」

コ
メ
ン
ト

a

本
条
で
述
べ
ら
れ
る
ル

1
ル
は
、
被
傭
者
が
職
務
外
で
行
為

す
る
時
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
被
傭
者
が
職
務
の
範
囲
内
で
行
為
す
る
時
に
は

使
用
者
は
代
理
法
の
原
則
(
℃
ユ
ロ
丘
三

2
0『
F
o
F君
。
『
〉
四

gq)
に
基

づ
き
代
位
的
に

(
1
2
ュc
z岳
、
)
責
任
を
負
う
。

敷
地
お
よ
び
動
産
の
使
用
を
取
り
締
ま
る
使
用
者
の
義
務

使
用
者
は
被
傭
者
に
対
し
て
委
ね
る
動
産
の
誤
用
を
防
止
す
る
た
め
、
使
用
者

コ
メ
ン
ト
b



と
し
て
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
被
傭
者
の
行
為
が

敷
地
内
ま
た
は
使
用
者
所
有
の
動
産
の
使
用
中
に
、
も
っ
ぱ
ら
被
傭
者
自
身
の

目
的
の
た
め
、
従
っ
て
被
傭
者
の
雇
傭
の
範
囲
外
に
お
い
て
な
さ
れ
、
か
く

て
、
代
理
法
の
原
則
に
基
づ
い
て
使
用
者
に
責
任
を
帰
す
こ
と
の
な
い
場
合
に

も
、
妥
当
す
る
。
他
方
、
使
用
者
は
、
被
傭
者
が
そ
の
時
に
使
用
者
の
委
託
し

た
動
産
を
使
用
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
被
傭
者
が
使
用
者
の
敷
地
外
に

い
る
聞
は
そ
の
行
為
を
指
揮
監
督
す
る
特
別
の
義
務
を
負
わ
な
い
。

コ
メ
ン
ト
C

不
正
行
為
の
実
行
を
認
識
さ
れ
て
い
る
被
傭
者
の
雇
用
の
継

(4)・完

使
用
者
が
被
傭
者
の
行
為
に
関
し
て
行
使
し
う
る
唯
一
の
効
果
的
な
指
揮

監
督
が
、
被
傭
者
を
解
雇
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
従
っ
て
、

続

ニューヨーク州における不作為賠償責任

他
人
に
危
害
を
与
え
る
よ
う
な
態
様
で
不
正
行
為
を
な
す
習
癖
を
有
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
被
傭
者
の
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
本
条
で

述
べ
ら
れ
る
ル

l
ル
に
基
づ
き
責
任
を
負
う
。
こ
れ
は
、
使
用
者
が
そ
の
権
限

を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
傭
者
の
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
他
の
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
失
敗
し
た
場
合
に
つ
い
て
も

妥
当
す
る
。

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
(
日
)
宮
2
2
5件
同
〈
・

c
q
c
h
z
o宅

J

同
2
F
N∞
印
〉
回
以
y
O
H〈
-HH印
ω・
E
C
2・J
円
・
∞

-
N
仏

N
H
N
(忌日印
)w
由
民
正

ω。由

Z
・J
円・

3
∞
-
H
ω
N
Z・開
-N
仏
唱
。
。

(H由
印
印
)
(
広
)
包
ロ
(
U

ユ
ロ
}
円
〈
・
の
ご
『

。同

Z
O当
J

へ2
r
w
M
g
z・J
円・

N《山由甲・
J可

H
Z・同
-Nι
色申

(HE叶
)
が
あ
る
。

ω
Z
2
2
5
ω
「句〈・

c
q
o同
Z
m宅

JE円
日
向
は
、
犯
人
逮
捕
に
際
し
て
無

実
の
被
害
者
を
誤
っ
て
射
殺
し
た
事
件
で
、
射
撃
の
訓
練
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
が
市
の
ネ
グ
リ
シ
ェ
ン
ス
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

周
回
附
阿
国
多
数
意
見
は
事
実
を
詳
し
く
伝
え
て
い
な
い
た
め
、
反
対
意

見
の
事
実
認
定
と
下
級
審
(
巳
∞

Z-
ペ・

ω・
日
仏
怠
ω
(
H
g品
)
)
の
事
実
認
定

を
紹
介
す
る
。

一
九
四
九
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
午
後
六
時
頃
、
警
官
同
2
2
(少
な
く
と

も
九
年
間
勤
務
)
は
、
二
人
の
男
(
司
ロ

B
白
血
豆

ω
S
E
5
2
X白
)
が
応
に

入
り
、
仕
切
り
の
後
方
の
奥
に
歩
い
て
行
く
の
を
発
見
し
、
跡
を
つ
け
た
と

こ
ろ
、
強
盗
の
実
行
を
目
撃
し
た
。

ω
g
g
g凸
一
門
戸
丹
田
は
ピ
ス
ト
ル
が
入
つ

て
い
る
ご
と
く
右
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
左
側
の
壁
に
五
、
六
人
の
男
を

立
た
せ
、

H
M
E
自
由
は
本
件
死
亡
者
の
所
持
検
査
を
し
て
い
た
。
列
。
回
開
ロ
が

「
警
察
だ
。
銃
を
捨
て
ろ
」
と
命
令
す
る
や
司
己
目
白
は
警
官
に
向
け
て
発

砲
し
、
互
い
に
射
ち
合
い
に
な
っ
た
。
約
四
、
五
フ
ィ
ー
ト
の
距
離
に
い
た

ω
g
g
B
2
X由
に
は
一
発
、
約
六
か
ら
八
フ
ィ
ー
ト
直
前
に
い
た
司
ロ
旨
戸

に
対
し
て
は
残
り
の
五
発
を
発
砲
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
回
発
が
司
ロ
ヨ
戸

の
右
に
い
た
本
件
被
害
者
に
命
中
し
、
そ
の
結
果
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が

っ
た
。下

級
審
は
さ
ら
に
次
の
事
実
認
定
を
し
て
い
る
。

M
V
D
-
F
n
m
u
H州
問
口
問
。
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January 札一46
Sept. 30， 1946 

Jan. 17， 1947 
May 27， 1947 
Jan. 20， 1948 

May 28， 1948 

Sept. 28， 1948 

May 31， 1949 
Sept. 30， 1949 

score 84 

score 84 

score 60 

score 61 

score 79 

score 57 

score 80 

score 65 

score 62 

F
E
c
-
-
h
Z
E
B
E
Cロ
の
指
導

員
の
一
証
言
に
よ
れ
ば
、
警
察
官
は
射

撃
練
習
に
四
カ
月
ご
と
ま
た
は
一
年

に
三
回
出
席
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ

て
い
る
。
ス
コ
ア
の
最
高
は
一

0
0

%
で
あ
り
、
六

O
フ
ィ
ー
ト
の
距
離

か
ら
紙
の
標
的
に
緩
射
し
て
五
O
W
A

の
ス
コ
ア
で
合
絡
で
あ
り
、
不
合
絡

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
署
で
は
こ
れ
が
唯
一
の
射
撃
指
導
で
あ
る
。
本

の
場
合
に
は
合
格
す
る
ま
で
続
け
る

件
警
官
の
ス
コ
ア
は
、
山
れ
れ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
原
告
側
一
証
人
の
専
門

家
は
、
照
準
器
は
本
件
の
よ
う
な
近
距
離
の
射
ち
合
い
で
は
役
に
立
た
な

い
、
と
述
べ
た
。

岡
国
「
被
告
の
警
察
職
員
が
応
の
奥
の
部
屋
に
お
け
る
強
盗
に
介
入
し
、

八
フ
ィ
ー
ト
以
上
は
離
れ
て
い
な
い
強
盗
の
発
砲
に
応
酬
し
、
一
人
に
対
し

て
は
一
発
、
他
の
一
人
に
対
し
て
は
五
発
発
砲
し
た
、
と
い
う
事
実
は
立
証

さ
れ
た
。
強
盗
の
被
害
者
で
あ
っ
た
本
件
無
遺
言
死
亡
者
は
後
者
の
傍
に
い

た
。
警
官
の
発
砲
し
た
弾
丸
の
う
ち
四
発
が
彼
に
命
中
し
、
そ
の
結
果
、
死

亡
し
た
。
被
告
の
側
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
一
応
有
利
な
ケ
l
ス
守
口
自
民

P
E
o
n
m
ω
O
)
は
、
警
官
が
小
銃
の
使
用
に
関
し
て
十
分
で
、
適
切
な
訓
練

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
確
定
さ
れ
た
。

私
の
意
見
で
は
、
本
件
弁
命
の
終
結
に
お
い
て
甲
立
て

が
棄
却
さ
れ
た
の
は
適
切
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
件
の
よ
う
な
緊
急

状
況
下
に
お
け
る
小
銃
の
使
用
に
関
し
、
大
き
な
地
方
公
共
団
体
に
一
お
い
て

八
反
対
意
見
〉

定
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
は
認
め
ら
れ
た
警
官
の
訓
練
の
形
式
に

つ
い
て
の
立
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

F
B
ー
に
よ
る
小
銃
の

使
用
の
訓
練
方
法
に
関
す
る
控
訴
人
の
立
証
は
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い
。
本

件
の
よ
う
な
緊
急
状
況
下
に
お
い
て
は
、
警
官
に
発
砲
し
た
強
盗
の
傍
に
立

っ
て
い
た
無
遺
言
死
亡
者
へ
の
偶
然
の
命
中
は
、
被
告
に
対
し
て
ネ
ク
リ
ジ

エ
ン
ス
の
責
任
を
負
担
さ
せ
る
に
足
る
不
十
分
な
訓
練
の
結
果
で
あ
ゐ
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
J

山
本
件
は
射
撃
の
訓
練
を
十
分
行
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ー
ン
ス

に
該
当
す
る
と
し
て
、
訴
え
を
棄
却
し
た
一
審
判
決
を
破
棄
・
差
し
戻
し
た
事

件
で
あ
る
。

凶
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
射
撃
技
術
を
十
分
に
訓
練
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
訓
練
が
不
十
分
(
『
E
F
Z
Z
包

2
5
z
σ
仲

5
5

m
唱

C
E
2
0自
2

5
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
が
通
例
で
、
本
稿
で
も
そ
の
よ
う

に
紹
介
し
た
が
、
判
例
を
読
む
と
小
銃
に
つ
い
て
そ
も
そ
も
訓
練
を
行
な
っ
て

い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
一
一
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一
七
条
・
コ
メ
ン
ト

b
に
該
当
し
、
小
銃
を
持
た
せ
る
(
危
険
発
生
の
蓋
然
性

を
内
在
さ
せ
て
い
る
)
の
な
ら
少
な
く
と
も
、
そ
の
危
険
を
減
少
さ
せ
る
(
命

中
率
を
高
く
す
る
)
事
前
措
置
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
事
例
で

あ
っ
た
。
本
件
は
我
国
で
考
え
る
と
、
賠
償
責
任
の
有
無
は
問
わ
な
い
と
し

て
、
作
為
型
の
賠
償
責
任
が
問
題
と
な
る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
ニ
ュ

1
ヨ
l

ク
州
で
は
不
作
為
型
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
警
官
に
対
し
て
訴
訟
が

提
起
さ
れ
て
い
な
い
の
は
公
務
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い

う
政
策
判
断
に
基
づ
い
て
警
官
に
裁
量
免
責
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

(4)・完

る
、
と
い
う
こ
と
と
、
第
二
に
、
英
米
法
に
お
け
る
使
用
者
責
任
の
特
質
性
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
責
任
の
要
件
に
つ
い
て
選
任
監

ニューヨーク州における不作為賠償責任

督
上
の
過
失
は
要
求
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
使
用
者
自
身
の
過
失
に
も
と
づ
く
責
任

(
U
)
 

を
構
成
す
る
と
の
法
理
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
こ
の
場
合
に
問
題
な
の
は
、
訓
練
し
た
と
し
て
も
事
故
は
必
然
で
は
な

い
か
、
す
な
わ
ち
使
用
者
と
し
て
の
警
察
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
事
故
の
因
果

関
係
が
か
な
り
遠
い
た
め
、
結
果
型
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
全
く
訓
練
を
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。

同
射
程
距
離
本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
小
銃
の
射
撃

訓
練
が
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
射
撃
の
目
標
(
犯
人
)
が
直
前
六

か
ら
八
フ
ィ
ー
ト
と
い
う
至
近
距
離
に
い
た
こ
と
、
③
五
発
の
う
ち
四
発
も
誤

っ
て
本
件
被
害
者
に
命
中
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

仙
宮
口
(
リ
ユ
ロ

r
ヲ

ロ

ミ

え

Z
m司
J
円

2
r
は
、
現
職
の
警
官
ぷ
官
が
職
務

外
に
ピ
ス
ト
ル
で
死
亡
事
故
を
惹
起
し
た
事
件
で
、
当
該
警
官
を
解
雇
し
な
か

っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
か
ど
う
か
問
題
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

間
同
附
岡
国
一
九
四
三
年
一
月
一
三
口
早
朝
、
-
一
ュ

l
ヨ

l
ク
市
の
警
官

ec--2
宮

2
0】
自
由
ロ
)
が
職
務
外
に
酪
町
し
、
挑
発
を
受
け
る
こ
と
な
く
二

人
の
男
に
発
砲
し
、
一
人
を
殺
害
、
も
う
一
人
に
恒
久
的
傷
害
を
負
わ
せ
た
。

こ
の
事
件
後
直
ち
に
本
件
加
害
者
は
管
区
警
察
磐
(
司
Hon-口
三
三
日

ZS)
に

連
行
さ
れ
、
警
察
医
に
か
酪
町
状
態
d

と
診
断
さ
れ
た
。
こ
の
日
か
ら
一
九
四

三
年
一
二
月
一
一
一
一
日
ま
で
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
、
同
一
ロ
聞
の

cc口
々
回

E
H》
ご
と

に
移
さ
れ
た
時
、

一
九
四
三
年
三
月
五
日
、
。
D
L
O
(
U吋

-
p
o
n
・
聞
出
認
の

裁
判
所
命
令
に
基
づ
い
て
、
そ
の
精
神
状
態
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
精
神

異
常
、
偏
執
病
の
悪
化
し
た
タ
イ
プ

(Fヌ
}55
仏
E
O

吉
田

-gro--

E
g
g広〔】
2
2
S
H
E
-ロ
ミ
宮
)
と
診
断
さ
れ
た
。

本
件
加
害
者
〉
ロ
仏
ぬ
同
m
D
ロ
は
警
察
の
記
録
に
よ
る
と
九
年
間
で
コ
一
一
凹
酪

町
の
た
め
に
罰
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
二
八
年
、
職
務
外
で
酪
町
の
罪
に
よ
り
罰
金
及
び
六
カ
月
間
の
保
護

監
察
、
一
九
三
一
六
年
、
再
度
酪
商
の
罪
で
罰
金
及
び
一
年
間
の
保
護
監
察
に

付
さ
れ
、
記
録
は
グ
要
注
意
(
ゲ
包
γ
と
さ
れ
、
こ
の
際
に
署
長
は
よ
r度

再
び
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
則
座
に
解
雇
す
る
8

回
日
忠
告
を
与
え
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て
い
る
。
第
三
回
目
の
一
九
三
七
年
に
、
ま
た
酪
町
の
罪
で
懲
戒
手
続
に
付

さ
れ
て
い
る
。

」
の
際
署
長
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ゴ
一
度

自
で
通
常
解
雇
さ
れ
、
一
二
度
目
で
は
必
ず
解
雇
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
考
慮
の
余
地
は
な
い
0
4

こ
の
あ
と
署
長
は
い
っ
た
ん
〉
ロ
F
3
0ロ
を

解
雇
し
た
が
、
そ
の
直
後
、
再
考
し
引
き
続
き
雇
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ

た
。
か
く
て
、
本
件
事
故
が
発
生
し
た
。

原
審

(
S
Z・J
円・

ω
-
M
L
ω
由H
)

は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
訴
え
を
棄
却

し
て
い
る
。
「
警
察
署
の
記
録
に
よ
る
と
〉

E
2
8ロ
は
酪
町
の
罪
を
含

む
二

O
回
に
わ
た
る
警
察
署
規
則
違
反
を
お
か
し
、
一

O
回
に
わ
た
る
職
務

外
で
の
打
撲
傷
・
裂
傷
・
捻
挫
を
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
、

の
事
件
で
一
人
の
婦
人
が
酪
町
し
た
警
官
〉
ロ

P
2
8
が
銃
を
所
持
し
て

道
か
ど
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
警
官
に
訴
え
た
以
外
、
一
九
四
三
年

一
月
三
日
以
前
に
お
い
て
〉
ロ
L
2由
。
ロ
に
何
ら
の
邪
悪
な
傾
向
が
み
ら
れ

一
九
三
六
年

た
と
い
う
証
拠
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
警
察
の
記
録
に
よ
る
も
の
お
よ
び

〉ロ
L
O円
ω
C
ロ
の
外
見
か
ら
推
察
さ
れ
る
も
の
以
外
に
は
、
彼
が
常
習
的
な
ア

ル
コ

l
ル
中
毒
者
で
あ
り
、
精
神
病
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
何
ら
の
行
動
の

立
証
も
な
い
。
事
件
の
四
日
後
で
あ
る
一
九
四
三
年
五
月
五
日
に
、
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
精
神
異
常
を
伴
う
偏
執
病
の
悪
化
し
た
タ
イ
プ
と
診
断
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
被
告
は
〉
ロ
F
5
0ロ
の
暴
行
を
予
期
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
結
論
す
る
に
十
分
な
事
実
は
な
い
。
」

同
国
「
我
々
が
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
被
徳
川
者
の

一
雇
用
が
他
の
者
に
対
す
る
既
知
の
危
険
を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
警
察

長
官
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
裁
量
の
幅
は
制
限
さ
れ
る
。
当
該
状
況
の
下
に

お
い
て
危
険
が
合
理
的
に
予
舟
さ
れ
る
場
か
に
は
、
裁
量
は
危
険
を
消
滅
さ

せ
る
義
務
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
司
包
括
叫
担
問
4
F
H
h
D
口
問

rrロ
仏
児
・
(
U
0

・w

凶
品
∞

Z
・J
円・

ωω
タ

ω
怠
w

尽
N
Z
開・由
F
E
C・
3
k
r
-
F
・岡山
-
H
N
E
そ
う

で
な
く
て
は
、
本
件
に
お
い
て
警
察
長
官
が
要
求
す
る
よ
う
な
広
範
な
裁
量

は
、
立
法
が
請
求
裁
判
所
法
八
条
に
よ
っ
て
放
棄
し
た
主
権
免
責
を
立
法
行

為
を
待
た
ず
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
・
:
・
木

件
の
よ
う
に
「
:
:
:
単
な
る
傷
害
の
可
能
性
が
存
在
す
る
場
合
は
、
合
理

的
に
発
生
し
そ
う
な
事
故
に
比
例
す
る
予
見
で
足
り
る
」
〈

S
F一回ケ〈・

ErHMRWM印
N
Z・J
円・

8
P
S叶
w
H
3
2・同・

2
P
宮
町
本
件
記
録
に

現
わ
れ
て
い
る
事
情
の
下
に
お
い
て
、
警
官
〉
ロ
L
R
m
o
ロ
を
職
務
に
就
け

て
お
く
こ
と
が
合
理
的
に
予
見
さ
れ
る
よ
う
な
他
人
に
対
す
る
危
険
を
含
む
{ロ)

も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
陪
審
の
事
実
問
題
で
あ
る
。
」
(
傍
点
筆
者
)

川
本
件
は
第
三
者
に
危
害
を
加
え
る
危
険
性
を
有
す
る
被
傭
者
の
雇
用
の
継

続
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
基
本
的
に
問
題
と
さ
れ
た

事
件
で
「
危
険
性
の
予
見
可
能
性
が
な
い
」
と
し
た
原
審
を
破
棄
し
、
新
た
な

事
実
審
理
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。
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凶
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
不
法
行
為
を
行
な
う
具
体

的
危
険
性
を
有
す
る
被
傭
者
を
解
雇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
事
例

は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
一
一
一
七
条
・
コ
メ
ン
ト

c
の
典
型
例
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
υ

こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
、
我
固
に
お
け
る
警

官
職
務
外
強
盗
事
件
(
前
出
最
判
昭
和
三
一
年
一
一
月
三

O
日
)
の
判
例
評
釈

の
よ
う
な
危
険
責
任
論
的
思
考
す
な
わ
ち
「
公
務
員
に
あ
る
職
務
行
為
を
授
け

(4)・完

る
以
上
は
そ
れ
が
違
法
に
行
使
さ
れ
る
可
能
性
は
初
め
か
ら
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
(
日
」
と
い
う
行
政
に
一
般
・
抽
象
的
に
内
在
す
る
危
険
と
い
っ
た
構
成
は

採
用
せ
ず
、
個
別
・
具
体
的
・
個
性
あ
る
被
傭
者
た
る
警
官
の
具
体
的
危
険
性

を
問
題
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
具
体
的
危
険

ニューヨーク州における不作為賠償責任

性
が
「
予
見
可
能
性
」
で
決
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
精
神
病
院
関
係
の
事
例
と
の

類
似
性
が
み
ら
れ
る
。

刷
本
件
に
お
レ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
川
加
害
者
は
事
故
を
惹
起
す

る
ま
で
コ
一
回
に
わ
た
り
酪
町
の
罪
で
罰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ω一
二
回
問
題
を

起
こ
し
た
場
合
に
は
解
雇
さ
れ
る
慣
例
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
間
し
か
る
に
雇

傭
を
蜘
縦
続
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
己
の
決
定
し
た
慣
例
化
し

て
い
る
行
為
規
範
に
従
っ
た
な
ら
ば
、
生
じ
な
か
っ
た
事
故
で
あ
っ
た
。

ω 

先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
理
論

こ
の
類
型
の
作
為
義
務
の
根
拠
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
三
二
条

行
為
が
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
時
の
作
為
義
務
、
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

「
川
行
為
者
が
行
為
を
な
し
た
、
そ
の
の
ち
に
、
そ
れ
が
他
人
に
対
し
て
損

害
を
与
え
る
よ
う
な
不
合
理
な
危
険
状
態
を
創
り
出
し
た
と
認
識
し
ま
た
は
認

識
す
べ
き
場
合
、
行
為
者
は
危
険
状
態
が
具
体
化
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に

合
理
的
な
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

凶
川
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル

l
ル
は
、
行
為
時
に
お
い
て
行
為
者
が
そ
の

行
為
は
そ
う
し
た
危
険
を
含
む
と
い
う
こ
と
を
信
ず
べ
き
理
由
を
有
し
な
く
と

も
適
用
さ
れ
る
J

ω項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ん

l
ル
は
、
行
為
者
が
そ
の
行
為

は
他
人
へ
の
不
合
理
な
損
害
の
危
険
を
創
出
し
た
こ
と
な
い
し
は
そ
う
し
た
危

険
を
含
む
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
た
は
認
識
す
べ

き
場
合
、
い
つ
で
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
ル

l
ル
は
、
最
初
の
行
為
が
不
法
な

コ
メ
ン
ト

a

も
の
で
あ
る
か
否
か

(
Z
E
E
ω
C『
山
口
口

2
3岬
)
に
拘
ら
ず
適
用
さ
れ
る
。

当
該
行
為
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
行
為
者
の
責
任
は
統

い
て
発
生
し
そ
う
だ
と
認
識
し
ま
た
は
認
識
す
ベ
女
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に

合
理
的
な
注
意
を
払
う
と
い
う
義
務
の
形
で
継
続
寸
る
。
し
か
し
、
行
為
時
に

先
行

お
い
て
は
他
人
へ
の
不
合
理
な
危
険
を
含
む
と
い
う
こ
と
を
信
ず
べ
き
理
由
の

な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
事
情
の
変
更
あ
る
い
は
山
寸
該
状
況
に
つ
い
て
の
さ
ら

北法33(4・143)1181
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な
る
知
識
の
獲
得
の
た
め
に
、
そ
う
し
た
危
険
を
創
出
し
た
と
認
識
し
ま
た
は

認
識
す
べ
き
時
は
合
理
的
な
注
意
を
払
う
義
務
を
負
う
。

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て

ω
F
Zロ
戸

ω
g
z
い
会
〉
ヌ
ア
ロ
F

斗

N
W
N
2
2・J
円・

ω・叶
NH(H自
由
)
が
あ
る
。

本
件
は
誤
認
逮
捕
の
擦
に
被
害
者
を
射
殺
し
た
事
件
で
、
先
行
す
る
報
告
の

誤
り
が
判
明
し
た
後
に
そ
れ
を
取
消
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で

あ
る
か
及
び
そ
れ
が
事
故
の
原
因
と
い
え
る
か
問
題
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

間
同
附
岡
国
一
九
三
三
年
二
月
一

O
R
商
用
か
ら
帰
っ
た
の

o
r
g
と

ω
r
iロ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ナ
ン
バ
ー
・
∞
「

ω日出
H
(
Z
O耳
J

円。吋

r
z間
一
回
目

可
包
5
ロ

Z
0・∞}内

ωNS)
の
の

c
r
g
所
有
の
車
に
乗
り
込
も
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
私
服
の
警
官
が
近
づ
い
て
来
て
、
ピ
ス
ト
ル
を
ぶ
ら
下
げ

な
が
ら
が
ま
っ
す
ぐ
立
て
d

と
命
令
し
た
。
し
か
し
、
警
官
で
あ
る
こ
と
を

告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
被
害
者
ら
が
逃
げ
出
し
、
結
局
、
追
わ
れ
て
も
み

合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
三
人
目
の
私
服
の
警
官
が
現
わ
れ
、
被
害
者
の
後
頭

部
に
発
砲
し
た
た
め
、

一
時
間
以
内
に
死
亡
し
た
。
前
後
の
事
情
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

FZ 
己日
c 
EL 金

P官
ロ、
ロ午

に壁
りー

じ障
て二i
給
料ヲ
抽不

蓋ず
が μ

発 f
宇品l
tt の

F l 
~ト
r フ
EL ォ

の
警
察
署
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
警
察
に
対
し
て
グ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ナ
ン
バ
ー
-

∞「

ω
M
S
の
ド
ッ
ヂ
・
セ
ダ
ン
の
所
有
者
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
犯
人

の
う
ち
一
名
は
凶
器
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
。
を
報
告
し
た
。
こ
の
報
告
は

当
臼
午
後
四
時
五
分
に
ア
ル
パ
ニ
イ
の
州
警
察
本
部

(ω
芯
お
唱

C
Z
B
Z包
'

A
5
2
2
P
匡
E
ロ
可
)
に
伝
え
ら
れ
、
州
交
通
局

(
ω
S
R
富
三

2
5
H
E
n
-白

回
5
0
9
E
)

か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
一
緒
に
州
警
察
テ
レ
タ
イ
プ
シ
ス

7
ム
か

ら
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

l
郡
・
ハ
ウ
ト
ホ

l
ン・

K
駐
在
所

(
r
R
E
n
t

D
同
吋

5
0℃
間

三

回

m
E
F
2
0・
当

2
2
r
m
m
g円
2

5々
)
に
伝
送
さ
れ

た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、

ハ
ウ
ト
ホ
l
ン
か
ら
当
地
区
の
州
警
察
署
に
一
件
び
テ

レ
タ
イ
プ
で
報
告
が
伝
送
さ
れ
、
ま
た
電
話
で
ホ
ワ
イ
ト
・
プ
レ
イ
ン
ズ
の

警
察
本
部
(
℃

c
r
g
r
g
K
5
3
0
3
m件
当

E
O
E
m
E
ω
)
へ
と
伝
え
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

l
郡
テ
レ
タ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
本
件
の
ニ
ュ

l
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル
市
の
許
察
署
(
宮
]
庁
内
骨
百
三
自
白
三

E
P
0
2
q
c同

Z
O耳

HN2zzo)
を
含
む
郡
の
地
方
公
共
団
体
の
警
察

署
に
こ
の
報
告
が
伝
え
ら
れ
た
。
翌
日
午
前
一
時
、
ハ
ウ
ト
ホ

l
ン・

K
駐

在
所
は
こ
の
報
告
の
取
消
し
を
受
け
取
っ
た
。
責
任
者
で
あ
る
川
川
町
役
行

(mgg
ロ
g
u
o円
)
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
か
ら
一
時
間
三
分
以
内
に
受

け
持
ち
の
州
警
察
署
に
テ
レ
タ
イ
プ
で
こ
の
取
消
し
を
伝
送
し
た
が
、
ニ
ュ

ー
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル
を
含
む
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
l
郡
の
警
察
署
に
こ
れ
を
知

ら
せ
る
た
め
に
ホ
ワ
イ
ト
・
プ
レ
イ
ン
ズ
の
警
察
本
部
に
電
話
す
る
の
を
忘

れ
た
。
取
消
し
の
報
告
の
内
容
は
、
ナ
ン
バ
ー
・
∞

r
ω
N
S
は
誤
り
で
あ
る

北法33(4・144)1182



こ
と
お
よ
び
犯
人
は
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
故
は
、

ハ
ウ
ト
ホ
l
ン
の

K
駐
在
所
が
取
消
し
の
報
告
を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
八
時

間
後
に
発
生
し
て
い
る
。

同
国
「
取
消
し
の
報
告
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
犯
罪
に
関
す
る
最
初
の
報

告
を
受
け
取
っ
て
い
る
警
察
署
に
対
し
て
そ
の
取
消
し
を
伝
え
る
た
め
に
合

理
的
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
怠
っ
た
州
警
官
(
印

g
Z
可

g宮
門
)
は
ネ
グ
リ

ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

河

2
E
Z目。
E
C『
子
。
戸
田
唱
え
吋

0
2
p
z
o開・

叩

ω
N
H
-

し
か
し
、
警
察
が
逮
捕
し
よ
う
と
し
て
い
た
者
が
そ
う
し
た
憐
怠
か

(4)・完

ら
損
害
を
蒙
る
と
い
う
こ
と
は
予
期
さ
れ
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
に
隣
接
す
る
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
l
郡
の
州
及
び
地
方
の
警
察
力
全
部
が

ニューヨーク州における不作為賠償責任

動
員
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ナ
ン
バ
ー
-
∞

r
u
N
S
の
車
の
持
ち
主
に
向

け
ら
れ
た
。
こ
の
警
察
力
の
目
的
は
凶
器
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
強
盗
の
逮
捕

で
あ
っ
た
。
:
:
:
こ
の
犯
罪
の
重
大
さ
と
発
せ
ら
れ
た
警
告
の
性
格
を
考
え

る
な
ら
ば
、
こ
の
特
定
の
車
の
持
ち
主
に
こ
う
し
た
危
害
が
生
じ
う
る
こ
と

は
合
理
的
に
予
期
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

州
は
私
服
の
警
官
に
よ
っ
て
逮
捕
が
な
さ
れ
る
こ
と
お
よ
び
車
の
持
ち
主

に
警
官
で
あ
る
旨
を
知
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
合
理
的
に
予
見
で
き
な

ぃ
、
と
主
張
す
る
。
:
:
:
私
服
の
警
官
に
よ
っ
て
逮
捕
が
な
さ
れ
る
こ
と
は

日
常
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た
、
寧
の
運
転
手
は
知
ら
な
い
者
に
呼
ば
れ

る
と
発
進
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
危
害
が
何
ら
か
の
形
で
無
実
の
者
に

ふ
り
か
か
る
こ
と
は
、
十
分
予
期
す
る
こ
と
が
予
き
た
。

本
件
に
お
い
て
は
、
民
営
ミ

ω目
当
日
ロ
の
死
LEE-
州
警
察
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン

ス
と
の
闘
に
は
、
独
立
の
中
断
的
原
因

C
E
3
2
ι
o
E
E
Z
2
2
5間

2
5
0
)
は
見
い
出
せ
な
い
。
原
因
か
ら
結
果
へ
の
流
れ
は
中
断
さ
れ
ず
、
州

の
責
任
は
明
ら
か
で
あ
る
J

川
本
件
は
誤
報
の
取
消
し
を
伝
え
な
か
っ
た
こ
と
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
あ

た
る
か
ま
た
こ
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
本
件
事
故
の
近
接
的
原
因
に
あ
た
る
か

問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
、
請
求
を
認
容
し
た
下
級
審
会
確
定
し
た
事
例
で
あ
る
。

ω本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
誤
報
の
取
消
し
を
伝
え

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の
ル
l
テ
ィ
ン
・
ソ
i
F
の
ミ
ス
で
あ
っ
て

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
性
を
こ
こ
に
認
め
る
の
は
異
論
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
事
故
の
近
接
的
原
因
で
あ
る
か
問
題
に
な
る

が
、
本
件
は
「
予
見
可
能
性
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
乙
の
問
題
を
捉
え
、
報
告
の

内
容
!
重
大
な
犯
罪
と
凶
器
の
所
持
|
お
よ
び
逮
捕
の
現
状
に
照
ら
し
て
こ
れ

を
肯
定
的
に
解
し
た
。
事
故
回
避
の
容
易
性
か
ら
考
え
る
と
賛
成
で
き
よ
う
。

ω射
程
距
離

本
件
で
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
誤
報
の
取
消
し
と
い

う
ル
l
テ
ィ
ン
・
ワ
!
ク
の
執
行
に
関
す
る
と
、
ス
で
あ
る
こ
と
、
②
先
行
す
る

報
告
の
内
容
が
重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
犯
人
の
凶
器
所
持
を
伝
え

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
事
故
は
誤
報
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
一
八
時
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間
後
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
④
私
服
の
磐
田
官
が
身
分
を
明
か
さ
な
い
で
逮
捕

に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

以
上
か
ら
本
件
は
先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
理
論
に
基
づ
い
て
責
任
を
認
め

ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
射
程
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。国

特
別
関
係
発
生
の
理
論

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
は

ω
n
r
5
Z
H
〈
・
ロ
守
口
町

Z
E司
J

円。円
F
印

J
-
C
2
2
8
2・ペ
ω
Z
N田
町
(
巴
詔
)
で
あ
る
。

こ
の
事
例
を
特
に
特
別
関
係
(
市
l
情
報
提
供
者
)
発
生
の
理
論
の
枠
組
み

で
捉
え
た
の
は
、
第
一
に
、
こ
の
判
例
が
作
為
義
務
の
根
拠
を
、
①
一
連
の
連

邦
に
お
け
る
事
件
に
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
る
適
用
可
能
な
文
言
、
②
法
強
制

に
協
力
し
た
者
を
保
護
す
る
警
察
の
返
答
的
(
司

2
J
2
2
5
義
務
、
③
ニ
ユ

ー
ヨ
l
F
刑
法
一
八
四
八
条
の
精
神
と
政
策
、
④

ω
n
r
E
Z円
保
護
の
警
察
に

よ
る
任
意
の
引
受
け
、
⑤
潜
在
的
な
情
報
提
供
者
が
出
て
き
や
す
い
よ
う
に
す

4

る
時
築
、
に
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
④
の
義
務
引
受
け
の
理
河

(
日
)

論
は
補
足
意
見
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
に
よ
る
。

ま
た
、
後
に
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
補
足
意
見
の
述
べ
る
義
務
引
受
け

の
理
論
は
市
の
行
為
に
起
因
な
い
し
は
あ
る
程
度
起
因
す
る
危
険
に
対
し
て
義

務
を
引
受
け
た
と
読
か
犯
点
で
一
種
独
特
の
理
論
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。本
件
は
指
名
手
配
を
受
け
て
い
た
者
を
警
察
に
通
報
し
、
逮
捕
に
協
力
し
た

と
い
う
警
察
の
公
表
の
後
の
脅
迫
に
基
づ
い
て
警
察
保
護
を
与
え
ら
れ
て
い
た

者
が
、
そ
の
後
誰
か
に
射
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

間
同
問
捌
国

ω
n
E
S
H
は
町
を
歩
い
て
い
る
時
に
偶
然
名
う
て
の
悪
党

と
し
て
指
名
手
配
を
受
け
て
い
た

ω
E
Zロ
を
発
見
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
警

察
に
報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

ω
E
Sロ
は
首
尾
よ
く
再
逮
捕
さ
れ
た
。
こ

の
逮
捕
を
警
察
が
公
表
し
た
直
後
に

F
E由
同
氏
は
地
下
組
織
の
仲
間
と
推

測
さ
れ
る
何
者
か
か
ら
、
生
命
に
関
わ
る
脅
迫
を
受
け
、
彼
は
こ
の
こ
と
を

讐
察
に
知
ら
せ
た
。
コ
一
週
間
後

ω
n
Y
5
8円
は
帰
宅
途
上
の
道
路
で
一
射
殺
さ

れ
た
。
以
上
は
多
数
意
見
の
事
実
で
あ
る
。
反
対
意
見
に
は
、
警
察
は
最
初

ω口
}
E
2
2
の
仕
事
場
・
家
及
び
家
族
の
保
護
を
引
受
け
た
け
れ
ど
も
、
途

中
で
中
止
し
た
、
と
い
う
事
実
が
み
え
る
。

原
審
(
区
ω
Z・J
円・

ω-N
円
四
ミ
∞
)
は
「
加
害
者
が
不
明
で
あ
る
」
と
い
う

理
由
で
訴
え
を
棄
却
し
た
一
審
(
H
N
H
2
・J
円・

ω-M仏
叶
臼
印
)
を
確
定
す
る
。

原
審
を
破
棄
、
棄
却
決
定
の
被
告
の
申
立
て
を
否
定
し
て
〈

g
〈

8
岳
ぽ

判
事
が
法
廷
意
見
を
述
べ
る
。

同
国
「
現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
争
点
は
地
方
公
共
団
体
は

F
Z
'

2
2
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
者
の
保
護
の
た
め
に
合
理
的
な
注
意
を
払
う

何
ら
か
の
義
務
を
負
担
す
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
:
:
・
我
々
の
考
え
で
は
、
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公
衆
は
(
こ
の
場
合
市
を
通
じ
て
行
動
し
て
い
る
)
ひ
と
た
び
協
力
を
し
た

u
b
か
た
め
b
か
険
状
態
心
除
引
か
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
犯
罪
者
の
逮

捕
-
訴
追
に
協
力
し
た
者
を
保
護
す
る
た
め
に
合
理
的
な
注
意
を
払
う
特
別

の
義
務
を
負
担
す
る
。
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
市
民
に
対
し
て
法
強

制
機
関
に
協
力
し
た
り
、
共
同
し
た
り
し
よ
う
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
難
し
く

な
る
で
あ
ろ
う
(
参
照

Z
2
0・
担
当
・
〈
P

F
・岡山

2
・
ω。∞)。

た
責
任
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
違
反
者
や
火
事
か
ら
生
じ
る
す
べ
て
の
損
失

そ
う
い
っ

(4)・完

に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
が
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
。
:
:
:
し
か
し
、
刑
法
の
下
に
お
け
る
社
会
の
敵
の
逮
捕
ま
た
は

訴
追
に
現
実
に
協
力
し
た
場
合
、
少
な
く
と
も
合
理
的
に
要
求
さ
れ
た
時
に

は
、
社
会
の
側
に
警
察
保
護
の
た
め
の
合
理
的
な
注
意
を
払
う
返
答
的
義
務

(円。。芯
g
n
m
L
L
H
』
伸
之
が
生
じ
る
。

ニューヨーク州における不作為賠償責任

地
方
公
共
団
体
は
他
人
と
口
論
し
て
い
た
警
官
に
よ
っ
て
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン

ト
に
射
た
れ
た
局
外
者

(Z聞
広
昆

2)
に
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
(
当
日
向
。
田

ぐ
-
n古山、。『
Z
O当

J円。円
}
f
u
o∞
2
・
J円・吋
N由・

H
N
A
F
Z
H
W
-
N
仏

ωω
∞)、

警
官
が
ネ
グ
ワ
ジ
ェ
ン
ト
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
た
乗
客
に
よ
っ
て
射
た
れ
た

タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
対
し
て
(
円

=σ。
-rE
〈
-
c
q
o同
2
0耳
ペ
O
H
F

A
H
Z・
J円
-
N
仏
品
8
・
口
出

Z
・
J円・∞
-
N
仏

ω。
N)、
轡
部
・
ひ
ざ
の
骨
折
の
処

置
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
擢
患
し
た
肺
炎
が
原
因
で
死
亡
し
た
逮
捕
さ
れ

た
男
の
財
産
管
理
者
に
対
し
て

(UZ52H
ぐ・

5
-
E唱
え

の

g
u
z
p

ω。
ω
Z・
Jへ・

8
∞
-
H
2
2・岡山・凶門同∞斗
N)、
酪
町
し
て
騒
い
で
い
た
こ
と
の

た
め
に
警
官
に
よ
っ
て
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
射
た
れ
た
男
の
財
産
管
理
者
に

対
し
て
(
巴
白
5
2
〈
-
c
q
o同
J
Fロ
ro同
国

u

U

Q

由
2
・
Jへ
-
H
H
P
H
N叶

2
・

開
-
M
L
∞
ω∞
)
、
医
療
加
護
を
頼
む
こ
と
を
警
察
が
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
脳
出

血
が
原
因
で
死
亡
し
た
公
的
酪
町
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
男
の
遺
産
管
理
人

に
対
し
て

(
0
6
5仏
可
ぐ
-
c
q
丘
町
E
-
g
p
k
H
z
-
J円
-
N
仏
斗
ミ
・
ミ
H

Z
・J
同・

ω・
N

《
回
忌
∞
)
、
警
官
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
ピ
ス
ト
ル
を
返
還
し
た

夫
に
よ
っ
て
射
た
れ
た
妻
に
対
し
て
(
図
。
ロ
耳
3
可
ぐ
-
c
q
o同
者
間
円
。
『
，

g
d司
P
H
〉
-
U
-
M
L
ι
8・回目
H
Z・
J円・∞
-NR同
お
印
)
、
警
官
の
要
請
に
応

じ
て
交
通
整
理
を
し
て
い
る
聞
に
ケ
ガ
を
し
た
局
外
者
に
対
し
て
(
〉
仏
曲
目
c

〈
-MM・
O
-
宮
♀
C
同
町
耳
目
凹

r
f
A
H
〉・

0
・
N
L
叶

8
・
g
A
F
2・
Jへ・∞
-
N
仏

∞
立
)
も
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。
迄
の
の
ユ
ロ
戸
内
〈
-
c
q
o
h
z
o宅
ペ
2
F

M
申由

2
・J
へ・

3
W
2
Z
開
-
N
仏
企
也
に
お
い
て
は
、
市
は
原
告
の
無
遺
言

死
亡
者
を
射
殺
し
た
警
官
を
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
解
雇
す
る
こ
と
を
怠
っ
た

こ
と
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
ヨ
巴
丘
一
口
件
可
ぐ
-
c
q
o
h

zod弓

Jへ
O
H
F
ω
s
z・
J円・

3
∞
w
E
N
Z
-
M
W・日仏

8
0
に
お
い
て
は
、
訓

練
を
受
け
て
い
な
い
警
官
の
弾
丸
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
強
盗
の
被
害
者
の
遺

産
管
理
人
が
賠
償
を
受
け
た
。
市
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、
正
確
に
射
撃
し
、

被
害
者
で
は
な
く
犯
人
に
命
中
さ
せ
る
よ
う
に
警
官
を
訓
練
す
る
こ
と
に
合

理
的
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
怠
っ
た
点
に
認
め
ら
れ
た
。
:
:
:
少
な
く
と
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研究ノート

も
、
こ
れ
ら
の
う
ち
二
つ
に
は
、
作
為

(
B
u
r
s
g
B
)
に
で
は
な
く
不
作

為
(
回
口
止
め
曲
目
印
ロ
ロ
ゆ
)
に
¥
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ソ
ス
が
認
め
ら
れ
て
い
る
(
宮
口
の
江
口
「

ヲ
ロ
守
口
町

Z
O
当
ペ
2
F
由
巳
℃
『
同
一
宮
O山田江口
ω
r
u
『〈

-
c
q
c同
Z
O耳

4
2
r
w
m
E官
色
。

こ
の
区
別
は
せ
い
ぜ
い
わ
見
合
自
主
席
判
事
が

v
p与
の
0

・
〈
・
列
。
E
E

凶

O
F
2
4司
白
神

O
H
C・
(ω

右
足
w

N

ミ
Z
・J
円
・
巳
官
官
同
∞
〆
同
日
由

Z-HW-
白
押

官
m
o
g∞
)
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
不
完
全
な
定
式
に
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

ζ
c
n
r
(
U
0・
事
件
の
意
見
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
不
作
為

(
庄
内
克
己
O
ロ
)
が
経
験
的
に
単
に
利
益
を
奪
う
だ
け
で
は
な
く
積
極
的
な
い
し

は
能
動
的
に
損
害
に
加
担
す
る
と
い
う
段
階
に
ま
で
行
為

(gEE2)
が
進

ん
で
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
続
行
す
る
義
務
が
生
じ
る
関
係
が
存
在
す
る
。

回

c
z
o
p
ω
E《出
g
E
岳
O
F
ω
唱
。
同
寸
CHZ-
唱・∞叶」

本
件
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
お
い
て
、
政
府
は
単
に
消
極
的
な
立
場
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
。
政
府
は
F
B
I
の
チ
ラ
シ
を
使
う
こ
と
に
よ
り
「
ω
E
Zロ

の
居
場
所
を
知
っ
て
い
る
」
者
に
法
強
制
に
協
力
す
る
た
め
情
報
を
提
供
す
る

よ
う
に
頼
ん
で
い
る
点
で
、
積
極
的
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
そ
れ
が
た
ま
た

ま
生
じ
た
り
ま
た
は
行
政
庁
が
犯
罪
人
の
逮
捕
・
訴
追
の
際
に
他
の
能
力
を
有

す
る
私
人
を
積
極
的
に
利
用
し
た
場
合
は
、
法
強
制
機
関
が
単
に
消
極
的
な
立

場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
市
民
に
協
力
を
要
請
し
、

協
力
が
な
さ
れ
た
時
に
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
積

極
的
で
あ
っ
た
。

ζ
2
r
事
件
〈
上
記
〉
で
い
う
と
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
者
に

警
察
保
護
を
与
え
な
い
と
い
う
不
作
為
が
経
験
的
に
通
常
単
に
消
極
的
に
利
益

を
奪
う
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
積
極
的
に
な
い
し
は
能
動
的
に
損
害
を
生
じ

さ
せ
る
段
階
に
達
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
下
に
お
い
て
は
「
続
行
す
る

義
務
を
生
じ
さ
せ
る
関
係
が
存
在
す
る
」
と
我
々
は
当
該
事
件
で
判
示
し
た
。

そ
の
よ
う
な
関
係
が
本
件
に
は
存
在
す
る
。

政
府
免
責
の
放
棄
以
前
に
お
い
て
さ
え
も
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
法
違
反

を
法
強
制
機
関
に
報
告
す
る
私
人
に
対
し
て
の
義
務
を
表
明
す
る
機
会
を
持
つ

た。

Hロ
2
0
Eロ
-
r
r
H
m
∞
d
・
ω
-
m
U
M
U
H印

ω
・の同・申
mmrω
由
円
・
開
L
・
H
O∞。

事
件
は
、
犯
罪
者
に
不
利
な
情
報
を
私
人
が
提
供
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
共
同

行
為
に
よ
り
妨
害
す
る
こ
と
を
共
謀
し
た
者
の
訴
追
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
何
凶
司
2
8
J門
知
同

J
F
Z
C関
Y
H
H。
d
・
ω
・由回一了品

ω
・円
Uゲ岡山凶
N
U
H
q吋
-
N
∞
行
-

HW仏
-
M
誌
を
引
用
し
、
最
高
裁
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
市
民
が
法
違
反
者
を
法

強
制
機
関
に
通
報
す
る
権
利
を
自
由
に
行
使
で
き
る
よ
う
監
視
し
「
そ
の
よ
う

に
行
動
し
て
い
る
聞
な
い
し
そ
の
よ
う
に
行
動
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
暴
力
か
ら
保
護
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
関
係
当

事
者
の
利
益
だ
け
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
代
理
人

に
対
す
る
暴
力
・
詐
欺
と
い
う
望
ま
し
く
な
い
影
響
か
ら
免
れ
る
、
と
い
う
政

府
自
身
の
利
益
か
ら
も
発
生
す
る

J
i
-
-
-探
偵
と
し
て
傭
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
者
は
政
府
の
「
代
理
人
」
の
関
係
に
入
る
の
で
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あ
る
。法
強
制
に
協
力
し
た
者
に
対
す
る
政
府
の
そ
う
し
た
義
務
は
、
刑
法

(FE-

r
z
F
(
U
C
E
D
-
-
Z
E
t
a
-
n
・

s・
)
一
八
四
八
条
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
条
項
は
逮
捕
の
際
に
指
示
を
受
け
て
警
官
に
協
力
を
し
て
い
る
聞
の
人
身
傷

害
ま
た
は
傷
害
・
殺
害
に
よ
る
死
亡
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
地
方
公
共
団

体
に
絶
対
責
任
官
官
。

-Eo--ωσEq)
を
課
し
て
い
る
。
・
・

:ω
ロ
F
5
Z円

が
∞
三
吉
ロ
を
逮
捕
し
て
い
る
最
中
に
射
た
れ
た
の
で
は
な
く
三
週
間
後
で
あ

る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
制
定
法
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
に
入
ら
な
い
と
い
う

(4)・完

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
:
:
・
刑
法
一
八
四
八
条
の
存
在
は
原
告
の
コ
モ
ン
ロ
ー
'

上
の
訴
え
の
理
由
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
対
に
そ
れ
は
、
地
方
公
共

ニューヨーク州における不作為賠償責任

団
体
は
法
強
制
に
協
力
し
た
こ
と
の
た
め
に
傷
害
を
受
け
、
殺
さ
れ
た
私
人
ま

た
は
そ
の
財
産
に
生
じ
た
損
害
に
報
え
る
と
い
う
公
共
政
策
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
。
:
:
:
重
要
な
こ
と
は
、
制
定
法
の
背
後
に
あ
る
政
府
の
政
策
が
、
犯

罪
者
の
逮
捕
・
訴
追
の
際
に
行
政
庁
に
協
力
し
た
私
人
に
対
し
て
保
護
と
配
慮

を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」

冨
n
Z向
日

σ判
事
(
補
足
意
見

l
gロ
2
5
z
o
y巳
己
主

「
本
件
事
情
の
下
に
お
い
て
原
告
の
無
遺
言
死
亡
者
の
保
護
を
被
告
が
引
受

け
た
こ
と
は
、
原
告
の
無
遺
一
言
死
亡
者
の
提
供
し
た
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の
受
領

及
び
そ
の
役
割
の
公
衆
の
認
識
が
被
告
の
保
護
の
一
部
引
受
け
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
、
傷
害
の
危
険
を
拡
弁
・
延
長
す
か
こ
と
が
合
理
的
に
明
ら
か
で
あ
る
場

合
、
そ
う
し
た
保
護
を
中
止
し
な
い
義
務
を
伴
う
。
:
:
:
原
告
の
無
遺
言
死
亡

者
の
部
分
的
保
護
の
任
意
引
受
け
ゅ
、
そ
れ
が
貯
因
と
な
っ
た
予
臥
月
号
能
か
仕

険
に
対
し
て
合
理
的
な
注
意
を
払
う
義
務
を
伴
う
。
「
た
と
え
無
償
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
行
為
す
る
こ
と
を
引
受
け
る
者
は
、
何
ら
か
の
行
為
を
す
る
時
に

は
そ
れ
に
よ
っ
て
注
意
深
く
行
為
す
る
義
務
を
負
う
、
と
い
う
こ
と
は
古
く
か

ら
の
準
別
で
あ
る
J
O
F
ロ
N
2
〈・

ω
t
o
吉岡
L
W
N
ω
ω
Z
・
Jへ・

N
g
u
N
g
w
H
ω
印

Z

・開
-

M
吋印
w
N叶
A
Y
N
ω

〉
・
円
、
.
閉
山
・
区
日
日
W
7
P
H
r
u
田〈・

Z
E
H
H
H
σ
H
戸
河

E
-
q

(UC
・・
N
8
2
.
J同・

N印印
.
N印∞

.
5吋
Z
.
岡山・

HN川
Y
5
0・

合
理
的
に
予
見
可
能
で
あ
り
、
あ
る
程
度
は
被
告
の
行
為
に
帰
せ
ら
れ
る
身

体
に
対
す
る
危
険
を
含
む
一
連
の
事
実
が
、
か
く
申
立
て
の
中
に
見
い
出
さ
れ

た。

o
w
z
o
-
-
〈

-
c
q
D同
】

UCえ
】
2
i
m
u
N印
ω
Z
-
J円
-AHNF
九日

ω
ω
w
H叶
H
Z
-

何

-
g
p
g
N
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
、
原
告
の
無
遺
言
死
亡
者
が
お
か
れ
た
国
間

勤
ち
か
勘
九
町
柏
町
佐
ゅ
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
警
底
抗
暑
か
ト
ト

ざ
ま
な
人
の
表
明
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
。
」

川
本
件
は
情
報
提
供
者
に
対
し
て
い
っ
た
ん
与
え
た
警
察
保
護
を
中
止
す
る

こ
と
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
、
訴
え
を
棄

却
し
た
一
審
を
確
定
し
た
原
審
を
破
棄
し
、
訴
え
棄
却
の
被
告
の
申
立
て
を
却

下
し
た
も
の
で
あ
る
。

凶
作
為
義
務
の
内
容
は
、
報
復
の
恐
れ
が
あ
る
う
ち
は
警
察
保
護
を
継
続
す

北法33(4・149)1187
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る
こ
と
、
で
あ
る
。
本
件
の
想
定
す
る
作
為
義
務
の
内
容
が
、
特
定
的
な
も
の

で
は
な
く
比
較
的
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
た
本
件
に
お
い
て
は

政
策
的
要
因
(
潜
在
的
情
報
提
供
者
の
出
現
促
進
)
な
い
し
正
義
の
要
因
(
返

答
的
な
義
務
で
あ
る
)
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
理
由
で

b
問
。
け
だ

し
、
七
人
の
裁
判
官
の
う
ち
の
三
人
の
反
対
意
見
も
す
べ
て
主
と
し
て
こ
の
点

を
指
摘
し
「
犯
人
が
不
明
で
あ
る
」
「
夜
に
公
道
上
(
ロ
ロ
防
官

r
F
己
8
2
|

原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
)
で
」
射
た
れ
た
の
で
あ
り
、
警
察
が
保
護
の
引
受
け
を
し

た
「
家
・
職
場
で
な
い
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
射
程
距
離
本
件
に
お
い
て
重
要
と
恩
わ
れ
る
事
実
は
、
①
被
害
者
が
犯

人
逮
捕
に
協
力
し
た
情
報
提
供
者
で
あ
る
こ
と
、
②
生
命
・
身
体
に
か
か
わ
る

脅
迫
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
③
警
察
側
が
い
っ
た
ん
保
護
を
引
受
け
て
い
る
こ

と
、
④
し
か
し
、
途
中
で
そ
れ
を
中
止
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

本
件
の
射
程
距
離
を
考
え
る
時
に
問
題
と
な
る
論
点
は
二
個
存
在
す
る
。
第

一
の
論
点
は
、
本
件
は
「
情
報
提
供
者
に
対
す
る
返
答
的
義
務
を
重
視
し
た
も

の
」
か
、
あ
る
い
は
「
義
務
引
受
け
の
理
論
を
も
独
立
の
訴
え
の
理
由
と
し
て

(
羽
)

い
る
」
の
か
、
で
あ
る
。
こ
の
点
は
前
者
に
解
す
べ
き
こ
と
は
先
に
述
べ
た

が
、
こ
れ
以
後
の
判
例
と
し
て

E
C
O
B
〈
-
c
q
c
h
Z何
者
ペ

O
H
r
-
a
呂
町
n
・

N
L
H
O
吋叶
wω
印叶

Z
・J
「・
ω
-
N
仏
由
斗
申
・
混
同
(
巴
記
)
及
び
担

g
ヲ
{
U
X
U『

D
同

zod司
J

円。円
F
E
M
M
E
-
は
後
者
に
解
し
、

u
s
r
o
〈・

ω
g
z
c同
2
0当
J

へRr-

S
冨
z
n
-
N
仏

H
0
5・品
5

2
・J
円・∞
-
N
仏
吋
ω
P
叶印叶

(HS坦
)
は
前
者
の
解

釈
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
の
論
点
は
、
宮
口
Z
同
日
々
判
事
の
想
定
し
て
い
た
「
義
務
引
受
け
の
理

論
」
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は

こ
の
理
論
の
要
素
の
う
ち
引
受
け
の
中
止
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
三
二
三
条
・
コ
メ
ン
ト
C

(

後
述
)
の
立
場
で
は
「
中
止
に

よ
っ
て
引
受
け
以
前
よ
り
も
高
い
危
険
性
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
ら
な
い
限
り
中

止
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
宮
口
Z
巳
可
判
事
の
意
見
で
は
、
F

」
の
危

険
が
市
の
行
為
に
起
因
な
い
し
は
あ
る
程
度
起
因
す
る
こ
と
l
|
め
三
Z
ロ
逮

捕
に

F
Z
2
2
が
協
力
し
た
と
き
危
険
は
な
い
旨
確
言
し
て
い
る

i
ーま

た
、
義
務
引
受
け
行
為
自
体
に
よ
り
傷
害
の
危
険
を
拡
大
・
延
長
し
た
乙
と
、

を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
理
論
」
の
考
え
方
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
反
対
意
見
(
の

g若
男
主

席
判
事
・

5
0
Z・J
円・
ω
-
N
仏
N

8

・
N
∞N
)

は
、
こ
の
点
に
関
し
て
「
一
部
保
護

引
受
け
な
い
し
そ
の
中
止
は
危
険
を
増
大
さ
せ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
件
以
降
の
判
例
の
展
開
を
、
響
察
の
保
護
引
受
け
に
対
す
る
個
人
の
対
応

と
い
う
観
点
か
ら
、

ω警
察
保
護
を
信
頼
し
て
新
た
な
危
険
に
身
を
さ
ら
す
、

川
他
の
保
護
手
段
を
講
じ
る
の
を
中
止
し
た
、
州
警
察
保
護
を
信
頼
し
危
険
状

態
が
継
続
す
る
に
任
せ
た
、
と
い
う
三
区
分
を
設
定
し
、
本
件
は
呂
田
m
一
事
件

に
お
い
て
は
、

ωの
先
例
と
さ
れ
た
が
、
リ
ベ
ラ
ル
に
解
す
る
立
場
が
あ
り
、

川
を
採
用
す
る
も
の
に

E
8
5
事
件
、
…
川
を
採
用
す
る
も
の
に
∞
島

2
事

北法33(4・150)1188



(
但
)

件
、
』
0
5団
事
件
が
あ
る
、
と
す
る
見
解
が
存
す
る
。
自
由
事
件
を

ωの
立

場
と
解
す
る
の
は
疑
問
が
あ
る
。
原
文
は
「
p
o
-
v
o
-
-
8
2吾
0
5
-
2
5
a

仏

030-zgmMMCロ
ωME--ミ
g
聞
記
百
三

2
-
2
5
0
5ゲ
ぬ
同

ω
D『
po-VEr--nmHML

。凶
U
0
2
円

r
o
g
-
-号
。
己
主
2
5
5
匂

5
5
2
Z
P
H
C
同

roHFω
「
ω」
と
な

っ
て
お
り
「
己
居
ロ
命
者
同
日
ω
「
ω
」
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ

て
、
川
と
も
川
と
も
読
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ζ
ら
2--可
判
事
の
場
合

「
-
2
m
m
L
D門
司

g
-
c口
問
。
仏
子
。
江
田
「
」
あ
る
い
は
「
L
F
R
2
r
s
ι
E口問
2
・

(4)・完

。
巴
凹
句
。

ω丈一
Dロ:・
:
g
E
5
0
L」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
凶
の
可
能
性
の
方
が
強
い
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
は
次
に
述
べ
る
締
義
務
引
受
け
の
事
例
の
類

型
と
は
異
な
る
特
殊
性
を
有
す
る
、
射
程
距
離
の
小
さ
い
事
例
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

ニューヨーク州における不作為賠償責任

義
務
引
受
け
の
理
論

本
稿
は
、
こ
の
類
型
を
田
危
険
性
の
高
い
者
(
加
害
者
)
の
引
受
け
の
事
例

及
び
回
要
保
護
性
の
高
い
者
(
被
害
者
)
の
引
受
け
の
事
例
に
分
類
し
、
さ
ら

偶
をに
<N 
医回
療を
加 !A)
護長
を期
必引
要受
とけ
す(
る保
者護
の監
引察
受)

け及
及び
び (B)
(B) ー
警時
察引
保受
護け
をの
必事
要例
とに
す
る固

者
の
引
受
け
の
事
例
に
区
分
し
て
説
明
す
る
。

こ
の
類
型
の
責
任
の
構
造
は
、
義
務
の
引
受
け
に
基
づ
く
特
別
の
関
係
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
り
原
告
に
対
す
る
特
別
の
義
務
を
負
う
、
と
い
う
も
の
で
、

そ
の
内
容
も
、
危
険
人
物
を
管
理
す
る
者
の
危
険
防
止
な
い
し
管
理
義
務
(
回

例
制
)
、
要
保
護
性
の
高
い
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
な
い
し
保
護
義
務
(
国
制

倒
)
で
あ
り
、
基
本
的
に
、
精
神
病
院
関
係
の
責
任
の
構
造
・
内
容
と
同
一
で

あ
る
。
そ
の
相
違
は
、
精
神
病
院
関
係
に
お
い
て
は
限
定
さ
れ
た
施
設
に
お
け

る
事
故
が
主
と
な
っ
て
い
る
た
め
病
院
側
は
加
害
者
・
被
害
者
に
対
し
支
配
・

管
理
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
事
故
が
支
配
・
管
理
権
内
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
積
極
的
に
危
険
に
直
面
さ
せ
て
い
る
事
例
も
あ
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
警
察
関
係
に
お
い
て
は
、
警
察
と
国
民

な
い
し
市
民
と
い
う
一
般
的
な
関
係
が
前
提
で
、
従
っ
て
、
加
害
者
ま
た
は
被

害
者
が
警
察
の
支
配
・
管
理
ま
た
は
安
全
配
慮
・
保
護
の
範
囲
内
に
入
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
本
稿
で
は
、
加
害
者
の
支
配
・
管
理
が
問
題
と

な
る
例
(
回
例
制
)
と
被
害
者
の
安
全
配
慮
・
保
護
が
問
題
と
な
る
例
(
固
仰

倒
)
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
田
川
仰
は
精
神
病
院
関

係
の
脱
走
例
に
類
似
す
る
こ
と
、
回
倒
は
加
害
者
の
行
為
の
支
配
可
能
性
の
点

で
予
防
措
置
(
行
為
規
範
)
の
論
点
に
困
難
な
価
値
判
断
を
要
請
さ
れ
る
こ

と
、
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

田

危
険
性
の
高
い
者
(
加
害
者
〉
の
引
受
け

」
の
類
型
の
作
為
義
務
の
根
拠
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
一
一
一
九
条

危
険

北法33(4・151)1189
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な
性
格
を
有
す
る
者
を
管
理
す
る
者
の
義
務
、
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
い
状
態
で
は
他
人
に
損
害
を
与
え
る
危
険
性
が

あ
る
と
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
第
三
者
を
管
理
し
て
い
る
者
は
、
第
三
者
が

そ
う
し
た
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
第
三
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
合
理
的
な
注
意
を
払
う
義
務
を
負
う
。
」

コ
メ
ン
ト

a

本
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
l
ル
は
二
個
の
状
況
に
適
用
さ

れ
る
。
第
一
の
状
況
は
、
常
時
暴
行
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
人
な
い
し
は
そ
れ

以
上
の
ク
ラ
ス
の
者
を
行
為
者
が
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
状
況
は
、

そ
う
い
う
ク
ラ
ス
に
は
属
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
行
為
者
が
個
人
的
経
験
そ

の
他
か
ら
知
り
ま
た
は
知
る
べ
き
そ
う
し
た
特
別
の
傾
向
を
有
す
る
第
三
者
を

行
為
者
が
管
理
す
る
も
の
、
で
あ
る
。

w 
長
期
引
受
け
の
事
例

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
例
と
し
て

H
S
2
〈

-
n
c
g
q
o
h
出

2
E
B
2・

印
H

宮山
ω口
-
N
仏

E
0・
N
吋

N

Z

・J
円・

ω-M仏
申

N
日

(
5
2
)
が
あ
る
。

本
件
は
保
護
監
察
に
付
さ
れ
て
い
た
男
が
殺
人
事
件
を
惹
起
し
た
事
件
で
、

危
険
防
止
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
か
ど
う
か
問
題
と
さ

れ
た
事
例
で
あ
る
。

間
同
州
側
国
本
件
は
被
害
者
に
対
す
る
傷
害
事
件
で
保
護
監
察
に
付
さ
れ

た
男
が
、
そ
の
後
も
、
脅
迫
行
為
等
を
継
続
し
、
つ
い
に
、

一
九
六
四
年
八

月
二
七
日
村
の
事
務
所

H
r
o
o
R
2
0同

p
o
明

g
ロ
r
F
2
〈
三
釦
開
。

。】司同

r
c口
広
回
目
ロ
笠
岡
市
叩
昨
日
間
同
白
ロ

r
r
F
Z自
宅
J

へ2r)
に
お
い
て
射

殺
事
件
を
惹
起
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。

本
件
加
害
者

U
H
E
R
N伊
は
一
九
六
一
年
三
月
か
ら
被
害
者
宅
に
脅
迫
電

話
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
事
で
跡
を
つ
け
路
上
で
暴
行
行
為
を
し
、
バ
ス

の
中
で
迷
感
を
か
け
(
一
九
六
二
年
)
ま
た
夜
に
家
の
ま
わ
り
を
う
ろ
つ
い

た
り
等
の
行
為
を
し
た
(
一
九
六
三
年
)
。

一
九
六
四
年
に
も
以
上
の
よ
う

な
行
為
は
継
続
し
、
そ
の
年
の
二
月
一
一
一
日
に
被
害
者
に
対
し
て
路
上
で
暴
行

に
及
ん
だ
た
め
、
翌
日
、
本
人
・
そ
の
父
(
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
l
ト
村
の
警
察

裁
判
官
1
3
-
5
F
t
o
c
ご
7
0
5
F唱
え

F
E
E
0
3
)
・
本
件
無

遺
言
死
亡
者
・
そ
の
父
で
会
合
を
持
っ
た
が
、
こ
の
会
合
の
最
中
に
、
被
害

者
を
殴
打
し
、
床
に
た
た
き
つ
け
、
ま
た
そ
の
父
に
も
暴
力
を
ふ
る
っ
た
た

め
に
、
起
訴
状
の
二
個
の
訴
因
に
基
づ
い
て
三
度
の
暴
行
(
曲
目

S
E
r
-ロ
手
。

子町内】《目。
m
z
o
)
に
処
せ
ら
れ
た
が
執
行
猶
予
と
さ
れ
、
二
年
間
の
保
護
監

察
に
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
巴

E
E
S
の
従
前
の
行
為
は
継
続
さ
れ
、
本

件
事
故
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
の
主
張
で
は
、
被
告
側
は
以
上
述
べ

た
事
実
及
び
加
害
者
を
保
護
監
察
に
付
す
合
意
の
一
部
と
し
て
加
害
u

者
は
二

度
と
被
害
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
一
九
六
四
年
一
八
月
一
七
日
に
は
、
。
弓
E
N
N
m
が
家
の
ま
わ
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り
を
う
ろ
つ
い
て
窓
か
ら
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
と
い
う
特
定
の
報
告
が

な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
国
「
被
告
地
方
公
共
団
体
と
原
告
個
人
間
に
お
い
て
、
原
告
に
対
し
て

適
正
な
注
意
を
行
使
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
義
務
官

8
5
E
Cロ
E
君

ハ
同
三
円
)
を
被
告
に
課
す
よ
う
な
何
ら
か
の
特
別
の
関
係
な

3
5
8
2
E

円。-巳

5
5庄
司
)
が
存
す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
不
法
行
為
責
任

が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
さ
れ
た

(ω
口
7
5
5円〈・

(
U
-
q
o同
Z
0
4匂
J

円
2
F

(4)・完

印
Z
・
J円
-
N
仏吋日・

5
0
Z・
J円・

ω
-
N
L
N
g
w
5
A
F
Z・開・

N円
四
日
法

(]忘印∞))。

ニューヨーク州における不作為賠償責任

警
察
裁
判
官
は
選
出
さ
れ
た
村
の
職
員
(
自
己

0
2
E
O
R
8円
。
間
同

〈
三
白
問
。
)
で
あ
る
(
〈
己
田
間
四
戸
田
F
E
A
F
1
8酌
(
∞
)
噂
品
品
HAF)(『
R
B
R
q

〈己
r
m
o
F
m
Z
F
m
m
s
h
w
会
)
。
親
と
し
て
も
、

U
-
E由
民
同
氏
は
息
子
の

傷
害
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
合
理
的
な
手
段
を
採
用
す
る
責
任
を
有
し
て

い
よ
う
(
ピ
包
四
円
〈
・
ヨ
E

F

g
冨
-
2・
N仏
ωN0・
Nさ

Z
・
J円・∞
-
N
仏

お
叶

(ω
口市・

0
・
0
5
0
5
(リ
0・
H

甲
田
町
)
)
。
こ
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
警

察
長
官
代
理
(
〉
凸
円
陣
ロ
四
司
C
H
K
刊
の

-
5
3
c
g芯
凶
に
対
す
る
報
告
及
び
フ

ラ
ン
ク
ブ
ォ

l
ト
の
村
事
務
所
(
〈
三
品
。

O
R
n
o
ω
c
h
F
E
E
D
2
)
に

本
件
被
害
者
が
避
難
し
た
と
い
う
争
い
の
な
い
事
実
は
、
村
に
対
す
る
法
律

上
の
訴
え
の
理
由
(
白
目
。
聞
に

2
5
0
0『
山
口
同
芯
ロ
)
を
十
分
主
張
し
て
い
る

と
い
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。

刑
事
訴
訟
法
典
(
わ

o
r
え
の
ロ

B
Z丘一
F
2
0
ι
R
O
)
九
二
七
条
は
、

違
反
が
「
保
護
監
察
・
・
:
の
す
べ
て
の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
を
怠
る
こ

と
」
(
似
項
)
を
意
味
す
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
少
な
く
と
も
一
九
六
四

年
八
月
一
七
日
、
イ
リ
オ
ン
村
警
察
署

(
5
F間
ゆ
え
ロ
5
ロ
H
V
D
-

一no

ロ
4
2
E
Zロ
こ
の
記
録
は
、
彼
ら
は
ロ
弓
5
N
N
F

が
夜
に
守
口
何
回
家
の
家

族
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
認
識
は
村
の
警
察
職
員
に
対
し
て
そ
う
し
た
情
報
を
郡
保
護

骨
骨
骨
ち

2
ロ
ミ

H
U
E
E己
S
O
B
g円
)
p
h知
ら
せ
る
義
静
ま
た
は
そ
か

め
舟
下
か
怯
の
適
切
な
行
為
を
と
る
義
静
を
課
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
に
か

く
、
こ
う
し
た
事
実
と
先
に
引
用
し
た
法
の
下
に
お
け
る
村
の
対
応
は
、
事

実
審
理
に
付
す
こ
と
の
で
き
る
事
実
の
争
点
を
創
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

原
告
は
特
別
の
注
意
義
務
が
負
わ
せ
ら
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
た

(
F
r
2

〈
・
の
ご
U10同
Z
。耳

J円。円
r・
N印
〉
・

0
・
N仏叶吋〔}(同)・

N
2
2・
J円・

ω・
N《凶

回
印

(ωogzoa-丹・
5
8
)
)。
少
女
の
死
に
帰
結
し
た
暴
行
は
保
護
監
察

違
反
の
結
果
と
し
て
合
理
的
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
か
、
は
ま
た
陪
審
に
対

す
る
事
実
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る

(F口
当
同
町
〈
・

c
q
c『
4
5
Z
H・

Z
当
P
H
〉
-
U
-
N
仏
怠
印
-
H
E
Z
-
Jへ・

ω
-
N
仏
怠
印
(
司
C
E
円
5
0
0匂
J

・

]
戸
市
再
出
)
)
。
」
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研究ノート

川
本
件
は
保
護
監
察
条
件
に
違
反
し
た
加
害
者
に
対
し
て
何
ら
の
措
置
を
と

ら
な
い
で
い
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件

で
、
被
告
側
の
訴
え
棄
却
の
申
立
て
が
否
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
保
護
監
察

条
件
違
反
が
本
件
事
故
に
結
び
つ
い
た
の
は
「
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
か
否

か
」
を
陪
審
に
付
し
た
事
例
で
あ
る
。

同
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
保
護
監
察
条
件
違
反

i

|
殊
に
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
ー
ー
が
あ
る
場
合
、

保
護
監
察
を
取
消
す
か
被
害
者
に
警
察
保
護
を
与
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
前
者
の
措
置
が
容
易
で
、
本
件
加
害
者
も
保
護
監
察
に

付
さ
れ
る
際
に
合
意
し
た
内
容
で
あ
ろ
う
。

凶
射
程
距
離

本
件
に
お
い
て
重
要
と
恩
わ
れ
る
事
実
は
、
①
本
件
被
害
者

に
対
す
る
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
保
護
監
察
に
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
②
保
護
監
察
後
、
何
ら
改
俊
の
情
な
く
以
前
同
様
の
犯

罪
的
行
為
を
被
害
者
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
た
こ
と
、
③
警
察
側
は
こ
れ
を
現

実
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
④
し
か
し
、
何
ら
防
止
措
置
を
し
な
か
っ
た
こ

と
、
で
あ
る
。
特
に
、
村
の
筈
官
が
郡
保
護
監
察
官
に
対
し
て
本
件
加
害
者
の

行
為
を
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
、
警
察
全
体
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
お
け
る
保
護

監
察
官
の
判
断
の
機
会
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
機

能
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
執
行
・
実
行
行
為
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
気
が
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
は
、
精
神
病
院
関
係
同

様
、
被
管
理
者
(
保
護
監
察
を
受
け
て
い
る
者
)
の
危
険
性
が
本
件
事
故
に
具

体
化
す
る
「
予
見
可
龍
性
」
が
あ
っ
た
か
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
し
た
事
例
で

あ
る
。

(B) 

一
時
引
受
け
の
事
例

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
(
』
)
切

g唱
曲
同
ぐ

-
c
q
え
巧
三
日
・

Z
S
4
P
H
〉回以日
u
・
巴
ぞ
-
N
仏
品
g
w
H印
H
Z・
J円・

ω
-
N
仏
品
∞
印

(HS白
)

(

H

F

)

云
22]戸C
〈
・
口
々
C
『
〉
ロ
r
z円P
N
ζ
u
n
-
N
仏
∞

5
・
H
g
z・J
へ・

ωω
仏

山

xu(冨
印
由
)
(
F
g
r
c
σ
ゅ
は
命
日
仏
〈
・

(
υ
=可

ohZAWA司
J

円。同
r
w
A
F
Z
-
ペ
-

N

仏

色
町
噌
回
忌

Z
Jへ・

ω-M
仏

ω
S
(
H
S∞
)
が
あ
る
。

ω
∞ω
ロ
唱
者
〈
・

c
q
c
h
t
g件
。
円
円
。
唱
ロ
は
い
っ
た
ん
保
安
の
た
め
に
取

り
上
げ
た
無
許
可
の
ピ
ス
ト
ル
を
返
し
た
と
こ
ろ
、
妻
に
発
砲
し
受
傷
さ
せ
、

自
分
は
自
殺
し
た
と
い
う
事
件
で
、
そ
の
ピ
ス
ト
ル
返
還
行
為
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ

ン
ス
か
ど
う
か
問
題
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。

間
同
附
阿
国
原
告
の
主
張
す
る
事
実
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
市
の

警
察
署
は
本
件
加
害
者
の
父
か
ら
保
安
の
た
め
に
本
件
ピ
ス
ト
ル
を
預
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
加
害
者
は
ピ
ス
ト
ル
所
持
の
許
可
を
得
て
い
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
加
害
者
は
問
題
の
ピ
ス
ト
ル
で
原
告
そ
の
他
の
者
の
生

命
を
脅
か
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
警
察
署
は
加
害
者
に
ピ
ス

ト
ル
を
返
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
ピ
ス
ト
ル
は
一
九
五
三
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年
の
一
一
月
以
前
に
加
害
者
に
返
さ
れ
て
お
り
、
発
砲
は
一
九
五
四
年
三
月

二
日
に
行
な
わ
れ
た
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

阿
国
「
警
察
が
ピ
ス
ト
ル
の
保
有
に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
の
被
告
警
察

官
の
認
識
に
関
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
事
実
に
照
ら
す
と
、
原
告
の
夫
に
ピ

お
い
し
川
あ
卦
い
わ
と
や
恥
は
、
地
方
公
共
団
体
が
責
任
を
有
す
る
と
判
一
ホ
さ
れ

る
べ
き
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
参
照
宮
口
わ
ユ
ロ

r

(4)・完

ぐ

-nxu刊
o
h
z
o宅

J円。円
rw
日由自

Z
・
J円
・
申
夕
、
吋
H
Z・
開
・
凶
仏

AFH申
・
こ
の

積
極
的
行
為

(
m
R
E
g己
2

2同
)
は
政
府
的
機
能
を
遂
行
す
る
不
作
為

(
0
5
2
色。ロ

g
o凶作円三
E
担
問
。
〈
2
ロ
目
。
虫
色
町
ロ
ロ
2
5ロ
)
で
は
な
い
。

宮

5
・5
5
〈
・
者
巳
m
g
F
E
P
E
n
-
-
N吋C
K

F

3
・
U
2・
U叶
N
W
s
z・
J円・

∞
-
N
ι
Jお
0・
m百円
B
E
N
8
2
Jへ・∞
8
・叶
N

Z・
何
-
N【
H
N坦
w
2
2
H
N

戸
内
広
司

C
『
切
。
田
口
o
p
N
U印

Z
・
Jへ・

2
w
由
AFZ-
開
-
N
L
日

10AFWHmmw
〉
'
円
、
.

河・

2M-
こ
の
損
害
が
合
理
的
に
予
見
可
能
で
あ
っ
た
か
は
、
陪
審
に
委
ね

ら
れ
る
。
同
5
岡
田

F
ロ
与
〈
・
同
w
ユ
問
。
。
ロ
ロ
ミ
〉
回
ロ
ロ
ロ
F
Z
H白

-
ω
o
n
-
-
日申∞

z
・
J円
-
A
S
P

∞
h
z
-
H
W
-
N
仏
ω
∞・

5
〉
-
F・
列
-
N
仏
戸
」

ニューヨーク州における不作為賠償責任

ω本
件
は
無
許
可
の
ピ
ス
ト
ル
を
い
っ
た
ん
預
っ
た
後
に
返
し
た
行
為
は
ネ

グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
、
申
立
て
を
棄
却
し
た

一
審
の
命
令
を
破
棄
し
た
事
件
で
あ
る
。
本
件
は
こ
の
事
案
を
作
為
例
と
し
て

扱
っ
て
い
る
し
、
そ
の
後
の
判
例
・
学
説
も
そ
の
よ
う
に
4

評
価
し
て
い
る
が
、

こ
の
例
は
、
本
稿
で
い
う
行
政
の
加
担
・
寄
与
が
認
め
ら
れ
る
不
作
為
型
の
不

法
行
為
責
任
が
問
責
さ
れ
て
い
る
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
凶
器
返
還
行
為

が
問
題
と
な
り
、
こ
の
行
為
と
損
害
の
因
果
関
係
を
「
予
見
可
能
性
」
の
メ
ル

ク
マ

l
ル
で
判
断
し
て
い
る
点
で
我
国
の
「
警
察
官
ナ
イ
フ
一
時
保
管
悌
怠
事

件
」
(
一
審
|
大
阪
地
判
昭
日
・

9
・
幻
判
タ
一
二
七
八
・
二
一
四
、
二
審

l
大
阪

高
判
昭
日
・

1

・
ω
判
時
九
六
九
・
六
回
、
最
高
裁
|
昭
和
貯
・

1

・

m

時
一

O
二
二
・
一
一
七
)
と
類
似
し
て
い
る
。

間
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
ピ
ス
ト
ル
の
保
管
を
継

続
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
行
為
自
体
は
極
め
て
容
易
で
、
返
還
行
為
自

体
、
違
法
と
言
う
こ
と
の
で
き
る
行
為
で
あ
っ
た
。

同
射
程
距
離

本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
保
安
措
置
を

旨
と
し
て
加
害
者
の
父
が
ピ
ス
ト
ル
の
保
管
を
依
摂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

②
本
件
ピ
ス
ト
ル
を
使
用
し
て
加
害
者
が
原
告
(
安
否
に
対
し
生
命
・
身
体
へ

の
脅
迫
行
為
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
こ
の
事
実
を
警
察
官
が

認
識
し
て
い
る
こ
と
、
④
ピ
ス
ト
ル
返
還
行
為
か
ら
事
故
発
生
ま
で
四
カ
月
以

上
の
日
時
を
経
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

iJ、
ら (ii)

義F
さ三
れ巳
て o
し、ヲ

1:; (コ
也回・

祭司
署 EL
ヵ'-
当 E
人 E
をロ

震G
Fi'を A申

字普
t.::. 石
仏の

記筆
名を
m 州、|

書立
官病
を院

あ
て
て
い
た
が
、
こ
の
警
官
が
精
神
鑑
定
も
せ
ず
に
本
件
加
害
者
を
家
に
一
反
し 本

下
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た
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
取
得
し
た
ピ
ス
ト
ル
で
傷
害
事
件
を
惹
起
し
た
事
例

で
、
こ
の
帰
宅
さ
せ
た
行
為
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
と
さ
れ

た
事
案
で
あ
る
。

間
同
附
附
国
原
告
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
州
立
病
院
の
患

者
で
あ
っ
た
り
メ

m
S巴
は
一
九
五
四
年
一
一
一
月
一
八
日
の
二
、
一
二
日
前

か
ら
暴
力
的
に
な
っ
て
、
ピ
ス
ト
ル
で
人
を
脅
か
し
、

一
八
日
に
再
び
暴
力

を
ふ
る
っ
た
た
め
に
〉

E
Z
E
市
警
察
署
が
管
理
を
要
請
さ
れ
た
こ
と
、

加
害
者
を
も
と
の
病
院
に
一
得
入
院
さ
せ
る
た
め
に
一
名
の
警
官
が
割
り
当
て

ら
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
こ
の
警
官
は
病
院
に
戻
す
の
で
は
な
く
帰
宅
さ
せ
、

加
害
者
は
そ
こ
か
ら
ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
出
し
て
原
告
に
発
砲
し
ケ
ガ
を
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
加
害
者
の
暴
力
的
傾
向
は
被
告
・
そ
の
代
理
人
・
被

傭
者
が
認
識
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
原
告
は
〉

=σzE
市
警
察
署

に
勤
務
し
て
い
る
刑
事
で
あ
る
が
事
故
当
日
勤
務
外
で
あ
っ
た
こ
と
、
で

あ
る
。
田
恒
被
告
の
単
な
る
慨
怠
以
上
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
主
張
し
て
い
る
、
と
我
々

「
本
件
申
立
て
は
精
神
病
者
か
ら
公
衆
を
保
護
す
る
こ
と
に
関
す
る

は
解
釈
す
る
。
:
:
:
精
神
衛
生
法

(
ζ
g
E
国
語
-
o
S
F恒
三
八
一
条
五

項
は
一
部
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
「
明
ら
か
に
精
神
的
に
異
常
で
あ
る

か
ま
た
は
正
常
人
の
常
軌
を
は
ず
れ
て
い
る
行
為
を
な
す
者
は
、
す
べ
て
、

警
察
官
が
逮
捕
し
、
こ
の
章
の
定
め
る
精
神
的
健
全
性
の
問
題
が
決
定
さ
れ

る
ま
で
安
全
・
快
適
な
場
所
に
監
禁
で
き
る
。
」
原
告
の
申
立
て
に
よ
る
と
、

警
察
官
は
明
ら
か
に
ロ
メ
官
。
丘
を
管
理
下
に
置
い
た
後
、
精
神
的
健
全

性
の
問
題
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
安
全
な
場
所
に
監
禁
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、

反
対
に
、
ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
出
し
た
自
宅
に
再
び
帰
宅
す
る
こ
と
を
一
許
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
警
官
個
人
の
行
為
に
基
づ
く
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
立
証
を
要
請
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
暴
力
的
傾
向
を
有
す
る
者
を
解

放
す
る
警
官
の
行
為
は
、
そ
う
し
た
既
知
の
傾
向
を
有
す
る
精
神
病
者
の
脱

走
を
許
し
た
州
立
病
院
の
職
員
及
び
被
傭
者
の
行
為
と
幾
分
類
似
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
事
件
で
は
、
脱
走
が
被
傭
者
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
る
場

合
、
州
は
脱
走
し
た
患
者
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
有
す

る
。
当
2
r
〈・

ω
g
g
c
h
z。唱

J
H
1
2
F
N出
吋
〉
]
M
-
Y
U
F
〈
-
N
U
U
W
8
2・

Jヘ・∞
-
N
L
E
M
-
守
口
2
〈・

ω
g
z
c『
Z
o
d〈

Jへ
R
F
N由
吋
〉
同
VHV・
0
F
F

M印
P
a
z
-
Jへ・

ω・
N仏
品

2.
そ
う
し
た
事
件
で
は
「
責
任
を
有
し
な
い
精

神
病
者
に
知
ら
れ
る
危
険
性
が
他
の
者
を
保
護
す
る
州
の
義
務
を
画
定
す

る
。
」
当
己
E
B
ω
〈・

ω
g
s
c同

Z
0
4く

J円
DH-ruo∞
Z
・
J同
-
E∞‘印印印
w

H
M
4
2・
HVNι
印
a
w
E由
・
た
と
え
、
被
告
に
公
衆
に
対
し
て
警
察
保
護

を
与
え
る
責
任
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
の
被
告
が
行
為
を
引
受
け
、

匂
〉

m
5巴
を
管
理
下
に
お
い
た
時
に
は
注
意
深
く
行
為
す
る
義
務
を
負
っ

た
の
で
あ
る
。
百
円
件
。
門
戸
∞
門
出
件
。
。
『

Zod司

J円。門戸内
u
N
E
ζ
u
n‘
8
0・

印
。
叶

.
H
N
N
Z
.
J『・

ω
-
N
ι
u
u品
.ω
企・
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我
々
は
、
単
に
、
申
立
て
が
十
分
に
訴
え
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
と
判
A

ぶ

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
し
た
訴
え
の
理
由
が
確
定
さ
れ
る
べ
き
か
、
は
事

実
審
理
で
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

山
本
件
は
精
神
病
者
を
い
っ
た
ん
引
受
け
た
後
、
精
神
鑑
定
も
せ
ず
に
帰
宅

さ
せ
た
行
為
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
、
申

(4)・完

立
て
は
十
分
に
訴
え
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
と
し
て
訴
え
棄
却
の
申
立
て
を
却

下
し
た
事
例
で
あ
る
。
川
川
の
切

2
2
q
事
件
で
は
「
無
許
可
の
ピ
ス
ト
ル
を

危
険
人
物
に
渡
し
た
」
行
為
が
問
題
と
さ
れ
、
本
件
で
は
「
危
険
人
物
を
帰
宅

さ
せ
ピ
ス
ト
ル
を
所
持
さ
せ
た
」
行
為
が
問
責
さ
れ
た
点
で
類
似
性
を
有
し
、

ωが
物
の
管
理
、
本
件
が
人
の
管
理
が
重
点
で
あ
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

ニューヨーク州、|における不作為賠償責任

同
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
精
神
的
健
全
性
の
問
題

が
決
定
さ
れ
る
ま
で
安
全
・
快
適
な
場
所
に
精
神
病
者
を
監
禁
す
る
こ
と
、
で

あ
る
。
こ
の
措
置
自
体
は
、
法
律
上
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件

警
官
の
行
為
は
制
定
法
上
違
法
で
あ
る
。
こ
の
措
置
を
し
た
場
合
は
、
精
神
病

院
関
係
の
退
院
許
可
を
受
け
て
い
る
事
例
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

同
射
程
距
離
本
件
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
警
察
が
病
院
で
は

手
に
負
え
な
い
と
さ
れ
た
精
神
病
者
の
管
理
を
引
受
け
て
い
る
こ
と
、
②
従
っ

て
、
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
現
実
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
想
定

さ
れ
て
い
る
措
置
(
精
神
鑑
定
に
よ
る
安
全
性
の
確
認
)
が
法
律
上
明
示
的
に

要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

川

F
E
r
-仏
〈

-
c
q
o『

Z
2
J
F同
r
は
酪
町
し
、
ピ
ス
ト
ル
を
所

持
し
た
職
務
外
の
警
官
が
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
発
砲
し
け
が
を
さ
せ
た
事
件

で
、
加
害
者
を
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
た
同
僚
の
警
官
が
ピ
ス
ト
ル
を
取
り
上
げ
ず

に
乗
車
さ
せ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
問
題
と
さ

れ
た
事
例
で
あ
る
。

間
関
附
岡
国
原
告
の
述
べ
る
事
実
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
原
告
が

タ
ク
シ
ー
を
流
し
て
い
る
と
、
一
二
人
の
制
服
の
警
官
と
一
人
の
私
服
の
男
に

呼
び
止
め
ら
れ
た
。
制
服
の
う
ち
の
一
人
が
原
告
に
対
し
「
こ
の
男
を
行
き

た
い
と
ぞ
円
う
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
。
行
き
先
は
彼
が
言
う
。
彼

は
我
々
の
仲
間
だ
」
と
告
げ
た
あ
と
に
、
一
二
人
の
警
官
は
立
ち
去
り
、
加
害

者

F
O
口
聞
が
乗
っ
て
来
て
「
テ
ン
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
四
一
一
一
ス
ト
リ
ー
ト
ま

で
」
と
行
き
先
を
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
目
的
地
に
着
い
た
と
た
ん
、
突
然

加
害
者
は
原
告
の
首
に
ピ
ス
ト
ル
を
つ
き
つ
け
て
「
車
を
回
せ
」
と
命
じ
、

原
告
が
そ
れ
に
従
っ
た
あ
と
に
、
車
か
ら
降
り
て
ド
ア
を
開
き
「
降
り
ろ
」

と
命
令
し
た
。
し
か
し
、
恐
怖
感
か
ら
従
わ
な
い
で
い
る
と
、

F
C
ロ
閣
は
原

告
の
ひ
ざ
を
射
ち
、
そ
の
結
果
、

一
三
一
週
間
の
入
院
・
一
年
以
上
勤
務
不
能

の
結
果
を
招
来
し
た
。

加
害
者
は
原
告
の
証
人
と
し
て
召
喚
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

北法33(4・157)1195



研究ノート

事
故
発
生
時
、
職
務
外
に
あ
っ
た
が
警
察
規
則
の
義
務
で
ピ
ス
ト
ル
を
携
帯

し
て
い
た
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
前
に
少
な
く
と
も
八
杯
の
ピ
l
ル
を
飲
ん
で

お
り
、
そ
の
後
警
察
医
に
検
査
を
受
け
る
ま
で
酒
は
飲
ん
で
い
な
い
。
加
害

者
が
酒
屋
か
ら
出
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
ま
で
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
原
告
に

対
し
て
サ
ウ
ス
フ
ェ
リ
ー
に
行
く
よ
う
頼
み
、
そ
こ
か
ら
ボ

l
ト
で
ス
テ
イ

テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
す
ぐ
眠

っ
て
し
ま
い
、
自
を
覚
ま
し
た
時
に
は
、
テ
ン
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
四
一
一
一
ス
ト

リ
1
ト
に
い
た
。
そ
こ
で
、
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
て
ド
ア
を
開
き
、
な
ぜ
サ

ウ
ス
フ
ェ
リ
ー
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
尋
ね
、
同
時
に
、
警
戒
の
た
め
に
ピ

ス
ト
ル
を
抜
い
て
、
ホ
ル
ス
タ
ー
に
返
そ
う
と
し
た
時
に
偶
然
暴
発
し
、
原

告
に
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

事
件
後
、
警
察
医
の
検
査
に
よ
り
加
害
者
は
刺
激
剤
に
耽
溺
し
て
お
り

職
務
に
不
適
当
と
判
断
さ
れ
て
た
だ
ち
に
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
度
の
暴
行

す
な
わ
ち
重
罪

(
ω
2
8仏
宏
開
3
0
E
g
g
-
F
F
Fロ
可
)
に
基
づ
い
て
自
動

的
に
解
雇
さ
れ
た
。
検
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
舌
の
震
え
・
赤
い
顔
・
ア
ル

コ
ー
ル
の
怠
・
精
神
錯
乱
・
筋
肉
運
動
の
調
整
の
低
下
等
が
伝
え
ら
れ
て

いザ。。原
告
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

川
被
告
は
ア
ル
コ
ー
ル
ヘ
耽
溺
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
戒
告
を
受
け
た

経
験
を
有
す
る
狂
暴
で
、
危
険
、
能
力
の
な
い
男
を
傭
っ
て
い
た
と
い
う
点

で
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
被
告
は
加
害
者
の
邪
悪
な
性
向

を
知
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
加
害
者
を
道
路
ま
で
連
れ
出
し
て
タ
グ
シ

!
に
乗
せ
た
三
人
の
警
官
に
は
、
加
害
者
が
そ
の
時
点
で
酪
町
し
て
お
り
、

ま
た
実
弾
を
込
め
た
ピ
ス
ト
ル
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、

そ
の
行
為
が
他
の
者
、
特
に
原
告
に
対
す
る
危
険
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス

が
存
す
る
。
一
審
・
二
審
は
訴
え
棄
却
、
本
件
は
二
審
を
破
棄
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

司
副
「
こ
の
種
の
事
件
に
お
け
る
我
々
の
機
能
は
限
定
さ
れ
、
十
分
確
立

し
て
い
る
。
被
告
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
合
理
的
に
推
定
さ
れ
る
よ
う
な
記

録
上
の

i
l直
接
も
し
く
は
状
況
ー
ー
ー
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
件
は
陪

審
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
申
立
て
を
棄
却
し
た
の
は
誤
り

で
あ
る
(
ロ
ロ
ロ
r曲
目
ヲ
〈
己
]
白
問
。
。
問
。

B
E
g
-
8
ω
2・
ペ

-
S白・印
8
・

H
O
A
H
Z
・開
-
N
L

∞吋
UY
∞
叶
印
山
凶
ぬ
件
目
白
開
〈
・
の
ロ
ロ
。
巳
(
リ
D
A
Y
-
N
m
w
m
w
Z
・
ペ
-

U

印∞

wus・
8
2・何
-
M
仏
∞

g
u
g品
)
。
我
々
が
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(
同
hoc-ロ
ぬ
ぐ

-
n
x可
え

Z

O
耳
ペ
ミ
F
u
o由
Z

・
J

円
・
∞
∞
・
申
N
-
H
一ω
吋
Z

何
-
M
仏
∞
N
印"∞
N
白
)
よ
う
に
、
原
告
に
対
し
て
す
べ
て
の
合
理
的
推
論
の
利

益
を
与
え
る
な
ら
ば
、
陪
審
は
明
ら
か
に
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
恩
わ
れ
る
。
川
そ
の
時
(
夜
間
交
替
〉
、
そ
の
場
所
(
一
六
番
一
弘

の
近
く
)
に
お
い
て
原
告
が
述
べ
て
い
る
制
服
を
着
た
男
は
実
際
警
察
官
で
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あ
っ
た
。
原
告
は
彼
ら
が
変
装
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る

必
要
は
な
い
。
凶
制
服
を
着
た
警
官
は

F
C
ロ
聞
が
酪
町
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
午
前
二
時
四
五
分
に
警
察
医
に
よ
っ
て

そ
の
よ
う
に
ま
ち
が
い
な
く
認
定
さ
れ
、
そ
の
問
、
酒
を
飲
ん
で
い
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
は
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
、
運
転
手
に
指
示
を
与

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
し
、
円
。
口
問
、
が
「
我
々
の
仲
間
」

ニューヨークチNにおける不作為賠償責任 (4)・完

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
凶
こ
の
制
服
の
警
官
は
警
察
規

則
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
円
。
ロ
聞
が
そ
の
時
ピ
ス
ト
ル
を

所
持
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
警
官
が
、
装
備
し
、
酪

町
し
て
い
る
警
官
を
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
な
い
し
は
そ

の
他
の
者
に
危
害
を
加
え
る
可
能
性
を
合
理
的
に
予
見
で
き
た
も
の
か
ど
う

か
は
陪
審
の
問
題
で
あ
る
(
参
照

F
ロ
君
主
〈
・

c
q
c同
君
主
。
円
件
。
耳
P

H
〉
-
U
-
M《
円
品

8
・
H
E
2・J
円・

ω・
N仏
品

∞

印
)
0

も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
申
立

て
ら
れ
て
い
る
特
定
の
結
果
を
予
見
す
る
必
要
は
な
い

(
0・2
巳
】
〈
・

c
q

色

町

司

C
2
H
0
2
5・
N
E
Z・
J
円

-AFNω"
お
P
H叶
H
Z・
何

-
g
p
g叶
)
。
酪

酔
レ
も
い
る
警
骨

l
ー
か
い
レ
広
肝
レ
ゃ
い
か
市
島

l

露

骨

レ

、

公

法
'
h
ム
わ
い
か
掛
ム
r
b
ゅ
、
静
杏
的
む
ι
配
除
叫
世
が
干
す
か
の
で
あ
っ
て
警
察
の

措
置

l
l
l逮
捕
・
留
置
・
少
な
く
と
も
装
備
を
解
く
こ
と

l
lが
必
要
で
あ

っ
た
。
反
対
に
、
本
件
に
お
い
て
な
し
た
よ
う
に
、
警
察
の
指
示
に
ほ
と
ん

ど
さ
か
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
彼
を
預
け
る
こ
と
は
、

陪
審
が
認
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
警
官
側
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

宮
口
(
U
ユ
ロ
「
〈

-
c
q
c
h
z
o司
ペ
2
r・
(
叩
口
明
石
岱
)
に
お
い
て
我
々
は
、

響
察
署
が
以
前
に
お
け
る
一
一
一
度
の
懲
戒
手
続
に
よ
っ
て
あ
る
警
察
官
の
ア
ル

コ
ー
ル
へ
の
耽
溺
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
〉
可
宮
口
2
0
ロZ
E
Cロ
が
法
律

問
題
と
し
て
申
立
て
を
棄
却
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
本
件
に

お
い
て
陪
審
は
市
の
警
察
官
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
耽
溺
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
ド

g
m
の
実
際
上
の
酪
町
状
態
を
知
っ
て
お
り
、
か
く
し
て
、

装
備
し
て
い
る
時
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
潜
在
的
な
危
険
源
|
|
特
に
原
告

へ
の
脅
威
ー
ー
を
構
成
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
去
を
認
定
で
き
た
と
岡
山
わ
れ

る。」
川
本
件
は
酪
町
し
、
ピ
ス
ト
ル
を
所
持
し
て
い
る
警
官
を
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ

た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
問
題
B

と
さ
れ
た
事
件
で
、
訴
え
を

棄
却
し
た
一
審
を
確
定
し
た
二
審
を
破
棄
し
、
新
た
な
事
案
審
理
の
再
開
を
認

め
た
事
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
告
に
対
し
危
険
源
を
近
づ
け
た
と
い
う
点
で

行
政
側
に
加
担
・
寄
与
が
認
め
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

削
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
逮
捕
・
留
置
・
少
な
く
と

も
ピ
ス
ト
ル
を
取
り
上
げ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
後
者
が
現
実
的
か
っ
容
易
な
措

置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
措
置
の
不
採
用

(σ
足
白
与
え

E
q
)
は
ネ
グ

リ
ジ
ェ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
本
判
決
は
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
論
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点
は
悶
果
関
係
で
、
こ
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
本
件
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が

「
予
見
可
能
」
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
か
、
が
問
題
と
な
る
。
本
件
は
「
特
定

の
結
果
を
予
見
す
る
必
要
は
な
い
」
旨
述
べ
る
が
、
先
に
あ
げ
た
我
国
の
警
察

官
ナ
イ
フ
一
時
保
管
惚
怠
事
件
に
比
し
て
「
凶
器
所
持
者
の
危
険
性
」
を
考
慮

に
入
れ
て
い
な
い
点
で
賠
償
責
任
の
範
囲
が
広
く
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
ひ
と
つ
に
は
ニ
ュ
l

ヨ
l

p
市
に
お
い
て
は
ピ
ス
ト
ル
に
よ
る
殺
人
が
一
番
多
く
、

一
九
八
O
年
二

月
二
ニ
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト
紙
に
は
コ
チ
市
長
の
「
銃
砲
不
法
所
持

(
沼
)

者
は
監
獄
に
ぶ
ち
込
め
」
と
い
う
発
言
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
酪
酉
者
+
ピ
ス
ト

ル
は
相
当
危
険
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
危
険
防
止
の
措
置
内
容
の

容
易
性
す
な
わ
ち
警
察
が
比
較
的
簡
単
に
事
故
を
回
避
で
き
る
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
加
害
者
は
酪

凶
射
程
距
離

町
し
か
っ
ピ
ス
ト
ル
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
、
②
こ
れ
を
警
官
が
認
識
し
て
い

る
こ
と
、
で
あ
る
。

ω回
目
唱
宅
事
件
及
び
川

ζ
g己
Z
事
件
で
は
「
人

物
の
危
険
性
」
が
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
件
は
そ
の

要
素
を
特
に
重
視
せ
ず
「
脇
町
し
、
凶
器
を
有
し
て
い
る
警
官
・
市
民
が
公
道

上
に
い
る
場
合
は
潜
在
的
危
険
性
が
存
し
、
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
」
と
判
断
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。

以
上
の
三
判
決
に
共
通
す
る
特
色
は
い
ず
れ
も
危
険
防
止
措
置
が
比
較
的
容

易
で
、
前
二
者
は
執
行
な
い
し
実
行
行
為
型
の
賠
償
責
任
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
も
の
(
ル

l
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
の
ミ
ス
と
い
う
気
も
す
る
)
で
あ
り
、
本
件

に
し
て
も
裁
判
所
の
設
定
す
る
行
為
規
範
を
実
行
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
な

例
で
あ
る
と
言
え
る
。

要
保
護
性
の
高
い
者
(
被
害
者
)
の
引
受
け

こ
の
類
型
の
作
為
義
務
の
根
拠
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
=
一
二
三
条

回
ピ
ス
提
供
の
引
受
け
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
履
行
、
及
び
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

四
条

自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
他
人
を
管
理
す
る
者
の
義

務
、
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

条

「
無
償
あ
る
い
は
約
悶
に
よ
っ
て
他
人
ま
た
は
他
人
の
物
の
保

護
に
必
要
と
認
む
べ
き
他
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
引
受
け
る
者
は
、

付
注
意
を
払
う
こ
と
の
慨
怠
が
損
害
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
か
ま
た
は

ω他
人

が
そ
の
引
受
け
に
信
頼
を
お
い
た
た
め
に
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
、
引
受
け
を
履

行
す
る
た
め
に
合
理
的
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
惚
怠
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
損

害
に
つ
い
て
他
人
に
対
し
責
任
を
負
う
。
」

本
条
は
、
被
告
が
他
人
の
身
体
ま
た
は
物
の
保
護
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
認
め
る
べ
き
他
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
引
受
け
す
べ
て
に
適

コ
メ
ン
ト

a

用
さ
れ
る
。
実
行
に
至
ら
な
い
、
単
な
る
約
束
は
本
条
で
述
べ
ら
れ
る
ん

l
ル

の
範
囲
内
の
十
分
な
引
受
け
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
コ
メ
ン
ト

d
参
照
。
そ
の

北法33(4・160)1198
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時
に
自
分
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態
に
あ
る
他
人
の
責
任
を
引
受
け
る
者

に
対
す
る
本
ル

i
ル
の
特
別
の
適
用
は
、
二
一
二
四
条
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

b

技
術
お
よ
び
能
力
無
償
で
他
人
を
運
ん
だ
り
ま
た
は
そ
の

他
無
償
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
は
、
ザ
l
ピ
ス
の
受
領
者
が
行
為
者
な
い
与

し
は
そ
の
他
の
者
に
よ
る
情
報
を
通
じ
て
行
為
者
の
無
能
力
を
認
識
し
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
う
し
た
行
為
を
な
す
者
に
通
常
必
要
と
さ
れ
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
ま
た
は
技
術
を
行
使
す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な

ぃ
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
契
約
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
無
償
の

性)・完

申
し
出
さ
ら
に
は
他
人
の
要
請
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で

も
、
そ
れ
に
は
何
ら
か
の
技
術
な
い
し
は
能
力
の
宣
明
・
表
明
を
伴
う
。
従
つ

ニューヨーク州における不作為賠償責任

て
、
能
力
な
い
し
は
技
術
が
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と
を
行
為
者
が
認
識
し
ま
た

は
認
識
す
べ
き
場
合
は
、
他
人
に
そ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
注
意
を
払
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
不
十
分
さ
か
ら
生
じ
る
損
害
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
。サ
ー
ビ
ス
の
中
止

行
為
者
が
他
人
の
援
助
を
無
償
で
始
め

コ
メ
ン
ト
C

る
と
い
う
事
実
は
、
必
然
的
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
要
求
す
る
も
の
で
は

な
い
。
サ
ー
ビ
ス
を
無
限
に
継
続
す
る
こ
と
ま
た
カ
を
す
べ
て
出
し
切
る
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。
行
為
者
は
媛
助
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
他
人
を
救
助
し
よ
う
と
し
た
時
よ
り
も
い
っ
そ
う
悪
い
地
位
に
置

く
の
で
は
な
い
限
り
、
い
つ
で
も
行
為
を
中
止
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
中
止
す

る
動
機
は
重
要
で
な
い
。

コ
メ
ン
ト

d

引
受
け
と
し
て
の
約
束

S
E
E
m
m
曲
目

g
ロ
ロ
骨
之
島
日
間
)

初
期
の
法
、
特
に
ケ
l
ス
訴
訟
と
引
受
け
訴
訟

(
m
n
z
g
D
h
g
z
E
L
g
a

ZSHMmX)
の
発
展
は
不
法
行
為
責
任
に
関
す
る
作
為
(
包
え
E
Z
5
0
)
と
不

作
為
(
ロ

g
h
g
g口口
O
)

の
区
別
を
生
じ
さ
せ
た
。
約
束
違
反
は
契
約
訴
訟
の

み
を
生
じ
さ
せ
、
不
法
行
為
法
上
の
責
任
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
判
示
し
た
多
く

の
裁
判
所
(
]
日
Z
E
2
Zロ
ω)

の
判
決
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
信

頗
を
生
じ
さ
せ
、
か
く
て
損
害
を
発
生
さ
せ
た
約
束
違
反
が
不
法
行
為
法
に
お

い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
絶
対
的
な
理
由
は
な
い
。
し
か
し
、
十

分
な
判
決
が
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

三
二
四
条

「
義
務
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
全
な
自
己
保
護
能
力
を
欠

く
者
を
管
理
す
る
者
は
、

M
W
管
理
中
に
他
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
合
理

的
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
惚
怠
す
る
こ
と
、
ま
た
は

ω救
助
な
い
し
は
保
護
を

中
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
者
が
管
理
を
引
受
け
た
時
よ
り
も
い
っ
そ
う
他

人
を
悪
い
地
位
に
お
と
し
め
る
と
き
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
人
に
生

じ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
J

コ
メ
ン
ト

a

本
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル
i
ル
は
、
一
一
一
二
三
条
の
ル
i
ル

の
ひ
と
つ
の
適
用
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
原
告
が
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
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も
で
き
な
い
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
、
行
為
者
が
供
与
を
引
受

け
た
援
助
な
い
し
は
保
護
を
中
止
で
き
る
か
ど
う
か
の
重
要
な
ブ
ア
ク
タ
ー
に

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ル

I
ル
は
、
あ
る
者
が
自
分
自
身

を
十
分
に
管
理
で
き
な
い
者
を
管
理
す
る
相
場
合
は
い
つ
で
も
適
用
で
き
る
。
こ

コ
メ
ン
ト

b

の
ル

I
ル
は
、
自
己
の
行
為
ま
た
は
行
為
者
の
不
法
な
ま
た
は
無
実
の
行
為
あ

る
い
は
そ
の
他
の
原
因
で
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
、

病
気
・
酪
町
ま
た
は
第
三
者
・
自
然
の
カ
に
よ
っ
て
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
状
態

に
あ
る
者
の
管
理
を
行
為
者
が
な
す
場
合
に
も
、
等
し
く
適
用
さ
れ
る
。
こ
の

ル
ー
ル
は
、
ま
た
、
年
少
の
ゆ
え
に
自
己
の
管
理
が
不
能
な
者
を
管
理
す
る
者

に
も
適
用
さ
れ
る
。
行
為
者
自
身
の
不
法
な
ま
た
は
無
実
の
行
為
に
よ
っ
て
他

人
に
傷
害
を
加
え
た
者
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
三
二
二
条
参
照
の
こ
と
。

(A) 

医
療
加
護
を
必
要
と
す
る
者
の
引
受
け

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
ロ

E
E
B
F
5
-
F唱
え
円

U
S
E
S
-

u
o
u
z・J
同

-AHS・
呂
品

Z
・開
-
N
L
∞
斗
凶

(
H
8
N
)

が
あ
る
。

本
件
は
心
神
喪
失
状
態
に
あ
る
七
六
歳
の
老
人
を
保
護
し
た
一
八
時
間
後
に

病
院
で
手
当
て
を
受
け
さ
せ
た
が
七
日
後
肺
炎
で
死
亡
し
た
と
い
う
事
件
で
、

た
だ
ち
に
医
療
加
護
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
あ
る
か
否

か
、
ま
た
ネ
グ
リ
ジ
ヱ
ン
ス
と
し
て
こ
れ
が
死
亡
の
近
接
的
原
因
(
官
。
弘
目
見
。

か
ど
う
か
尋
ね
た
が
、
そ
の
答
え
は
支
離
滅
裂
で
意
味
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ロ
己
目
印
阿
国
留
が
寒
さ
で
凍
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
た
め

に
署
長
は
た
だ
ち
に
こ
の
状
況
を
村
長
に
報
告
し
、
村
長
は
警
察
署
長
に
連

絡
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
三
人
と
村
道
監
督
官
が
消
防
署
に
駆
け
つ
け
て
み
る

と
、
ロ
ロ
ロ
}
5
5
は
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
明
ら
か
に
無
意
識
か
絞
っ
て

い
る
状
態
で
横
に
な
っ
て
い
た
。
刑
務
所
に
連
行
し
た
後
で
、
村
長
と
警
察

署
長
は
彼
が
酪
町
し
て
い
た
け
れ
ど
も
損
害
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
刑

は
科
さ
な
い
こ
と
と
し
、
し
か
し
、
帰
宅
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、

暖
か
い
独
房
一
の
簡
易
寝
台
に
寝
せ
、
午
後
五
時
か
ら
翌
日
の
午
前
一

O
時

二
O
分
ま
で
一
時
間
お
き
に
様
子
を
見
て
い
た
。
警
察
署
長
の
証
号
同
に
よ
れ

ば
、
署
長
が
り
ロ
ロ
ゲ
白
日
の
け
が
に
気
づ
い
た
の
は
三
月
四
日
午
前
九
時
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
放
急
車
を
呼
ん
で
病
院
に
入
院
さ
せ
た
が
、
七
日
後
死
亡

死
亡
原
因
は
右
府

し
た
も
の
で
あ
る
。

医
師
の
死
亡
診
断
書
に
よ
る
と
、

部
・
右
ひ
じ
の
骨
折
が
誘
発
要
因
と
な
っ
た
末
端
気
管
支
肺
炎
(
吋
2
5
5包

Fozz弘
司
ロ
2
5
3
2
)
で
あ
る
。
原
告
は
、

U
E回目
E
B
を
村
の
刑
務

所
に
連
行
し
た
後
一
八
時
間
に
わ
た
っ
て
治
療
を
受
け
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
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が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
と
主
張
し
た
。

同
国
「
二
個
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
そ
の
機
関
、
特
に

警
察
署
長
を
通
じ
て
行
動
す
る
の

E
E
g
村
が
、
本
件
死
亡
者
が
村
の
刑

務
所
に
い
る
間
一
八
時
間
に
わ
た
り
、
受
傷
し
て
医
療
加
護
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
な
い
こ
と
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
あ
る
か
、
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
第
二
は
、

(
U
8
2
5
0
村
及
び

g
a
z
g
が
ネ
グ
ロ
ジ
ェ
ン
ト
で

あ
る
と
し
て
そ
れ
は
死
亡
者
の
死
の
近
接
的
原
因
(
官
。
ど
B
2
0
2
5
0
)
で

あ
っ
た
か
、
で
あ
る
。

(4)・完

本
件
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、
村
は
支
離
滅
裂
で
心
神
喪
失
状
態
に
あ
る

病
人
の
保
護
を
引
受
け
た
場
合
に
は
、
通
常
の
注
意
を
払
う
責
任
を
負
う
。

出
m
G
R
Dロ
寸

c
z
p
m
白
山
口
町
・
肘
《

E
U可
〈
・
ぐ
ニ

F
m
o
c
h
巴
-Fg=i--0・

8
〉

HM℃
・
ロ
ヨ
-
N
g二出

Z
・
J円・

ω-go--::・
:
:
:
本
件
に
お
い
て
要

ニューヨーク州における不作為賠償責任

求
さ
れ
る
注
意
に
は
、
村
の
職
員
が
当
人
は
け
が
を
し
て
お
り
医
師
が
必
要

で
あ
る
と
知
り
ま
た
は
知
る
べ
き
場
合
に
は
、
医
療
加
護
の
調
達
も
含
ま
れ

る
。
盟
国
丹
市
吋
ぐ
・
ロ
-
E
O
U
《

U巾片
岡
同

-HN・。
0・
ゅ
の
・
。
-wNO甲
町
-

A

肝

MW0・

記
録
を
検
討
し
た
結
果
、
た
と
え
病
人
の
け
が
の
性
質
・
程
度
を
知
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
け
が
を
し
て
倒
れ
て
お
り
医
者
が
必
要
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
陪
審
が
認
定
で
き
る
証
拠
が
存
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
認
識
が
あ
る
場
合
、
本
件
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、

村
に
は
本
件
死
亡
者
を
医
者
に
み
せ
る
義
務
が
あ
っ
た
。

死
亡
に
貢
献
す
る
い
く
つ
か
の
近
接
的
又
は
効
果
的
原
因

Z
Z色
白
色
0

2
m自
己

o
E
2
5
2
)
が
あ
る
場
合
、
死
亡
は
こ
れ
ら
の
原
因
の
す
べ
て

に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
確
立
し
て
い
る
。

H10-4
〈・

回目件。

c
h
z
q宅
Jへ2
F
日程

2
.
J円・

N
a
w
M
g
w
s
z
.
同・

N内
H
S
W
J可
HW

∞耳
0
2
4・同
U
2
r
Z
T
H
S
Z
-
J同・品∞
N
w
g
z・
開
・
印
。

UHVF2no
〈・

〉
己
同

E-nw
。
己
同

hwMU田
口
広
口

(UD--
自
由

Z-J1・
NOP
戸。

z
・
開
・
会
斗
咽

剛
山

g
g
g
B
2
5
、吋

CHZ-
副∞斗申・

証
拠
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
こ
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に

よ
る
死
亡
者
の
死
と
の
因
果
関
係
が
合
理
的
に
推
論
さ
れ
る
事
実
及
び
状
況

が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
べ
て
の
証
拠
に
基
づ
い
て
我
々
は
、
被
告
の
ネ
グ
リ

ジ
ェ
ン
ス
が
死
亡
者
の
死
に
結
び
つ
い
た
肺
炎
の
十
分
な
原
因
で
あ
っ
た
か

否
か
は
陪
審
の
決
定
に
委
ね
る
、
と
い
う
こ
と
で
満
足
す
る
。
医
師
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
七
六
歳
の
老
人
が
け
が
を
し
た
あ
と
の
一
八
時
間
と
い
う
本
件

の
遅
延
が
、
陪
審
が
死
亡
原
因
を
決
定
す
る
際
の
実
質
的
要
因
(
回
忌

22a

昨
日

L
P
2
0円
)
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
法
律
問
題
と
し
て
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
」

ω本
件
は
病
人
を
保
護
し
た
後
た
だ
ち
に
医
療
加
護
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は

ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
、
該
当
す
る
と
し
て
近
接
的
原
因
で
あ
る
か

ど
う
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
、
請
求
を
認
容
し
た
一
審
を
破
棄
、
申
立
て
を
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棄
却
し
た
二
審
判
決
を
破
棄
し
、
新
た
な
事
実
審
理
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。

同
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
ま
ず
、
け
が
を
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
、
け
が
を
し
て
い
る
場
合
に
は
医
者
に
み
せ
る
こ

と
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
で
は
基
本
的
に
は
行
政
の
調
査
義
務
を
問
題
に

し
た
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
件
の
警
察
署
長
も
そ
う
し
た
よ
う
に
、
け

が
が
発
見
さ
れ
た
ら
医
者
に
み
せ
る
と
い
う
の
が
通
常
考
え
ら
れ
る
職
務
行
為

ま
た
通
常
の
人
間
の
行
為
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
因
果
関
係
の
判
断
が
本
件
で

は
微
妙
で
難
し
い
が
、
本
件
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
肺
炎
の
因
果
関
係
を
問
題

と
し
当
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
危
険
範
囲
す
な
わ
ち
た
だ
ち
に
医
療
加
護
を
し
な

い
こ
と
か
ら
生
じ
る
危
険
と
い
っ
た
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
、
か
な
り
広
い
因
果
関
係
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

m射
程
距
離
本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
警
察
が
い
っ

た
ん
病
人
の
保
護
を
引
受
け
て
い
る
こ
と
、
②
一
八
時
間
に
わ
た
り
放
置
し
て

お
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
種
の
事
例
で
は
、
病
人
を
管
理
下
に
置
き
何
ら

医
療
加
護
を
し
な
い
と
い
う
不
作
為
が
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
積
極
的
な

加
担
・
寄
与
を
意
味
す
る
と
い
う
特
色
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(B) 

警
察
保
護
を
必
要
と
す
る
者
の
引
受
け

こ
の
類
型
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
(
乙

ωロ曲目
2
ヲ
ロ
ミ
え

2
0者
同

2-r

s
v
R
R
-
N
仏
語
h
f
s
ω
Z・J
同・

ω・
M
L

∞ω(H申
芯
)
(
広
)
巴
0
0
5
〈

-
Q同一可

。同

Z
O司

JF司
rw
寸∞

Z
-
2・
M
《

H
H
0
3
・
ωミ

Z
・
J同・
ω・
日
仏
由
斗
也
(
H
申
立
)

(主)切白}向。円ぐ・

c
q
o同
Z
宮
司

M
1
0
H
F
N印
〉
-
M
M
M
-
D
F
叶
叶
0
・
N
S
Z
-
d
~・

ω・
M
L
印

5
2
8由
)
が
あ
る
。

ω川
は
財
産
的
利
益
、
川
は
生
命
・
身
体
の
利
益
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で

あ
る
。川
は
盗
難
に
あ
っ
た
車
を
発
見
し
た
原
告
が
車
の
傍
に
い
て
警
官
の
指
示

を
受
け
、
警
察
署
で
書
類
を
書
き
、
警
報
を
解
除
す
る
た
め
そ
の
場
を
離
れ
て

い
る
最
中
に
車
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
件
で
、
こ
の
警
官
の
措
援
が
ネ

グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
か
ど
う
か
問
題
と
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

の
だ
が
、
周
年
七
月
二
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
通
り
の
北
西
に
駐
車
し
て
い
た

の
を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

ωロ
回
目
。
同
氏
は
た
だ
ち
に
こ
の
盗
難
事
一
件
を
二

四
丁
目
警
察
署

(NrrHMorno
官
2
5
2
)
に
届
け
出
、
そ
の
際
に
、
万

一
、
車
を
発
見
し
た
場
合
に
は
自
分
で
そ
れ
を
動
か
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
と
い
う
指
示
を
受
け
た
。
七
月
三
日
に
彼
は
友
人
を
説
き
伏
せ
て
旅
行

を
延
期
し
、
事
を
捜
し
て
い
た
と
こ
ろ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
-
一

O

九
・
一
一

0
丁
目
聞
に
駐
車
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
彼
は
指
示
さ
れ

た
よ
う
に
二
四
丁
目
警
察
署
に
電
話
を
か
け
て
、
一
役
官
が
来
る
の
を
待
っ
て

い
た
が
誰
も
現
わ
れ
ず
、
九
一
一
番
に
何
度
も
電
話
を
入
れ
た
が
、
と
う
と
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う
警
察
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
疲
れ
果
て
た
彼
は
友
人
を
警
察
署
ま
で
呼

び
に
や
り
、
そ
の
間
に
、
通
り
か
か
っ
た
警
察
の
車
を
呼
び
と
め
、
泣
き
言

を
語
ア
た
。
こ
の
警
官
は
、
二
四
丁
目
警
察
署
に
行
っ
て
必
要
な
手
続
書
類

を
書
き
、
ま
た
警
報
を
解
除
す
る
旨
述
べ
た
が
、
∞
己
m
m
O
円
氏
は
こ
れ
は
正

し
く
な
い
と
思
い
、
誰
が
こ
の
車
を
守
っ
て
い
る
の
か
反
論
し
た
。
警
官
は

車
の
コ
イ
ル
を
は
ず
し
て
、
こ
れ
で
車
は
運
転
で
き
な
い
と
確
言
し
た
が
、

(4)・完

な
お
も
氏
は
納
得
せ
ず
、
警
官
の
車
の
無
線
で
警
報
を
解
除
す
べ
き
こ
と
を

主
張
し
た
。
し
か
し
、
警
官
は
前
言
を
固
持
し
、
結
局
、
警
察
署
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
警
察
署
に
着
き
、
待
つ
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
も
応
答
が
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
長
い
間
待
つ
ん
だ
と
尋
ね
た

と
こ
ゐ
、
警
報
解
除
に
は
三
時
間
か
か
る
旨
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
急
い
で
暑

を
離
れ
、
車
を
取
り
に
か
け
つ
け
た
が
、
車
は
す
で
に
姿
を
消
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
対
し
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
損
害

ニューヨーク州における不作為賠償責任

の
主
張
と
し
、
車
の
値
段
(
六
二

0
ド
ル
)
、
税
(
四
九
・
六

0
ド
ル
)
、
改
修

費
(
四
四
九
・
六
二
ド
ル
)
、
盗
難
後
の
車
の
レ
ン
タ
ル
料
(
六
五
六
・
四
二

ド
ル
)
の
証
拠
を
提
出
し
た
が
、
八

0
0ド
ル
を
請
求
し
た
。

一
七
七
五
・
六
四
ド
ル
の
請
求
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。

岡
国
「
警
察
は
盗
難
後
に
あ
っ
て
も
、

r
g
2
氏
の
車
を
捜
索
す
る
特

別
の
責
務
(
印
旬
。
己
主

o
z
-
m
2
Zロ
)
を
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

い
っ
た
ん
捜
索
さ
作
、
支
配
下
に
お
い
わ
(
白

g
z
g
E
g
B
B
S念
場
合

結
局
は
、

に
は
、

ωロ
田
明
日
氏
に
対
す
る
彼
ら
の
一
般
的
責
務
は
特
別
の
義
務
(
名

onE

E
q
)
に
変
容
し
た
。
こ
の
場
合
「
合
理
的
に
感
得
さ
れ
る
危
険
」
に
よ
っ

て
固
定
さ
れ
る
態
様
で
行
動
す
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
。

】山曲目団関門出向〈・

F
C
口
問
岡
田
町
田
円
山
河
-Hpho--NAF∞
2
・
J『・

ωω
由
wUAH品・

H
S
Z
-
H
W
-
山自由、

50(HONg-
彼
ら
は
こ
う
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
特
別
の
義
務
が
創
出
さ

れ
た
場
合
、
市
は
単
に
利
益
を
与
え
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
損
害
に
帰
結
し

た
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
行
為
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

ω
n
r
5
5
7、・
2
0司

d

へ2
-
r
日

2
・
J門
-
N乱
叶

♂

5
0
2・ペ・

ω・
N色

N
g
w
G
h匹

HA
開・

N仏

印
ωhH(HS∞
)
w
k
r
B
0
2
8
〈・

Z
-
J円
・
(
U
=
u
N
吋
門
野
口
∞
=
〉
三
r
・
HN
〉
・
ロ
・

Z
F
N
O斗

Z
-
J同・∞
-
N
仏
∞
印
印

(
H
2
0
4
J
-
H
8
0
)・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
明
ら
か
に
、
コ
イ
ル
の
除
去
に
よ
っ
て
車
の
運
転
は

で
き
な
く
な
る
と
い
う
警
官
の
判
断
に
そ
の
抗
弁
を
基
礎
e

つ
け
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
そ
泥
に
ス
ニ
ー
カ
ー
、
車
泥
棒
に
コ
イ
ル
で
あ
る
。
す
べ
て
の
合

理
的
人
聞
は
、

ω
E
S
R
氏
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
草
泥
棒
が
コ
イ
ル
の
除

去
で
回
避
さ
れ
る
と
は
予
見
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

被
告
は
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
近
接
的
結
果
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
」

山
本
件
は
い
っ
た
ん
盗
難
車
に
支
配
を
及
ぼ
し
た
後
の
事
後
処
理
の
不
手
際

が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
さ
れ
た
例
で
、
職
務
執
行
な
い
し
実
行
の
積
極
的
ミ
ス

が
問
題
に
な
っ
た
事
案
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

北法33(4・165)1203
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ω想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
見
張
り
を
残
し
て
お
く
と
か
、

車
を
警
察
署
に
運
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
件
で
は
、
車
の
発
見
後
、
電

話
に
応
じ
て
い
な
が
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
り
、
盤
国
察
署
で
も
長

し、

間
待
た
せ
た
り
ーし
日て
柑か

均守

富士
難 c
官ん

表基

お号
一職
ー務
執
四n 行
台23と
(し、

週う
刊印
朝象
日を
〉う

け
る
。

こ
れ
も
、

と
い
う
犯
罪
率
の
せ
い
か
。

間
本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
警
官
が
盗
難
車
を
い
っ
た

ん
自
己
の
支
配
下
に
お
い
て
い
る
こ
と
、
②
こ
の
後
の
措
置
が
寧
か
ら
コ
イ
ル

を
は
ず
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
こ
の
措
置
に
被
害
者
が
反
対
し
て

い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
例
は
ま
た
、
警
官
の
言
に
従
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

原
告
の
地
位
を
よ
り
い
っ
そ
う
惑
い
状
態
に
お
い
た
、
と
い
え
る
事
例
で
あ

っ
た
。同

盟

ccg
〈
-
c
q
c同
2
0耳

JF叫
r
は
騒
乱
(
丘
三
戸
品
目
凹
片
口
同

rggω)

の
最
中
に
広
が
荒
ら
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
た
多
数
の
応
主
が
市
を
訴
え
た
事
件

で
、
警
察
保
護
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
該
当
す
る
か
争

わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
訴
え
棄
却
の
申
立
て
を
却
下
し
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ

う
に
い
う
。

岡
国
「
本
件
に
お
け
る
原
告
ら
の
主
張
は
、
市
は
そ
の
職
務
に
よ
っ
て
原

告
ら
の
財
産
の
略
奪
・
破
壊
に
加
担
し

(
g
n
g
g間
色
)
、
放
置
し
て
お
き
、

原
告
ら
が
自
己
の
財
産
を
守
る
の
を
妨
げ
、
睦
言
察
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
確

言
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
申
立
て
の
主
張
で
は
、
被
告
は
傍

に
立
っ
て
、
略
奪
・
破
壊
を
放
置
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。

本
件
で
は
、
原
告
ら
は
自
ら
の
底
を
す
ぐ
に
進
ん
で
守
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
結
局
は
放
棄
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る

特
別
の
義
務
を
市
が
引
受
け
た
と
い
う
一
連
の
積
極
的
行
為
か
主
張
さ
れ
て

い
る
。よ

っ
て
、
引
受
け
ら
れ
た
義
務
の
放
棄
に
対
し
て
被
告
が
責
任
を
負
い
う

る
訴
え
の
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
申
立
人
の
主
張
は
立
証
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
裁
判
所
は
、
本
件
事
情
の
下
に
お
い
て
責
任
を
否
定

で
き
る
(
肘
仏
間
同
門
〉
・
円
巾
〈
可

F
m白
色
口
問
。
。
.
〈
・

ωお
岡
市
-
-
邑
九
日
〉
℃
回
以
-
ロ
2
・

品∞
M
-
H∞∞

Z-
ペ-∞
-
P
同
問
ぷ
・
目
。

2
・J
円・

g
h
p
H
ω
c
z・開
-Sω
・
由
民
ぷ
-

N印∞

C
-
ω
-
N品
N-
お
ω・
0
・
N∞U
W

品
目
円
・
開
込
町
甲
印
)
被
告
の
警
察
権
の
適

正
な
行
使
に
関
し
て
な
さ
れ
る
抗
弁
を
忘
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
抗
弁
は
主
張
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
裁
判
所
の
面
前
に
は
な
い
。

よ
っ
て
、
訴
え
棄
却
の
申
立
て
は
却
下
さ
れ
る
J

山
本
件
は
、
い
っ
た
ん
警
察
保
護
を
与
え
る
と
い
う
言
質
を
与
え
、
か
っ
自

己
防
衛
の
機
会
を
奪
っ
た
後
に
何
ら
の
警
察
活
動
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
争
わ

れ
た
事
例
で
訴
え
棄
却
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は

北法33(4・166)1204



ニューヨーク州における不作為賠償責任 (4)・完

あ
る
論
者
に
よ
っ
て
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
従
来
の
判
例
理
論
か
ら
の
重
大
な

{

川

副

)

飛
躍
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
は
「
集
団
的
に
な
さ

れ
た
保
証
か
ら
生
じ
る
主
税
」
を
認
め
た
か
ら
で
あ
り
、
特
に
重
要
な
も
の
と

し
て
、
第
二
は
「
財
産
を
保
護
す
る
警
察
の
誌
椴
」
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
ゆ
え
に
「
上
級
審
で
認
容
さ
れ
る
か
は
疑
わ
し
ぽ
」
グ
先
例
と
は

(
お
)

な
ら
な
い
だ
ろ
う
ヘ
と
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
財
産
的
価
値
は
保
険
で
補
償
さ

(
却
)

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
産
的
価
値
を
認
め
て
い
る
判
例

が
一
審
な
が
ら
出
て
い
る
の
は
川
の
例
が
あ
る
。

仰
木
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
警
察
保
護
を
与
え
る
こ

と
、
で
あ
る
。
こ
の
作
為
義
務
の
内
容
自
体
は

p
r
z忠
良
事
件
と
同
じ
だ
け

れ
ど
も
、
犯
罪
が
目
前
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
い
う
現
行
犯
の

事
例
で
、
犯
人
が
自
の
前
に
い
る
と
い
う
点
で
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

防
本
件
で
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
現
行
犯
で
犯
罪
行
為
が
眼
前
で
行

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
警
察
が
保
護
の
引
受
け
の
言
質
を
集
団
的
に
与
え
た

こ
と
、
③
こ
れ
を
信
頼
し
て
原
告
が
他
の
と
り
得
ベ
き
手
段
を
中
止
し
た
こ

と
、
④
警
察
保
護
の
実
行
は
な
か
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

こ
の
事
例
は
、
保
護
法
益
が
財
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
集
団
的
に

義
務
の
引
受
け
を
行
な
っ
た
、
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
判
例
で
あ
っ
た
が
、

次
に
述
べ
る
川
四
件
。
円
〈

-cqえ
Z
向
者
ペ

2
r
は
被
害
者
に
対
す
る
裁

(
初
)

判
所
の
保
護
命
令
が
あ
っ
た
事
例
で
引
受
け
の
堅
固
性
(
目
。
口
伝
ミ
)
が
み
ら
れ

る
事
案
で
あ
る
。

…川∞
ω
r
z
F
C
q
c同

Z
O宅
吋
D
同
日
向
は
警
官
の
妻
で
あ
る
原
告
が
家
庭

裁
判
所
の
待
合
室
で
夫
に
射
た
れ
て
重
傷
を
負
っ
た
事
件
で
あ
る
。

間
同
附
剛
国
原
告
と
夫
は
仲
た
が
い
し
て
い
て
、
家
庭
裁
判
所
は
保
護
命

令
を
発
給
し
て
い
た
(
一
九
五
五
・
七
・
一
回
)
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
命
令
は
、
夫
に
対
し
て
妻
を
打
ち
・
苦
し
め
・
脅
か
し
あ
る
い
は
困
ら

せ
る
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
警
官
に
表
示
し
た
場
合
、
そ
の
警
官

は
こ
の
命
令
の
文
言
に
違
反
す
る
夫
を
逮
捕
し
、
妻
を
保
護
す
る
権
限
を
与

え
ら
れ
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
っ
た
。

一
九
五
二
年
一
二
月
三
一

O
日
以
前
に
、
家
庭
裁
判
所
の
主
席
判
事
が
夫
を

精
神
科
医
に
付
し
た
と
こ
ろ
、
精
神
分
裂
症
の
傾
向
を
有
す
る

Z
O
B
B
-

佐
々

E
E
E
2・
2
E
N
C三
口

gι
日
)
と
さ
れ
、
外
部
に
対
す
る
危
険
性

(OE司
2
ι
L
F
2
2
2
7、2
2凹
)
を
証
言
し
た
。

一
九
五
五
年
の
一

O
月
中
に
、
夫
が
家
庭
で
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
こ
と
、
原

告
が
警
官
を
呼
び
、
保
護
命
令
の
証
明
書
を
見
せ
た
が
、
単
な
る
紙
き
れ
だ

と
言
っ
て
何
ら
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
証
拠
が
あ
る
。
こ
の
事

北法33(4・167)1205

実
は
家
庭
裁
判
所
に
配
属
さ
れ
て
い
る
保
護
監
察
官
寸

E
S
S
E
-ロ
広
司

に
伝
え
ら
れ
た
。

事
故
当
日
原
告
が
司
巳

2
2
に
会
い
に
行
っ
た
時
に
夫
は
病
気
で
、
裁
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判
所
に
来
れ
な
い
旨
告
げ
ら
れ
た
が
、
廊
下
で
電
話
の
最
中
、
夫
が
来
る
の

を
見
か
け
た
た
め
そ
の
こ
と
を
告
げ
、
彼
と
同
じ
部
屋
に
い
る
の
を
恐
ろ
し

い
と
言
っ
て
、
司
丘
三
四
円
の
部
屋
で
待
た
せ
て
く
れ
と
願
い
出
た
。

し
、
彼
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
待
合
室
に
行
か
せ
た
が
、
警
官
も
付
き
添
い
も

い
な
い
そ
の
部
屋
で
、
一
五
か
ら
こ

O
分
後
に
本
件
事
故
が
発
生
し
た
。

同
国
「
原
告
は
保
護
命
令
に
よ
っ
て
特
別
の
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
て
い
る
者
で
あ
る
、
と
我
々
は
考
え
る
。
:
:
:
原
告
は
か
く
司
法

過
程
に
よ
っ
て
特
別
の
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
警

官
は
彼
女
に
保
護
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

岡山色

E
2
は
保
安
官

S
E
E
D
R
S円
(
同
日
目
2
u
c
B
o
z
-
n
m
o
H
2
5
5

。・〉
n
f
m
N
印
)
)
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

E'戸
虫
色
は
一
九
五
五
年
一
一
月

二
日
の
事
故
の
問
、
ま
た
、
夫
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
一

O
月
の
事
件
の
時

に
原
告
が
頼
り
に
し
た
警
官
は
、
原
告
に
対
す
る
特
別
の
保
護
の
義
務
を
遂

行
す
る
に
あ
た
っ
て
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
、
は
陪
審
の
問
題
で
あ

る
(
n
h

・
富
山
色
色
2

0
ロ
〈
・
巧
E
R
E悶
0
・
N
5
2・
J

へ-
S
F
印

H

C

m

F

H

O
∞

Z
・開
-
H
S
W
S
F
ω
n
R
R
〈・

F
P
R
m
-
h・
5
吋
Z-
ペ
-
N
口
w
N
H印岨

E

Z
・

開
・
吋
由
m-
芯
∞
一
ロ
ロ
ロ
r釦
B
〈
・
〈
ロ
-m
問
。
え
の
ωHHUZ0・

ω
。ω
2・J
同

-
A
S∞w

]
F
E
Z
-
肘

M
L
∞
叶
M
山

)
0
」

な
お
、
本
件
の
使
用
者
と
し
て
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
認
め
て
い
る
部
分

は
省
略
す
る
。

山
本
件
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
明
確
に
引
受
け
ら
れ
た
義
務
を
行
政
側
が
果
た

さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
が
争
点
と
さ
れ
た
事
例
で
、
訴
え
を
楽
却
し
た
原

し
カミ

審
を
破
棄
し
、
新
た
な
事
実
審
理
を
認
め
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
は
、
加
害
者

が
磐
田
官
と
い
う
特
別
の
身
分
を
有
す
る
事
例
で
、
か
っ
そ
の
危
険
性
が
認
識
さ

れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
本
稿
の
使
用
者
|
被
傭
者
の
関
係
の
類
型
な
い
し
は

危
険
人
物
の
引
受
け
の
類
型
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
被
害
者
の
要

保
護
性
を
認
め
て
裁
判
所
が
保
護
命
令
を
発
給
し
て
い
る
点
で
本
類
型
に
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。

山
本
件
で
想
定
さ
れ
て
い
る
作
為
義
務
の
内
容
は
、
夫
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
て

原
告
が
保
護
命
令
証
明
書
を
提
示
し
た
時
点
で
警
官
は
夫
を
逮
捕
す
べ
き
こ

と
、
ま
た
、
司
巳
ロ
昨
日
は
夫
と
妻
を
一
緒
に
し
な
い
で
自
分
の
事
務
所
又
は
安

全
な
場
所
に
分
離
す
る
と
か
保
護
者
を
つ
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
者

は
夫
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
恐
れ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
者
の
措
置
は
本
件
に

あ
っ
て
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

同
射
程
距
離
本
件
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
実
は
、
①
加
害
者
の
危

険
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
裁
判
所
が
原
告
に
保
護
命
令
証
命
警
を
発

給
し
て
い
る
こ
と
、
③
こ
の
-
証
明
書
の
条
件
不
遵
守
に
際
し
て
加
害
者
を
逮
捕

④

E
-
5
2
は
被
害
者
の
真
撃
な
頼
み
を
拒

否
し
危
険
性
の
高
い
待
合
室
に
一
人
で
行
か
せ
た
こ
と
、
で
あ
る
。

で
き
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
、
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三
、
警
察
関
係
に
お
け
る
事
例
の
ま
と
め

一
般
的
に
い
っ
て
警
察
関
係
の
事
例
に
は
、
危
険
責
任
型
け
の
も
の
と
危
険

管
理
責
任
型
白
日
制
の
も
の
が
存
す
る
が
、
更
に
傾
向
な
い
し
特
色
と
し
て
次

の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
と
忠
わ
れ
る
。

川
保
議
法
益
の
点
に
つ
い
て
は
、
財
産
的
利
益
と
生
命
・
身
体
の
利
益
が
問

題
と
な
る
が
、
不
特
定
の
国
民
の
生
命
・
身
体
の
安
全
な
い
し
財
産
と
い
う
利

益
は
法
の
保
護
す
る
利
益
で
は
な
く
、
反
射
的
利
益
と
さ
れ
る
。
警
察
が
保
護

(4)・完

義
務
を
負
う
の
は
、
具
体
性
・
個
別
性
を
有
す
る
利
益
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

そ
れ
は
警
察
が
保
護
に
値
す
る
と
し
て
義
務
を
引
受
け
た
も
の
で
あ
る
、
と
さ

ニューヨーク州における不作為賠償責任

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
想
定
さ
れ
る
予
防
措
置
の
内
容
は
、
か
な

り
特
定
性
を
有
し
て
お
り
、
精
神
病
院
と
比
べ
て
、
格
段
に
具
体
的
な
規
範
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
例
外
は
日

ωロ
v
g円
相
司
事
件
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
こ
の
事
件
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
付
の
類
型
で
み
ら
れ
た
危
険
責
任
論
は
、
使
用
者
と
し
て
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
関
わ
れ
、
具
体
的
危
険
性
を
想
定
す
る
点
で
我
国
の
そ
れ
と
は
内
容
を

異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伺
の
類
型
の
危
険
管
理
責
任
論
は
そ
の
構
造
・
内

容
に
お
い
て
精
神
病
院
関
係
の
事
例
と
基
本
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
責
任
の
構
造
と
し
て
は
、
義
務
引
受
け
に
基
づ
く
特
別
の
関
係
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
り
原
告
に
対
す
る
特
別
の
義
務
を
負
う
と
い
う
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、
危
険
人
物
を
管
理
す
る
者
の
危
険
防
止
な
い
し
管
理
義
務
及
び
要

保
護
性
の
高
い
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
な
い
し
保
護
義
務
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
∞
の
類
型
に
お
い
て
も
、
危
険
を
形
成
し
ま
た
は
危
険
に
直
面
さ
せ
て

お
き
な
が
ら
、
そ
の
危
険
を
防
止
・
防
除
す
る
措
陸
を
講
じ
な
か
っ
た
と
い
う

一
般
論
で
く
く
れ
る
点
で
、
精
神
病
院
の
事
例
の
う
ち
病
院
内
部
で
の
殺
傷
例

と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

川
同
事
故
の
予
防
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
前
措
青
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま

ず
、
行
政
権
限
の
発
動
に
対
す
る
危
険
性
の
程
度
去
い
う
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
と
い
う
態
度
は
み
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
例
は
い
ず
れ
も

加
害
者
・
被
害
者
が
警
察
の
支
配
・
管
理
の
及
ぶ
縄
問
内
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

事
例
で
あ
り
、
行
政
に
加
担
・
寄
与
(
先
行
す
る
危
険
な
行
為
・
義
務
引
受
け
)

が
認
め
ら
れ
る
例
及
び
ル

l
テ
ィ
ン
・
ワ
l
F
の
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を

含
む
職
務
の
執
行
・
実
行
行
為
の
段
階
に
お
け
る
、
ご
ス
が
問
題
と
さ
れ
る
例
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
行
為
基
準
・
規
範
を
設
定
す
る
こ
と
が
裁
判
所
と
警
察

の
政
策
の
対
立
と
い
う
よ
り
は
警
察
の
効
率
性
を
促
進
す
る
と
い
う
協
働
の
立

場
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

凶
向
先
行
す
る
危
険
な
行
為
、
白
田
危
険
性
の
高
い
者
の
引
受
け
の
類
型
で

は
「
危
険
の
予
見
可
能
性
」
が
重
点
的
な
イ
シ
ュ
!
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当

該
事
故
は
「
危
険
の
範
囲
内
」
に
あ
っ
た
か
、
の
予
見
可
能
性
|
|
理
論
上
は

事
実
問
題
i
ー
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
特
に
白
回
要
保
護
性
の
高
い
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者
の
引
受
け
剛
警
察
保
護
を
必
要
と
す
る
者
の
引
受
け
の
類
型
で
は
、
警
察
は

ど
こ
ま
で
義
務
を
引
受
け
る
べ
き
か
、
そ
の
義
務
の
内
容
は
何
か

l
|理
論
上

は
法
律
問
題
i
ー
ー
が
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
な
る
。
両
者
は
こ
の
よ
う
に
ネ
グ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
各
成
立
要
件
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
の
霞
か
れ
方
が
異
な
る
他

に
、
責
任
の
判
断
過
程
自
体
も
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

∞
円
}
回
口

2
0門
事
件
の
評
釈
者
に
よ
れ
ば
、
不
作
為
型
不
法
行
為
の
事
例
に
お

い
て
も
事
実
的
因
果
関
係
は
問
題
と
さ
れ
、
そ
れ
は
「
不
作
為
h

か
な
か
っ
た
な

ら
ば
事
故
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
又
は
「
当
該
不
作
為
は
事
故
を
生
じ

さ
せ
た
重
要
か
つ
実
質
的
要
因
(
自
由
円
。
ユ
丘
町

F
B巾
三
宮
内
H
E
Z
E
R
E
-

(
但
)

F
2
2
)
で
あ
っ
た
」
と
い
う
関
係
の
こ
と
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「
被
告
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
・
・
・
積
極
的
義
務
の
遂
行
を
怠
る
こ
と
か
ら
構

成
さ
れ
る
事
件
に
お
い
て
は
、
事
実
的
因
果
関
係
は
義
務
の
事
実
的
内
容
が
具

体
化
さ
れ
る
ま
で
、
事
実
上
答
え
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
義
務
違

反

(
Z
E
n
y
o内
含
々
)
が
損
害
の
事
実
上
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
認
定
は
、

当
該
状
況
に
お
い
て
合
理
的
と
岡
山
わ
れ
る
予
防
措
置
の
採
用
が
あ
っ
て
も
発
生

(
沼
)

し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
決
定
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
に
、
被
害
者
に
対
す
る
作
為
義
務
に

違
反
し
た
と
い
う
判
断
が
先
行
し
て
は
じ
め
て
因
果
関
係
が
問
題
に
な
る
と
い

う
こ
と
、
第
二
に
、
不
作
為
型
不
法
行
為
に
お
い
て
も
事
実
的
因
果
関
係
は
問

題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
後
者
の
見
解
は
、
不
法
行
為
の
成

立
要
件
が
法
律
問
題
と
事
実
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
裁
判
官
と
陪
審
に
分
配
さ

れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
法
の
事
情
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
、
遠
藤
教
授
は
我
国
の
判
例
を
分
析
し
「
危
険
管
理
責
任
に
お
け

でる
あ因
り果
、関
こ係
れは

自至
標高
E某
存関
る V

-で
監は

暑な
く

法
益危
の険
要管
保理
護責
性任
のの
問範
題図
での
あ問
る題

と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
「
因
果
関
係
の
判
断
が
違
法
性
判
断
の
中
に
す

(
お
)

で
に
先
取
り
さ
れ
、
と
り
こ
ま
れ
て
:
:
・
い
る
」
と
述
べ
、
因
果
関
係
概
念
を
独

立
の
要
件
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
提
出
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
警

察
保
護
を
必
要
と
す
る
者
の
引
受
け
の
類
型
に
は
あ
て
は
ま
る
が
、
先
行
す
る

危
険
な
行
為
及
び
危
険
性
の
高
い
者
の
引
受
け
の
類
型
に
は
そ
の
ま
ま
あ
て
は

ま
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
者
の
類
型
の
場
合
は
、
警
察

の
裁
量
が
広
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
事
故
防
止
の
措
置
す
な
わ
ち
作
為
義
務
の
範

囲
と
事
故
の
発
生
と
は
密
接
な
相
関
関
係
が
存
し
、
因
果
関
係
に
お
い
て
判
断

さ
れ
る
事
実
と
区
別
し
が
た
い
の
に
対
し
て
、
後
者
の
類
型
は
、
第
一
に
は
、

「
危
険
な
先
行
行
為
」
「
危
険
人
物
の
解
放
」
と
い
う
作
為
と
表
裏
の
不
作
為
が

考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
事
故
防
止
に
対
し
て

と
る
べ
き
措
置
が
比
較
的
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
、
義
務
違
反

(
σ
2
2
r
c岡
弘
ロ
ミ

H
5関口
m
g
g
)
が
確
定
さ
れ
、
次
に

ひ
い
N
H」
骨
骨
h
」
か
事
実
的
因
果
関
係
が
認
定
さ
れ
、
法
的
因
果
関
係
の
遮
断

(
山
口
弘

4
2
rロ
ニ
ロ
芯

3
2
E由
2
5
0
)
が
目
M
E
M
-
E
Eぬ

2
5
0
要
件
上
の
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争
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
た
特
に
、
危
険
な
人
物
の
引
受
け
の

類
型
に
お
い
て
は
「
危
険
人
物
の
解
放
」
が
当
然
に
は
殺
傷
に
結
び
つ
く
と
は

限
ら
な
い
し
、
こ
の
行
為
と
事
故
発
生
と
い
う
関
係
に
、
時
間
的
・
空
間

的
・
人
物
的
要
因
が
介
在
す
る
場
合
に
は
、
因
果
関
係
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得

類
型 (5)
に最
つ後
し、 tこ
て、

い結
え果
ば責
、任

君型
、執

警行
日・
関実
徐行
に行
お為
い型
て
結加
果担
日・
任寄
型与
の型
辱の

OiJ責
は任

存
し
な
い
。

と
も
後
者
に
お
い
て
は
、
因
果
関
係
の
要
件
は
十
分
な
存
在
意
義
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

(

1

)

閃
・
ゎ
・

0州
w
i
p
〉
仏
国
H
5
2
2丘
一
〈
拘
吋

H
S
Z
由。
ω
(忌
印
∞
)
・
〉
弘
同
回
目
色
ω'

陣
内
向
吾
、
。
吋

2
7
u
E
に
は
、
本
稿
の
い
う
警
察
関
係
の
事
例
と
し
て
、

次
の
二
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ω筈
察
が

P
X
の
命
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
u

と
い
う
通
報
を
受
け
た
に

な
い
、
と
い
う
事
情
に
も
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く

(4)・完

N Y 東京
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数

事件発生数

グ解決数

図書館数

数

口

生

官

学

人

学

警

面

大

λy 

〔
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人
数
〕

N
Y

平
均
二
千
四
人

東
京
六
百
二
十
二
人

〔
火
災
件
数
〕

N
Y

平
均
三
百
三
十
一
件

東

京

三

十

件

〔
殺
さ
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た
人
数
〕

N
Y

平
均
二
・
一
五
人

東
京

O
人

〔
殺
人
方
法
ベ
ス
ト

5
〕

N
Y

①
ピ
ス
ト
ル
③
ラ
イ

フ
ル
③
シ
ヨ
ッ
ト
ガ
ン
④
ナ

イ
フ
⑤
ほ
か
の
鋭
利
な
刃
物

(
七
九
年
平
均
)

東

京

|

|

〔
レ
イ
プ
〕

N
Y

平
均
五
・
一
三
人

東
京

O
人

〔
立
ち
小
使
でっ
か
ま
っ
た
人
〕

N

Y

O
人
(
記
録
に
は
な

い
)

東
京

O
人

〔
盗
難
車
数
〕

N
Y

平
均
百
十
了
間
台

東

京

八

台

〔
盗
難
自
転
車
数
〕

N
Y

未
築
計

東
京
約
百
二
十
台

〔
自
殺
者
数
〕

N
Y

未
集
計

東

京

二

人

〔
交
通
事
故
件
数
と
死
者
〕

N
Y

未
集
計

東
京
八
十
六
件
、
一
人

〔
レ
ッ
カ
ー
車
で
運
ば
れ
た

駐
車
違
反
事
数
]

N
Y

平
均
三
百
二
十
六
台

東
京
六
百
五
十
六
台

〔
売
春
検
挙
者
数
〕

N
Y

平
均
十
了
五
人

東
京

O
人
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も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
保
護
を
与
え
な
か
っ
た
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
例

(
ω
n
y
z
印
芯
同
〈
・
わ
伊
丹
可
申
同
Z
O当
J

円
2
F
印
2
・
J

へ-
N
L
斗
印
w
5
0
Z
・
J

同・

ω
-
M
《
H
N
g
w
H
E
Z
・
開
・
日
仏
日
ω
品
(
H
由
印
∞
)
)
川
要
請
に
基
づ
い
て
磐
田
察

保
護
を
与
え
な
か
っ
た
例
(
呂
田
印
〈
・
c
q
o
同
Z
O当
J

円
2
r
w
N
N
2
・
J

ヘ-

N
仏
印
叶
タ
N
8
2
・
J

同
・
ω
-
N
L
∞
ミ
・
N
品
。
2
・
岡
山
-
N
仏
∞
由
。
(
呂
田
∞
)
)
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
人
口
・
犯
罪
率
等
と
我
国
東
京
と
の
簡
便

な
比
較
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
東
京
・
二
四
時
間
1
1
1
二
月
一
一
ニ
日
の
二
大

都
市
を
比
較
す
る
)
が
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
増
刊
一
九
八
0
年
間
月
一

O
日

号
に
渇
載
さ
れ
て
い
る
の
で
便
利
と
思
わ
れ
る
の
を
前
頁
に
紹
介
し
た
。

(
2
)
〉
ロ

g
了
ピ
与
E
3
唱
え
ζ
Z
3
2
宮
宮
司
2
0
子
2
の
0
2
5
a

自
由
ロ
g
-
C
E
仲
間
。
円
明
白
一
-
Z
H巾

g
H
U
H
O
〈
氏
。
司
o
-
四
円
相
司
円
。
8
2
5
p

念
〉
・
r
H
F
U
仏
H
O
∞
少
呂
田
町
l
∞
斗
の
論
じ
る
範
囲
と
同
様
。
本
稿
の

判
例
探
索
は
主
に
こ
れ
に
よ
っ
た
。

(
3
)
2
2
0
・
窓
口
口
片
山
吉
-
斗
C
三

F
E
r
F
c
q
p
叫
明
2
Z
E
Z
H
M
H
c
i
L
O

〉
《
同
2
ロ
釦
件
。
旬
。
ロ
n
o
司
同
2
0
2
5
ロ
E
Z
O
司
J

円
。
円
}
内
ω
g
z
u
ω
坦
〉
-
r
白
ロ
可

H
t
H
N
2
・
日
g
w
g
h
(
H
S
印

)
l以
下
Z
D
E
l
e
と
し
て
引
用
|
。

〈

4
)
Z
D
件
。
@
・
8
M
g
ω
・

(
5
)
Z
2
0
1
@
w
g
ω
・
2
・
J

へ-
F
B口
・
「
ミ
聞
出
N
C
R
F
向
円
百
ロ
ロ
ぬ
可
巴
吋
N
)

に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
補
償
は
「
恩
恵
安
田
陣
自
主
芯
円
。
同
m
g
S
)
」

と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
小
制
酬
請
求
、
家
庭
内
犯
罪
及
び
警
察
に

迅
速
に
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
犯
罪
に
基
づ
く
誇
求
は
認
め
ら
れ
な
い
、
所

得
喪
失
に
対
す
る
最
大
の
補
償
は
一
五
0
0
ド
ル
で
あ
る
、
保
険
で
カ
バ

ー
さ
れ
な
い
損
害
・
損
失
の
み
補
償
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。

。
c
g
B
8
7
2
巴間
F
Z
円
r
c
D
仏
炉
忌
S
F
S
L
H
r
o
F
5
言
。
正
NOロヘ

m
g
司
G
ロ
z
g
d
円
r
m
ロ
わ
ユ
B
o
u
台
町
O
E
C伊
B
F
・
問
。
〈
-
m
w
吋
Y
∞吋吋唱

ロ
己
芯
(
ω
N
)
W
(
H
S
ω
)
!
以
下
【
U
0
5
5
0
口
同
l
@
と
し
て
引
用
。
従
っ
て
、

反
対
に
、
学
説
は
司
法
に
よ
る
合
理
的
な
責
任
の
拡
大
を
主
張
し
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
後
述
す
る
。

(

6

)

以
上
の
訳
は
、
岩
淵
正
紀
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
府
の
不
法
行
為
責

任
と
裁
量
免
責
の
法
理
(
3
)
」
(
『
判
例
時
報
』
七
七
八
号
・
一
九
七
五
)

五

i
六
頁
、
に
依
拠
し
た
。
但
し
、
訳
に
関
し
て
立
見
の
兵
な
る
一
昨
・
省

略
の
部
分
は
付
加
し
た
。
次
の
事
実
も
岩
淵
同
論
文
、
に
よ
る
の

原
告
の
リ
ン
ダ
・
リ
ス
は
美
し
い
弁
護
士
秘
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
弁
護

士
は
彼
女
と
結
婚
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、
彼
女
は
彼
を
さ

げ
て
い
た
。
彼
は
「
ほ
か
の
だ
れ
も
お
前
を
も
の
に
寸
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
私
が
お
前
を
『
仕
上
げ
』
た
ら
、
ほ
か
の
だ
れ
も
お
前
を
望

ま
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
脅
迫
し
た
。
そ
れ
で
彼
女
は
昨
日
祭
に
保
護
を

求
め
た
け
れ
ど
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
彼
女
は
他
の
男
と

婚
約
し
た
。
そ
の
婚
約
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
、
彼
女
は
こ
れ
が
最
後
の

機
会
で
あ
る
旨
の
電
話
を
右
の
弁
護
士
か
ら
受
け
た
。
そ
こ
で
再
び
竺
祭

の
保
護
を
求
め
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
開
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌

日
、
一
九
五
九
年
六
月
一
五
日
、
弁
護
士
か
ら
雇
わ
れ
た
暴
漢
が
、
彼
女

の
顔
面
に
ア
ル
カ
リ
液
を
浴
び
せ
た
。
そ
の
た
め
彼
女
の
顔
簡
に
は
永
久

的
な
傷
跡
が
残
り
、
両
限
は
失
明
し
た
。
彼
女
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に

対
し
、
警
察
、
が
、
要
請
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
を
十
分
に
保
護

し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
の
訴
訟
を
提
起
工
た
。

(

7

)

こ
の
下
級
審
出
血
ω
由
〈
・
ゎ
=
可
え
Z
O
宅
ペ
2
r
田
口
仏
子
。

z。唱

J

円
2
r
c
q
出
2
2
口
問
〉
E
F
0
2
q
・
2
富岡
m
n
-
N
仏
品
目
印
・
2
)
印
Z
-
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コロ〈
R
H・
叩
)
向
的
制
品
村

In 1960， malicious mischief， 133; assault， 61; burglary， 

11; burglary tools， 1; robbery， 5; unlawful entry， 3; 

dangerous weapons， 2; larceny， 11; criminally rec巴iving，

1 ; disorderly conduct， 30; vagrancy， 4; vice， 1; narcotics， 

1; rape， 2. 

In 1961， arson， 1; assault， 59; burglary， 7; robbery， 5; 

homicide， 3; dangerous weapons， :1; larceny， 15; mail 

destruction， 12; malicious mischief， 48; disorderly conduct， 

48; vagrancy， 3; rape， 1; sodomy， 1. 

In 1962， rape， 2; robbery， 6; larc巴ny，8; burglaries， 5; 

homicide， 1; mischief， 31; assaults， 18; disorderly conduct 

58; narcotics， 3. 

罪主主吋.!O'n;H主(305N. Y. S. 2d 801， 804)。

(∞) Comment-①， 977. 朴濡はやム ν~' 1筏必心:lJ 'I'-';脅'ぐ時。

(∞〉 誕健三役ゆf"\寺潟、と手書道~兵士市 『十回実甘追是認j]J(IF誕誕』

室1i nit'・ 1ペく0)1同11回。

〔ヨ〕 円、 λム Q目玉竺慣{司事ìII~首iÞ..J.;2 0 ~ドー宜準。

(::: ) 巴ベ切手「士三学脳出一平-~l"\ト入 Q持活ヒ終 J (IF球根

雰窓hロ担割同』・ 1-K平<)1110一:111阿コ

(;::l) ~r' 言日!II Q 絵岨i 竺糊艇は吋'"。

(~) 量主主語宜~:l1主 1<4 母~1lI或 e 護持f:nと終 e 揺í!í;lJ (IF~Iと穏写字き主同地出』・

1 -K斗J~) : 1￥1-11占J1 11ぽ。

(ヨ) Note， Duty of the Police to Protect an Informer， 44 

Cornell L. Q. 441， 442 (1959) -~r Note ②..>J..Jν百五豆一。

Y. S. 2d 801 (1969)笠〆 -(4tEr ~ t;←'"相対::!~穏空事←'" 0 1さ~

zz ←ト91憶吋士2 長.!O' r ':l:心 ~\-l ム"， 0 .J ')嬰剣士三〆14-立と>:，;/ <4r宮

古ミミ・要収 <4 :1:1く白土全..>J~II!主将の <4tß (pub!ic authority) 'I'-'崎県

冷r督自1:;，g:;望星組 (agovernmental function)ヤ燃に」ν二時〆
..>J..>J&吋ドム ，z> Q !2:!;<..J\-l 〆ト喜善紳士~' -1E.i;!:J W く~tß !:~~斗$1

聖書杓~' ~型 {at杓~い二時刊裂 iさ持縛 (landlord of privately 

sponsored and maintained) ν4告の〆 ..>J..Jνム'"'J ..>J ~ 1ニ日E

..J¥-l二時-'J常吋必』この。

主主送 Q l!I司-!:'l~吋 ε 〆 窓必与党， Amoruso v. New Y ork City 

Transit Authority， 12 App. Div. 2d 11，207 N. Y. S. 2d 

855 (1960ト一一挙鰻事眠術久J..JνQ~翌十そ照鐸ヰ-í ts a municipal 

transit authority as a railroad carrier--' Abbott v. New 

York Public Library， 263 App. Div. 314， 32 N. Y. S. 2d 

963 (1942)一一 l 緩 <4保ゴ殺Jν 総枠n: g ・="~巴け_:;， m 入丞

退再話会}認中ヤ"，.;2~忠信組・ 1報担約 ~\-l 二 ~<4*阻図柄E 主査 Qiミ足柄

~' ;Jt)rr 判長.;2榊 (licensee)'I'-' ~;だ-vlìi!l，li::れJ 兵.;2網 (invitee)

'Í'-'~"， _rDrake v. State， 97 Misc. 2d 1015，416 N. Y. S. 

2 d 734 (1979)一一ー話相終日託料品l めぺ的精哲!;..>J~凶蚕杓~.;2刑事寄せ志

将司平..>J..Jνeま (State'sstatus as a landowner) Q 将襟足吋
る矧主主おと割，g:;~{.f，í4tl和田司-F-'" j鮮総一一~糊ヤム ν 塑主引民主記ω

R2 ゴó'&~，..!~'ふ 4者向。

~ ~t' Bass 時金~~色合時折;絡組制 e封建主主記 録自転時三 ~Q

吋小手当.，;>C: 'I'-' >宅c'4! 0 

畑
山
・
(
咽
)

以
刑
判
経
塑
殺
と
時
的
台
市
h
u
Z
T
h
h
i
m
-
d川
4



(日
)
(
U
C
ロ
n
z
『
ロ
ロ
m
o
H
)
E
F
C
ロ
は
、
回
F
n
r
w
m
戸
田
君

O
R亡
。
ロ
岱
】
J
J
g
r

(巧
mm昨・

5
3
)
に
よ
れ
ば
「
裁
判
所
の
多
数
の
決
定
に
賛
成
す
る
が
こ

の
決
定
を
採
用
し
た
自
分
自
身
の
理
由
を
提
出
す
る
一
人
な
い
し
そ
れ
以

上
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
別
の
意
見
」
で
あ
る
。

(
日
目

)
Z
2
0
1
@
w
h
H
た
・

(げ

)
(
U
O
B
g
g
p
冨
S

E

匂
佐
々
ピ
m
w
v
r
r
円
Z
O
開
}
阿
国
。
口
同
町
生
ロ
円
。

同
O
H
J
C
同
町
三
回
ロ
『
D
ロ
H
Z
W
H
h
H
r
o
ω
口
ゲ
ロ
凹
件
。
円
。
曲
目
0
・
印
唱
の
c
-
E
B
-
H
K
-

H州
2
・
品
∞
〆
怠
印
ロ
o
g
h
o
-
m
o
N
(
呂
田
)
以
下
(
U
O
B
S
3
7
@
と

し
て
引
用

lο

(
印
日

)
Z
2
0
l
@
w
品
企
-
怠
印
ー
な
φ

(
m
U
)
Z
o
g
@
・

8
∞
-
E
ω
ω
事
件
は
明
ら
か
に
非
情
報
提
供
者
の
原
告
の
可

能
性
を
想
定
し
た
判
例
で
あ
る
、
と
す
る
。

(
却

)
h
o
B
B
S門

@
-
h
S
印
l
S由
w印。N-

(氾

)
Z
D
Z
l
@
・

8
論
者
は
、
同
州
に
賛
成
し
て
い
る
。
理
由
は
、
警
察

を
信
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危
険
を
減
少
さ
せ
る
措
置
を
放
棄
し
た
こ

と
、
危
険
が
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
新
し
い
も
の
で
あ
れ
、
個
人
が
警

察
保
護
を
信
頼
し
て
身
を
委
ね
て
い
る
危
険
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い

こ
と
、
秩
序
あ
る
社
会
に
お
い
て
そ
う
し
た
信
額
が
助
長
さ
る
べ
き
こ

と
、
で
あ
る
。

(
幻
)
前
掲
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
増
刊

(
幻
〉
前
掲
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
増
刊

(
μ
)
Z
2
0
l
@
二
出

p
g∞-

〈お

)
Z
D
件
。
l
@
・
2
∞-

(
お
)
Z
2
0
@
・
2
N
-

研究ノート

五
七
頁
。

五
七
頁
。

(
幻
〉

(

却

)

(

却

)

(

初

)

(

但

〉

(
m
M
)
 

(
お
)

(

川

品

)

z
c
Z
l
@
‘
出
巴
・

2
2
0
1
@
w
s
u
・

2
2
0
1
@
・
出
回
日
-

z
c
Z
1
@
w
品
。
申
・

【

U
O
B
B
O
ロ
寸
@
・
A
F
S
l
S
∞
-
H
V
H
O
印
閉
め
♂
問
、
晶
君
。
同
吋
2
2
・
N
U
-
r
N
企
・

(
U
O
B
S
8
7
@
・
品
喧
喧
・

遠

藤

前

掲

書

二

二

O

|
二
一
二
頁
。

本
稿
お
わ
り
に
一
二
三

O
頁
参
照
。

北ì1~33(4 ・ 174)1212

お2

わ

り

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
J

稿
が
取
り
上
げ
た
道
路
関
係
・
精
神
病

院
関
係
・
警
察
関
係
の
三
類
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
法
理
・
準
則
を
宿
し
て

い
る
こ
と
の
他
に
、
類
型
ご
と
の
区
分
に
お
い
て
も
ま
た
独
自
の
根
拠
に
基
づ

い
て
責
任
が
決
せ
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
責
任
の
成
立
要
件
に
対
す
る
重
点

の
置
き
方
又
そ
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
も
事
例
の
個
性
に
従
っ
て
異
な
っ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
類
型
化
に
よ
る
判
例
研
究

(
1
)
 

は
本
稿
に
と
っ
て
不
可
欠
の
視
点
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
類
型
の
う
ち
、
道
路
・
精
神
病
院
関
係
の
類
型
の
法
理

は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
警
察
関
係

の
類
型
の
法
理
は
流
動
的
な
状
態
に
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ



る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
、
ど
の
よ
う
な
法
理
を
も

っ
て
進
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、

一
、
岡
山
一
盟
事
件
に
対

す
る
学
説
の
態
度
及
び
二
、
回
m
E
事
件
の
傍
論
の
紹
介
と
い
う
手
続
き
を
踏

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
義
務
引
受
け
の
契
機
の
な

い
自
由
凹
型
の
事
例
に
お
い
て
も
不
作
為
賠
償
責
任
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
と

い
う
推
測
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
学
説
の
検
討
を
通
じ
て
合
理
的
な
法
理
を
採

り
出
し
、
最
後
に
我
国
の
問
題
に
関
し
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
、
本
稿
の
結

び
と
し
た
い
と
思
う
。

(4)・完

一
、
呂
田
ω

事
件
に
対
す
る
学
説
の
態
度

こ
の
学
説
と
し
て
川

(
U
O
B
B
o
z
-
C手
S
U当
|
去
戸
同
比
三
宮
口
々
回
m
E

Z
国

g
d
z
c
U三可

Z
H
ν
2
1
ι
o
H
ν
o
z
n
o
司

2
5
2
-
oロ
g
Hロ
L-iL宗
凶
-

ニューヨーク州における不作為賠償責任

冨
め
日
Z
虫
色
任
。

H
J
H
E
F
£
Z
・J
円

-
C・
円
・
同
州
ぬ
く
・
宮
町
(
呂
田
由
)
同

(UDEEmロ
f

Z巴
凹

rro円
}5DL
司
三
円
。

-m
回
口
仏
子

O
H
K
E
f
n
正
NEE-

刀

2-MOロ目。

Z

C
ユ
出
口
わ
円
一
S
F
色

町

O
H
L
r
2百
円
、

HNO〈
・
申
叶

ω
(巴
叶

ω)

ω
z
c
F
ζ
5
5
G巳
吋

O江
口

問

z
z
d
r円
切

包

-
z
z
g
p
C
2
L
O

〉
仏

2
5
5
H
ν
c口口
O
H
M
g
Z
2
一Cロ
5
z
o
d〈
J
円

2
r
ω
S
5・
ω申
〉

-rgu『

HE
岡
山
ぬ
く
・
日
活

(HS印
)
凶
冨
・

ω・
ω
E
H
V
P
、円

ro
ロ
ロ
ミ
さ
〉
2
2
2
3

を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
学
説
は
す
べ
て
幻
広
ω
事
件
の
多
数
意

見
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
思
考
様
式
は
八
警
察
権

限
行
使
の
合
理
性
〉
の
パ
タ
ー
ン
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
聞
は
八
危
険
分
散
の
理

(
2
)
 

論
V
と
い
う
と
心
向
性
を
有
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
議
論
は
呂
田
凹
型
の
事
例
を

念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ハ
門
川
の
論
者
は
「
公
衆
一
般
を
保
護
す
る
の
か
あ
る
い
は
そ
の
中
の
特
定

の
個
人
を
保
護
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
特
殊
の
区
分
を
基
礎
に
お
い
て
ア
プ
ロ

ー
チ
す
べ
き
で
は
な
く
「
警
察
の
一
般
的
な
義
務
を
前
提
に
し
た
う
え
で
そ
の

行
為
の
合
理
性
(
円

g
g
E
E
3
2
印。
h
H
Z
]
M
o
r
n
o
B
E
E円
)
を
考
察
の

対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
特
別
の
関
係
の
法
理

(ω

宮
内
一
色

g
-
2
Z
E
E沼田

LC口
丹
江
口
ぬ
)
は
基
準
と
し
て
は
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主

張
す
る
(
巳

8
8。
従
っ
て
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
「
警
察
が
個
人
に
対
す
る

危
険
性
を
認
識
し
て
い
る
場
合
に
、
す
べ
て
の
事
情
を
勘
案
し
て
合
理
的
に
行

動
し
た
か
」

(
2
2
3
を
責
任
の
テ
ス
ト
に
す
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
合

理
性

(
H
責
任
の
範
囲
)
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
か
。
こ
こ

で
論
者
の
述
べ
る
基
準
は

ω
状
況
(
己
百
円
町

2
Rえ
2
2
ω
)
似
危
険
の
切
迫

性
会
日
自
主

E
4
0『

F
O
L
g
m
m円
)
m
資
源
の
利
用
可
能
性
(
問
〈
巳

r
z
r
ミ

え

5
8日
口

2)
で
あ
る
。
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ωに
つ
い
て
は
、

E
S
事
件
の
状
況
と
比
較
さ
れ
る
次
の
よ
う

な
四
個
の
仮
説
的
状
況
を
設
定
す
る
。
判
警
官
が
巡
回
区
域
を
見
回
り
中
に
通

り
で
レ
イ
プ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
、
被
害
者
が
繰
り
返
し
助
け
を

例
え
ば
、

求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
警
官
は
何
ら
の
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
も
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の
、
川
警
官
が
巡
回
区
域
を
見
回
り
中
に
少
女
が
近
づ
い
て
来
て
妹
が
裏
通
り

で
暴
行
を
受
け
て
い
る
と
伝
え
る
が
、
警
官
は
介
入
す
る
こ
と
も
管
区
署
長
に

連
絡
す
る
こ
と
も
し
な
い
と
い
う
も
の
、
付
母
親
が
管
区
署
長
に
電
話
し
、
娘

が
レ
イ
プ
さ
れ
て
い
て
警
察
の
車
を
す
ぐ
送
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
説
明
す
る

が
、
巡
査
部
長
は
そ
の
名
前
と
住
所
は
書
き
取
る
け
れ
ど
も
そ
の
要
請
に
関
し

て
何
ら
の
行
動
を
と
ら
な
い
と
い
う
も
の
、

ωあ
る
人
が
警
察
署
長
に
電
話

し
、
何
者
か
が
家
に
来
て
殺
す
と
い
う
脅
迫
を
今
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
説
明

し
、
警
官
を
送
っ
て
保
護
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
が
、
巡
査
部
長
は
名
前
と

住
所
を
書
き
取
る
け
れ
ど
も
こ
の
要
請
に
は
答
え
な
い
と
い
う
も
の
、
で
あ
る

(
凶
同
品
目
。
l
出
町
一
戸
)
。

川
門
川
仰
は
本
稿
の
い
う
執
行
・
実
行
行
為
型
の
事
例
に
お
け
る
責
任
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
類
型
(
狭
義
の
執
行
・
実
行
行
為
型
)
で
あ
り
、

ωω
も
犯
罪
防
止

が
可
能
で
あ
る
点
で
広
義
の
執
行
・
実
行
行
為
型
の
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

論
者
は
、
こ
れ
ら
の
類
型
ま
た
呂
田
出
事
件
で
責
任
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
ど

う
か
、
，
に
つ
い
て
は
明
示
的
に
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
論
ず

る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
例

ωは
責
任
を
認
容
し
、

ωω
及
び
呂
田
事
件
の

場
合
は
一
そ
の
時
の
資
源
の
不
在
(
目
白
島
え

8
由

2
5
2
白押

m
z
g
t
B
O
)

が
決
定
の
合
理
性
の
基
準
」
と
な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
要
素
の
立
証
が
不
合
理
な
行
為
に
対
す
る
完
全
な
抗
弁
に
な
る
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
立
証
責
任
に
関
し
て
「
原
告
が
十
分
な
資
源
の
存
在
を
立
証

す
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
抗
弁
と
し
て
十
分
な
資
源
の
不
在
の
立

証
責
任
を
被
告
に
課
す
の
が
適
当
で
あ
る
」
(
丘
町
田

w
g
g
お
)
と
述
べ
る
と

こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
説
の
意
義
は
、
加
担
・
寄
与
型
か
ら
執
行
・
実
行
行
為
型

の
類
型
に
考
察
を
移
行
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
八
権
限
行
使
の
合
理
性
V
と
い
う

観
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
警
察
の
義
務
の
存
否
・
範
囲
は
具
体
的
事

情
に
依
存
す
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
ν

し
か

し
、
ま
た
、
具
体
的
事
情
依
存
性
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
努
察
が
引
受

け
る
べ
き
義
務
の
範
囲
内
で
生
じ
た
偶
然
の
損
失
に
つ
い
て
は
社
会
が
負
相
似
す

る
の
が
正
義
に
か
な
う
と
い
う
規
範
的
思
考
、
効
率
的
・
責
任
あ
る
行
政
の
促
(
3
)
 

進
及
び
社
会
全
体
を
通
じ
て
事
故
補
償
の
コ
ス
ト
を
分
散
す
る
と
い
う
考
え
方

を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
方
向
を
採
用
し
な
か
っ
た
点
に
本
説
の
限
界
も
存
在
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
自
体
は
、
本
説
は
評
釈
と
し
て
脅
か

れ
、
か
っ
、
そ
の
主
た
る
関
心
が
河
凶
器
事
件
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
批
判
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
次
の
凶
説
は
効
率

的
・
責
任
あ
る
行
政
と
い
う
要
素
を
重
視
す
る
。

聞
の
論
者
は
回
E
田
事
件
と
回
日
間
事
件
と
を
比
較
し
、
前
者
の
場
合

に
は
責
任
を
課
し
て
も
犯
罪
防
止
と
い
う
予
防
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
期
待

で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
後
者
の
場
合
は
、
単
独
の
知
ら
れ
て
い
る
個
人
と
い
う

(二3コ
定
の
限
定
さ
れ
た
事
実
的
状
況
」
に
あ
っ
て
、
警
察
が
犯
罪
活
動
に
対
し
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て
支
配
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
例
で
賠
償
責
任
を
課
す
な
ら

ι

ば
、
将
来
の
調
査
義
務
及
び
合
理
的
な
事
故
防
止
措
置
義
務
を
警
察
に
課
す
こ

と
に
な
る
と
い
う
予
防
的
効
果
を
期
待
で
き
る
、
と
す
る
(
具
申
立
)
。

{心・完

こ
の
説
の
新
し
さ
は
、
訴
訟
の
当
事
者
の
み
の
比
較
に
基
づ
い
て
賠
償
責

任
の
有
無
を
判
定
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
思
考
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な

く
、
一
定
状
況
に
お
い
て
一
定
の
行
為
規
範
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る

費
用
と
便
益
の
分
析

(gえ
E
Z
S
T
自
己
吉
正
を
通
じ
て
賠
償
責
任
の
有
無

を
考
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
問
題
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ

か
ら
生
じ
る
。
従
来
の
議
論
と
の
関
連
で
は
、
第
一
に
、
行
政
に
対
す
る
行
為

規
範
の
設
定
と
当
該
事
故
と
の
因
果
関
係
で
は
、
吉
ユ
ミ
テ
ス
ト
に
代
え
て
、

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
事
故
の
減
少
」
が
重
視
さ
れ
当
該
事
故
も
こ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
内
に
あ
る
た
め
損
害
回
避
措
置
を
と
っ
た
な
ら
ば
発
生
し
な
い
可
能
性

ニューヨーク州における不作為賠償責任

が
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
の
「
蓋
然
的
因
果
関
係
」
説
を
採
用
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
よ
う
。
第
二
の
問
題
は
、
説
自
体
の
具
体
化
の
観
点
か
ら
の
も
の

で
、
一
定
の
状
況
の
具
体
的
内
容
も
明
確
に
し
な
い
限
り
行
為
規
範
の
内
容
が

定
型
化
さ
れ
ず
責
任
が
不
合
理
に
拡
大
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
次
の
間
説
は
、
判
例
分
析
よ
り
抽
出
し
た
概
念
と

E
g
型
の
事
例
は

等
価
値
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
例
理
論
と
の
整
合
性
を
重
視

す
る
説
で
あ
る
。

同

同
の
論
者
は
〈
義
務
引
受
け
の
法
理
V
を
基
礎
と
し
て
警
察
関
係
の
類

型
を
考
察
し
「
義
務
の
も
の
さ
し
は
信
頼
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
地
方
公
共
団

体
と
個
人
の
関
係
が
警
察
保
護
に
対
す
る
個
人
の
正
当
な
信
頼

(
Y
E
r
z
o

s--出ロ
2)
を
作
出
し
た
場
合
に
は
義
務
を
引
受
け
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
」

と
す
る
(
伊
丹

gAH)。
そ
こ
で
問
題
は
、
具
体
的
な
タ
i
ム
に
よ
っ
て
こ
の
信
頼

を
生
じ
さ
せ
る
要
素
と
な
る
地
方
公
共
団
体
と
個
人
と
の
相
互
作
用
を
定
義
す

る
こ
と
に
な
る
が
、

論
者
は
、

地
方
公
共
団
体
の
行
為
に
つ
い
て
は

ω特
定

性
の
要
因
(
田
宮
丘
四
日
門
戸
ミ

E
2
0
H
)
及
び
日
川
堅
固
性
の
要
因
(
凹

o--LHqpng円
)

の
概
念
を
設
定
す
る
。

ωは
保
護
の
保
証
を
特
定
の
個
人
に
対
し
て
与
え
る
必

要
が
あ
る
か
ま
た
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
よ
り
一
般
的
な
言
明
も
ま
た
義

務
を
生
じ
さ
せ
る
の
か
の
問
題
で
、
仰
は
保
証
の
具
体
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
(
巳

g叶
1
2
5。
こ
れ
に
対
応
す
る
個
人
の
行
動
と
し
て
は
、
①
警
察
保
護

を
信
頼
し
て
新
た
な
危
険
に
身
を
さ
ら
す
、
②
他
の
保
護
手
段
を
講
ず
る
の
を

や
め
た
、
③
警
察
を
信
頼
し
て
危
険
な
状
態
に
身
を
置
い
て
い
る
、
と
い
う
三

類
型
の
も
の
を
想
定
す
る
(
回
同

SN)。
以
上
の
説
明
は
判
例
の
分
析
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
概
念
で
、
本
稿
の
い
う
加
担
・
寄
与
型
の
類
型
に
典
型
的
に
妥
当
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
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目
前
回
事
件
も
従
来
の
判
例
理
論
の
枠
内
で
救
済
で
き
る

も
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
地
方
公
共
団
体
は
不
行
為
(
宮
田
口
丘
O

ロ
)
を
理
由
と
し
て
責
任
を
免
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
こ
の
不
当
な
結
果
は
、
警
察
が
個
人
の
苦
境
を
認
識
し
て
い
る

場
合
に
は
合
理
的
に
行
為
す
る
と
い
う
黙
示
の
保
証
を
与
え
た
も
の
と
み
な
す
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こ
と
に
よ
っ
て
回
避
で
き
よ
う
」

(
E
2
5
0
ま
た
「
犯
罪
の
被
害
者
に
補
償

を
与
え
か
っ
改
善
の
刺
激
と
な
る
よ
う
に
ネ
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
警
察
実
務
を
公

衆
に
知
ら
せ
る
機
会
を
多
く
す
る
た
め
に
も
、
不
十
分
な
警
察
保
護
に
対
す
る

地
方
公
共
団
体
の
不
法
行
為
責
任
の
分
野
を
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
義

務
不
存
在
ル
l
ル
(
出
0
・L
ロ
ミ

z-。
)
を
全
廃
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
れ
を
実

行
に
移
す
最
も
現
実
的
な
方
法
は
、
個
人
に
対
し
て
特
定
的
で
継
続
的
な
危
険

を
警
察
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
危
険
に
対
す
る
十
分
な
警
察
保
護
を
与

え
る
警
察
の
保
証
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
警

察
の
認
識
は
、
現
在
、
警
察
の
保
証
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
特
定
性
及
び
堅
固

性
の
要
件
を
充
た
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
責
任
を
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
:
:
:
義
務
の
存
在
を
個
人
と
警
察
の
特
定
の
相
互
作
用
に

か
か
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
(
丘
町

H
A
H
E
m
-傍
点
筆
者
一
。

こ
の
説
は
、
加
担
・
寄
与
型
一
の
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
と
個
人
の
対

応
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
広
義
の
執
行
・
実
行
行
為
型
の

Emm
事
件
に
対
し
て
、
加
担
・

寄
与
と
同
価
値
の
場
合
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
た
め

に
、
執
行
・
実
行
行
為
型
に
特
殊
の
責
任
要
素
(
行
政
の
存
在
意
義
・
理
由
)
を

判
断
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
や
行
政
の
種
類
・
類
型
に
応
じ
た
市
民
の
信
頼
の
個

性
を
問
題
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
不
十
分
さ
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
警
察
と
い
う
行
政
類
型
の
性
格
を
義
務
の
基
礎
に
据
え
る
の
が
∞

Z
3

で
あ
る
。

同

(
4
)
 

凶

ω宮
古
は
力
(
苦
君
。
円
)
|
|
特
定
の
取
引
又
は
状
況
に
お
い

て
、
人
々
の
運
命
を
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
向
に
さ
ま
ざ
吉
一
な
形
態

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
行
使
す
る
物
理
力
及
び
能
力
l
|
の
概
念
を
基
軸
に
据
え
、

一
方
当
事
者
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
取
引
上
の
優
越
が
あ
る
場
合
に
は
、
効
率

性
の
要
素
と
人
道
主
義
的
関
心
の
要
素
を
加
え
た
理
由
に
基
づ
い
て
責
任
が
認

め
ら
れ
る
と
し
た
上
で
、
効
率
性
に
片
寄
っ
た
責
任
の
判
断
に
結
び
つ
く
社
会

的
便
益
と
費
用
の
評
価
を
前
提
に
す
れ
ば
、
人
道
主
義
的
要
素
と
公
子
の
考
慮

に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
が
よ
り
説
得
的
な
結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
と
す

る
(
同
ロ
可
。
含
口
2
0
P
M
H
t
!当
)
。
何
回
ωω

事
件
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
-
評
価

を
す
る
。
「
こ
れ
ら
の
ケ
l
ス
に
お
け
る
中
心
的
な
問
題
は
、
基
本
的
に
、
政
府
は
そ

の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
た
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
州
が
歴
史

的
に
効
果
的
な
物
理
カ
の
行
使
を
独
占
し
て
い
る
領
域
で
、
か
っ
、
市
民
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
る
時
に
は
警
察
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
人
々
が
期
待

す
る
よ
う
な
文
化
的
背
景
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
問
題
は
決
定
的
に
中
止
さ

れ
る
。
市
民
の
側
に
明
ら
か
な
信
頼
が
あ
る
上
に
、
警
察
が
物
理
カ
を
所
持
す

る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
重
要
な
依
存
も
存
在
す
る
。
実
際
に
独

占
物
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
る
使
用
可
能
な
力
に
対
す
る
直
接
の
コ
ン
ト
ロ
l

ル
カ
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
力
が
義
務
の
源
泉
で
あ
る
。
建
物
の
修
理
を
し
な
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い
と
い
う
ケ
l
ス
(
月

E
Z
-
事
件
と
思
わ
れ
る

i
|筆
者
注
)
で
政
府
に
責

任
を
課
し
て
お
き
な
が
ら
、
本
件
に
お
い
て
政
府
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は

逆
に
そ
の
現
実
に
反
し
て
い
る
。

競
合
す
る
警
察
力
を
供
給
す
る
と
い
う
理
論
上
の
動
機
づ
け
を
与
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
正
義
に
関
す
る
コ
ミ
ュ

l
ニ
テ
ィ
の
感
覚
を
考
え
る
と
呂
田
由
型

の
結
論
は
お
そ
ら
く
拒
絶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
特
定
の
保
護
を
求
め
る
訴
え
に
対

す
る
警
'M
宗
の
拒
絶
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
判
明
し
た
時
、
殺
人

(4)・完

傷
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
日
常
的
に
浴
び
せ
ら
れ
て
す
で
に
恐
怖
を
抱
い
て
い
る
公

衆
の
態
度
に
対
し
、
こ
の
判
決
の
影
響
力
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

河
町
ω

の
請
求
は
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
怠
っ
た
と
い
う
こ
と
で

ニューヨーク州における不作為賠償責任

は
な
く
て
、
特
定
化
さ
れ
た
危
険
に
応
じ
な
い
と
い
う
意
識
的
な
選
択
に
関
す

る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
は
強
調
し
て
お
く
価
値
が
あ
ろ
う
」
(
巳

50)
ま

た
、
こ
れ
に
対
す
る
行
政
費
用
も
小
さ
い
(
巳

gH)
の
で
あ
る
。

ω宮
]
u
o

の
説
く
と
こ
ろ
は
、
効
率
性
と
い
う
要
素
と
人
道
主
義
的
要
素
・

公
正
・
正
義
の
観
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
得
性
と
い
う
要
素
を
不
法

行
為
法
の
役
割
に
取
り
込
ん
だ
。
こ
の
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
や
は
り
「
特
定
化
さ
れ
た
危
険
」
の
内
容
を
、
具
体
的
状
況
を
設
定
し
た

上
で
、
警
察
の
権
限
・
手
段
・
資
源
の
利
用
可
能
性
と
個
人
の
対
応
・
損
害
回

避
措
置
と
い
う
観
点
か
ら
類
型
化
す
る
必
要
性
は
否
定
し
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
各
説
と
も
不
作
為
賠
償
責
任
の
問
題
を
解
明
し
え
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
が
、
責
任
拡
大
の
方
向
で
問
題
を
考
え
る
点
で
は
一
致
し
て
い

る
。
次
に
は
、
裁
判
所
自
身
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
紹
介
す
る
。

二
、
回
Eω

事
件
の
傍
論

(
u
g
z
.
Jへ・

ω・
M
《目印
g
w
印叶∞
l

可
申
)

「
最
後
に
、
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
我
々
は
す
ぐ
れ
た
裁
判
官
に
よ
っ

て
表
明
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
哲
学
を
忘
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち

「
我
々
の
法
か
ら
政
府
免
責
の
す
べ
て
の
残
骸
を
取
り
除
く
時
が
来
た
」

2
2
8

2
ロ己ロ
m
D
H
U
-
E
Cロ
C
H
U
2
2
0口《
Y
(
U
F
-
h
w
5
F向。

q
r白
〈
・
円
い
同
門
司

C『

〉

B
2
2
缶
百
w
5
z・
Jへ
-
N
門H
E
P
E
Y
N印
E
Z・
J円・

ω・
日
仏
印

8
・
g
p

N
O
品

Z
・開
-

N

《同町

8
・
8
∞
・
∞
右
足
可
ま
た
、
行
政
一
の
最
低
基
準
に
達
し
な
い

不
十
分
な
資
金
・
資
源
の
配
分
か
ら
損
害
が
生
じ
る
範
囲
に
お
い
て
、
公
務
員

は
行
政
を
改
善
す
る
か
、
被
害
者
に
補
償
を
与
え
る
コ
ス
ト
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
宇
佐
田

3
2ロ
問
。
-
v
E
5ロ
え
民
自
己
ロ
m
u
H
W
E
H
C
ω
由
〈
-

c
q
o同
Z
O唱

Jへ
2
F
N
N
Z・
J「・

N
L
印
叶
タ
凶
器

Z
・
J円・

ω・
M
L
∞
SU

M品。

z
・開・

M
L
∞
g
w
切
口
市
円
白
)
。
こ
の
合
理
性
は
本
件
の
事
実
審
裁
判
所
に
よ

っ
て
考
慮
さ
れ
、
実
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
十
分
な
警
察
力
を
供
給
す
る
と
い
う
経
済
的
負
担
は
、
不
十
分
な

保
護
に
さ
ら
さ
れ
る
被
害
者
の
苦
痛
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
重
要
性
の
小
さ
い

も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
そ
う
し
た
負
担
が
引
受
け
ら
れ
る
べ
き
「
潮
時
」
で

あ
る
。
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研究ノート

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
少
数
意
見
が
こ
の
州
の
法
に
な
る
時
が
来
る
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
在
の
法
で
は
な
い
。
」

こ
の
よ
う
な
見
解
が
回

gm
事
件
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
学
説
・
判
例
の
態
度
か
ら
、
今
後
、

E
Z
型
の
ケ
l
ス
に
つ
い
て

は
賠
償
責
任
が
認
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
予
測
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
不
作
為
賠
償
責
任
の
拡
大
傾
向
に
あ
る
我
国
と
軌

を
一
に
し
て
い
る
。
我
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
の
基
調
は
、
国
家
賠
償
法

の
被
害
者
救
済
機
能
を
前
面
に
押
し
出
し
、
反
射
的
利
益
論
の
克
服
と
裁
量
収

縮
論
の
採
用
と
い
う
も
の
で
あ
っ
(
足
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
問
題
解
決
の
手
法

が
、
我
国
の
そ
れ
と
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

国
家
賠
償
制
度
の
被
害
者
救
済
機
能
・
資
源
配
分
機
能
・
行
為
規
範
設
定
機
能

と
い
う
札
臨
の
う
ち
、
我
国
と
比
べ
て
行
為
規
範
設
定
機
能
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
、
第
こ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
加
担
・
寄
与
型
、
執
行
・

実
行
行
為
型
、
結
果
型
と
い
う
類
型
を
区
別
す
る
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
り
、

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
賠
償
責
任
を
課
す
場
合
に
は
、
行
政
の
効
率
性
を
促

進
す
る
な
い
し
は
あ
る
べ
き
行
政
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
を
与
え
る
と
い
う
行

政
統
制
の
思
考
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
第
三
は
、
賠
償
責
任
を
課
す
場
合

に
、
行
政
の
引
受
け
る
べ
き
義
務
の
射
程
内
に
入
れ
る
べ
き
か
の
議
論
を
し
た

上
で
、
損
害
賠
償
額
を
行
政
の
コ
ス
ト
の
問
題
と
し
て
合
理
的
に
処
理
し
よ
う

と
い
う
考
え
方
を
明
示
的
に
判
例
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

』
う
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
流
の
問
題
の
解
決
の
方
法
は
「
わ
が
国
法
の
運
用

に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
」

一
郎
「
ア
メ
リ
カ
責
任
法
の
一
断
面
」
(
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
現
代
的
展
開
2
・

統
治
構
造
』
所
収
・
一
九
七
八
〉
一
三
三
一
頁
|
|
本
稿
と
論
述
の
対
象
は
異
な

る
が
ド
イ
ツ
的
な
論
理
体
系
の
中
に
ア
メ
リ
カ
的
な
官
民
与
の
思
考
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
評
価
す
る
)
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
以
上
の
学
説
を
踏
ま
え
た
上
で
不
作
為
賠
償
責
任
一
般
に
一
関
連
し

て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
一
の
問
題
は
「
不
作
為
に
よ
る
不
法
行
為
」
は
、
従
来
の
「
職
務
を

行
な
う
に
つ
い
て
」
、
違
法
、
故
意
・
過
失
、
因
果
関
係
に
関
す
る
議
論
を
前

提
と
す
れ
ば
、
国
家
賠
償
法
上
ど
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
う
る
か
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。「
職
務
を
行
な
う
に
つ
い
て
」

の
中
に
、
作
為
の
ほ
か
不
作
為
も
含
ま

れ
る
か
、
の
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
肯
定
さ
れ
る
の
が

(
7
)
 

一
般
で
あ
る
。
行
政
の
行
為
が
法
規
範
か
ら
導
か
れ
る
の
が
行
政
法
の
特
色
だ

か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

川
違
法
と
故
意
・
過
失
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
民
法
学
の
分
野
で
活
発
に

論
じ
ら
れ
て
お
り
、
沢
井
教
授
の
分
類
に
よ
れ
匂
伝
統
的
二
元
説
に
対
す
る

一
元
説
|
|
仲
新
受
忍
限
度
論
(
野
村
好
弘
教
授
)
帥
新
過
失
論
(
平
井
宜
雄

(
雄
川

北法33(4・180)1218



教
授
)
付
新
類
型
論
(
石
悶
穣
教
授
)
刷
新
違
法
論
(
前
田
達
明
教
授
)
|
|

の
批
判
が
台
頭
し
、
こ
れ
ら
の
学
説
に
対
し
て
は
新
二
元
説
|
|
判
具
体
的
過

失
論
(
柳
沢
弘
士
教
授

)ω
思
考
便
宜
論
(
幾
代
通
教
授
)
!
ー
か
ら
の
再
反

論
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
平
井
教
授
の
主
張

さ
れ
る
新
過
失
論
は
、
「
権
利
侵
害
か
ら
違
法
性
へ
」
の
論
議
は
「
権
利
侵
害
」

要
件
を
利
益
一
般
に
拡
大
し
た
時
点
で
使
命
を
終
え
、
そ
の
結
果
、
不
法
行
為

(4)・完

責
任
要
件
は
過
失
に
尽
き
、
こ
の
過
失
は
「
損
害
回
避
義
務
違
反
行
為
」
で
あ

る
、
と
す
る
も
の
で
あ
{
日
。
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
「
『
過
失
』
と
は
実
は
一

(
叩
)

種
の
不
作
為
に
よ
る
不
法
行
為
」
(
傍
点
本
文
)
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
不
作

為
の
不
法
行
為
は
従
来
の
不
法
行
為
法
の
体
系
上
に
難
な
く
体
系
化
さ
れ
る
。

こ
の
平
井
説
、
が
、
判
例
分
析
に
基
づ
く
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ニューヨーク州における不作為賠償責任

国
家
賠
償
法
の
分
野
に
お
い
て
、
士
口
崎
判
事
は
二
一
万
説
の
立
場
を
と
り
「
違

法
な
結
呆
の
発
生
か
ら
、
公
務
員
に
抽
象
化
客
観
化
さ
れ
た
職
務
義
務
違
反
の

あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
公
務
員
に
故
意
・
過
失
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る

考
え
方
」
を
採
用
す
る
。

遠
藤
教
授
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
第
一
に
、
国
家
賠
償
法
に
お
い
て
は

「
違
法
性
」
の
概
念
を
維
持
す
る
特
別
の
理
由
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
不
作

為
的
不
法
行
為
類
型
に
お
い
て
は
「
違
法
性
」
及
び
「
故
意
・
過
失
」
が
統
一

的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
国
家
賠
償
法

一
条
の
文
言
の
他
に
、
公
権
力
の
行
使
に
よ
る
権
利
侵
害
は
直
ち
に
違
法
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
法
の
範
囲
内
か
ど
う
か
の
判
断
を
先
行
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
し
、
ま
た
、
国
家
補
償
法
は
適
法
行
為
に
も
と
づ
く
損
失
補
償
の
制
度
を
有

す
る
た
め
損
害
賠
償
法
に
つ
い
て
違
法
性
を
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
で

(ロ)

あ
る
、
と
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
危
険
管
理
責
任
型
の
不
作
為
事
例
で

は
、
不
作
為
の
違
法
の
基
準
が
燃
怠
の
大
き
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
実
質
的
判
断
が
過
失
の
判
断
と
異
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
か
ら
、

(
臼
)

と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
不
作
為
事
例
に
関
す
る
限
り
ご

元
的
理
論
構
成
を
国
家
賠
償
責
任
に
持
ち
込
む
こ
と
に
対
す
る
障
害
」
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
の
立
場
と
し
て
は
坑
在
の
と
こ
ろ
、
沢
井
説
の
説
く
二
元
説
に
賛
成
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
違
法
性
は
「
結
果
不
法
」
(
客
観
的
要
件
)

と
考
え
、
結
果
に
照
ら
し
「
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
作
為
・
不
作
為
」
の
容
態
を

考
え
、
こ
れ
を
被
告
が
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
し
、
故
意
・
過

失
は
「
行
状
不
法
」
(
被
告
に
課
せ
ら
れ
た
個
別
的
義
務
違
反
)
と
考
え
、
被

告
が
当
該
具
体
的
事
情
の
下
に
お
い
て
、
か
つ
行
為
時
点
で
判
断
し
、
可
能
で

あ
り
、
か
っ
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
容
態
に
反
し
た
こ
と
、
と
考

え
る
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
為
の
場
合
は
、
違
法
か
ら
故
意
・
過
失
を
推
定

す
る
と
い
う
判
断
過
程
を
と
り
、
不
作
為
の
場
合
は
故
意
・
過
失
と
違
法
性
の

判
断
は
一
体
不
可
分
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に

二
一
万
説
を
採
用
す
る
の
は
、
第
一
に
は
、
国
家
賠
償
法
一
条
の
文
言
、
第
二
に

北法33(4・181)1219
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は
、
違
法
牲
と
有
責
性
と
の
分
離
、
第
一
一
一
に
、
義
務
づ
け
訴
訟
に
お
け
る
違
法

性
と
の
整
合
性
と
い
う
主
と
し
て
体
系
上
の
理
由
で
あ
る
。
(
日
)

…
川
不
作
為
型
不
法
行
為
に
お
け
る
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
事
実
的
因

果
関
係
存
否
の
判
断
に
あ
た
っ
て
前
提
と
さ
れ
る
行
為
と
は
、
不
作
為
を
含
ま

(
げ
)

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
又
「
危
険
管
理
責
任
に
お
け
る
因
果
関
係
は
、
事

実
的
因
果
関
係
で
は
な
く
、
危
険
管
理
責
任
の
範
囲
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
と

の
関
連
に
お
け
る
被
侵
害
法
益
の
要
保
護
性
の
問
題
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
に
は
「
因
果
関
係
は
、
被
告
の
行
為
と
損
害
と
の
関
係
で
あ

っ
て
、
被
告
の

5
札
広

g
z
と
損
害
と
の
関
係
で
な
い
こ
と
は
無
論
で
あ

(
ぬ
)
る
」
と
い
う
見
解
は
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
。
確
か
に
「
日
間
口

m
g
B
が

(
M叫
)

損
害
を
惹
起
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
の
で
あ
る
が
、
不
作
為
型
不
法
行

為
理
論
の
特
徴
が
、
作
為
裂
不
法
行
為
に
お
け
る
事
実
的
閃
果
関
係
理
論
と
の

「
存
在
構
造
上
の
相
違
を
価
値
論
の
上
で
ど
こ
ま
で
乗
り
超
え
る
こ
と
が
で
き

(
剖
)

る
の
か
」
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
見
解
は
表
明
し
て
い
る
と
い
え
よ

ぅ
。
し
か
し
、
ま
た
、
因
果
関
係
の
問
題
を
す
べ
て
義
務
要
件
の
中
に
放
逐
す

る
こ
と
に
も
疑
問
が
あ
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
、
作
為
型
不

失襲

要:警
合同
/題
メ L

;5 
培五
ご董
う街
E 因
品i 果

5思
ちと
1 は
ち性
号質
ヒト を
。異

25 
三L る

と、と
損、は
害、い

と
の
条
件
関
係
官
E

F
『
テ
ス
ト
で
判
定
さ
れ
る
)
は
独
立
の
要
件
と
し
て

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
律
上
要
求
さ
れ
る

結
果
回
避
措
置
を
と
っ
た
と
し
て
も
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
因
果
関
係
が
な

(
辺
)

い
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
警
察
官
ナ
イ
フ
一
時
保
管
惚
怠
事
件
の
上
う
に
、

ナ
イ
フ
の
一
時
保
管
と
損
害
不
発
生
の
条
件
関
係
は
明
僚
に
認
め
ら
れ
た
後
、

第
三
者
の
行
為
は
こ
れ
を
中
断
す
る
か
(
ア
メ
リ
カ
法
で
い
う

E
P司
g
p
E

E
Z
2
3
5開

2
5
0
1
1
H
U
S
H
-
S
R
o
gロ
凹
ぬ
諭
に
体
系
化
さ
れ
る
」
と
い

う
論
点
は
、
因
果
関
係
の
問
題
と
し
て
論
じ
た
方
が
、
作
為
義
務
の
要
件
に
過

重
な
負
担
を
か
け
な
い
で
済
む
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
被
害
者
に
対
す

る
関
係
で
作
為
義
務
を
お
い
、
そ
れ
に
反
す
る
ゆ
え
に
被
害
者
に
対
す
る
関
係

で
不
作
為
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
先
行
し
て
は
じ
め
て
因
果
関
係
の
存

(
お
)

在
が
肯
定
さ
れ
る
」
と
は
い
え
る
が
、
「
因
果
関
係
の
判
断
が
違
法
性
判
断
の
中

(
M
)
 

に
す
で
に
先
取
り
さ
れ
、
と
り
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
は
判

例
一
般
に
は
い
え
な
い
(
先
の
警
』
祭
官
ナ
イ
フ
一
時
保
管
慨
怠
事
件
一
審

i
l

違
法
し
か
し
法
律
上
の
因
果
関
係
な
し
〉
と
思
わ
れ
る
し
、
解
釈
論
と
し
て
主

張
す
る
と
、
野
犬
幼
児
吹
死
事
件
の
よ
う
に
「
法
的
責
任
要
件
を
限
定
づ
け
る

機
能
を
大
幅
に
失
う
」
恐
れ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

同
第
二
の
問
題
は
、
い
か
な
る
場
合
に
作
為
義
務
が
発
生
す
る
と
考
え
る

べ
き
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

従
来
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
①
生
命
・
財
産
に
対
す
る
高
度
の
危
険
が

切
迫
し
て
い
る
こ
と
、
②
規
制
権
限
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
著
し
く
不
合
理
で

あ
る
こ
と
が
通
常
人
の
目
に
明
ら
か
で
あ
り
、
③
と
る
べ
き
措
置
の
内
容
が
明

北法33(4・182)1220



確
で
あ
っ
て
さ
ほ
ど
困
難
を
伴
わ
な
い
場
合
に
は
、
積
極
的
な
加
功
に
等
し
い

(
お
)

と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
か
、
①
発
生
し
た
被
害
が
社
会
的
要
因
に
よ

る
も
の
で
、
被
害
者
個
人
の
責
任
に
お
い
て
負
担
さ
せ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
酷

な
不
測
の
損
害
で
あ
り
、
②
行
政
側
に
と
っ
て
、
被
害
発
生
の
予
知
が
で
き
、

か
っ
注
慈
す
れ
ば
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
り
、
③
被
害
者

側
に
は
、
損
害
発
生
を
自
力
で
防
止
す
る
有
効
な
手
段
が
存
在
せ
ず
、
被
害
者

側
の
資
刀
・
能
力
で
は
被
害
の
防
止
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
、
と
い
っ
た

事
情
の
あ
る
場
合
に
、
な
お
行
政
庁
が
規
制
権
限
の
行
使
を
怠
っ
て
い
る
と
す

(4)・完

れ
ば
、
そ
の
不
作
為
に
違
法
性
を
認
め
、
か
っ
、
当
該
公
務
員
に
主
観
的
帰
責

(
初
)

事
由
を
帰
せ
し
め
て
も
酷
に
す
ぎ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
論
じ
ら

ニューヨーク州における不作為賠償責任

れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
件
が
人
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
よ
っ
て
結
果
責
任
に
も
つ
な

が
る
こ
と
は
千
葉
県
野
犬
幼
児
岐
死
乱
開
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
こ
で
も
加
担
・
寄
与
型
の
事
例
、
執
行
・
実
行
行
為
型
の
事
例
、

結
果
型
の
事
例
に
よ
る
分
類
が
有
益
だ
と
考
え
て
い
る
。
我
国
の
判
例
に
川
し

(
犯
)

て
簡
単
に
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ω
加
担
・
寄
与
型
の
事
例
と
は
、
事
故
の
発
生
に
対
す
る
行
政
の
加
担
・

寄
与
が
存
在
す
る
事
例
で
、
積
極
あ
る
い
は
消
極
的
に
事
故
発
生
の
契
機
(
危

険
)
を
作
出
な
い
し
増
大
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
広
義
で
は
、
行
政

の
行
為
(
許
可
等
)
が
介
在
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
糾
先
行
す
る
危
険

な
行
為
の
類
型
と
制
義
務
の
引
受
け
の
類
型
が
あ
る
。

付
先
行
す
る
危
険
な
行
為
の
類
型
こ
の
狭
義
の
例
と
し
て
、
①
旧
陸
軍
の

砲
抑
制
胤
発
車
問
、
②
土
地
区
画
整
理
事
業
仮
換
地
処
分
乱
問
、
が
あ
る
。
①
は

結
果
回
避
義
務
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
履
行
を
担
当
す
る
管
理
機
関
が
法
令

『

r
t
v
貯
の
場
合
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
色
の
存
す
る
事
件
で
、
一
審
は
「
危
険
発

生
の
原
因
を
作
り
出
し
た
当
事
者
と
し
て
の
国
」
の
作
為
義
務
か
ら
立
法
義
務

を
も
導
き
出
す
と
い
う
手
法
で
問
題
を
解
決
し
た
が
、
こ
の
立
法
の
不
作
為
は

政
治
問
題
で
裁
判
所
の
判
断
外
の
事
項
で
あ
る
、
と
い
う
古
崎
判
事
の
批
判
が

あ
っ
(
問
。
二
審
は
、
こ
の
問
題
を
回
避
し
「
危
険
物
の
所
有
者
た
る
国
」
と
い

(明ご

う
構
成
を
採
用
し
た
が
、
遠
藤
教
授
の
批
判
が
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
原
初
的
原
因
が
国
家
自
身
に
あ
る
事
例
で
あ
る
か
ら
今
後

か
か
の
不
法
行
為
責
任
と
し
て
問
題
を
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
②
の
場
合

は
、
行
政
が
危
険
性
を
創
出
し
た
上
に
除
去
権
限
が
法
律
上
明
示
的
に
規
定
さ

れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
最
初
の
最
高
裁
の
認
容
例
が
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
事

情
の
下
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
及
び
不
法
占
拠
者
に
対
す
る
民
事
訴
訟

と
い
う
他
の
と
り
う
る
手
段
の
存
す
る
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
、
は
指
摘
す
る
価

値
が
あ
ろ
う
。
本
件
の
射
程
距
離
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
と
い
う
意

見
の
対
立
は
見
ら
れ
た
が
、
結
論
自
体
に
対
す
る
反
対
説
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
広
義
の
例
に
該
当
す
る
の
は
一
連
の
ス
モ
ン
病
事
件
で
あ

る
。
こ
の
事
件
の
特
色
は
、
行
政
が
危
険
を
積
極
的
に
作
出
な
い
し
は
増
大
さ

北法33(4・183)1221

せ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
又
法
律
上
の
権
限
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
で
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あ
る
。
こ
こ
で
、
法
の
不
備
自
体
は
当
然
の
言
訳
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
代

行
政
が
行
政
指
導
を
は
じ
め
公
表
・
協
定
・
約
束
等
の
行
政
手
段
を
組
み
合
わ

せ
て
活
動
し
て
い
お
以
上
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
先
行
行
為

が
失
敗
し
た
と
き
に
は
失
敗
を
回
復
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ω義
務
同
引
受
け
の
類
型
こ
の
類
型
は
さ
ら
に
川
役
務
の
提
供
又
は
保
護

型
と
同
危
険
人
物
の
引
受
け
型
に
分
け
ら
れ
る
。
適
切
な
例
は
見
あ
た
ら
な
い

(
お
)

が
、
川
に
つ
い
て
は
高
知
廃
ビ
ニ
ー
ル
事
件
、
同
に
つ
い
て
は
警
察
官
ナ
イ
フ

一
時
保
管
傑
怠
事
件
、
が
あ
る
。

川
に
つ
い
て
は
行
政
の
行
為
を
信
頼
し
て
他
の
と
り
う
る
手
段
を
と
ら
な
か

っ
た
場
合
が
狭
義
の
例
で
あ
る
。
高
知
廃
ビ
ニ
ー
ル
事
件
に
対
し
て
は
、
法
律

上
の
権
限
か
ら
す
る
一
ル
別
と
被
害
者
自
ら
損
害
一
回
回
避
を
す
べ
き
場
合
で
あ
る
こ

と
を
理
由
と
す
る
品
燃
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
自
ら
が
必
要
性
を
認
識
し

て
義
務
を
引
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
国
家
賠
償
法
上
、
法
律
上
の
権
限
行
使

の
裁
量
・
権
限
の
存
否
と
い
っ
た
問
題
は
、
賠
償
責
任
を
課
す
妨
げ
に
な
ら
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
行
政
が
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
を
引
受
け
、

不
十
分
な
が
ら
実
行
し
て
い
る
事
情
の
も
と
で
、
被
害
者
に
対
し
「
自
ら
の
漁

場
は
自
ら
の
手
で
守
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
に
負
え
な
い
と
こ
ろ
に
限
つ

(
却
)

て
行
政
の
助
け
を
借
り
る
べ
き
で
あ
る
」
「
行
政
の
や
る
べ
き
こ
と
は
、
事
実

認
定
に
あ
る
よ
う
に
対
策
協
議
会
を
組
織
し
た
り
、
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
費
用
負
担
は
せ
い
ぜ
い
融
資
の
あ
っ
せ
ん

(
岨
)

ま
で
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
期
待
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
の
問
題
が
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あ
る
。同
の
例
は
、
執
行
・
実
行
行
為
型
の
例
と
し
て
分
類
す
る
の
が
適
切
と
感
ぜ

ら
れ
る
が
、
他
に
例
が
な
い
た
め
こ
の
類
型
で
説
明
す
る
。
こ
の
類
型
で
は
、

人
物
の
危
険
性
が
作
為
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
。
本
件
の
場
合
は
、
被

告
は
前
科
二
三
犯
(
う
ち
懲
役
刑
二
ハ
犯
〉
で
、
酪
町
し
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
二
二
条
違
反
と
な
る
ナ
イ
フ
で
一
・
二
審
の
判
断
で
は
脅
迫
罪
該
当

の
、
最
高
裁
の
判
断
で
は
「
脅
迫
罪
に
も
該
当
す
る
よ
う
な
危
険
な
」
行
為
を

し
た
た
め
警
察
署
に
連
行
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
日
常
的
な
調
査
義
務
を
尽
く
し

て
い
た
な
ら
ば
こ
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
「
同
人
に
帰

宅
を
許
す
以
上
少
な
く
と
も
同
法
二
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
件
ナ

イ
フ
を
提
出
さ
せ
て
一
時
保
管
の
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
」
(
最
高

裁
)
と
思
わ
れ
る
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
淡
路
警
察
署
長
が
「
同
夜
大
阪

経
済
大
学
で
内
ゲ
パ
が
あ
り
、
機
動
隊
の
出
動
を
要
請
す
る
な
ど
で
宿
直
責
任

者
が
気
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
申

告
し
て
き
た
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
」
と
い
う
新
聞
談

{
引
)

話
を
発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
た
ま
た
ま
今
回
の
例
で
は
適
正

な
職
務
執
行
を
怠
っ
た
本
稿
の
い
う
執
行
・
実
行
行
為
裂
の
事
例
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
特
に
ス
ナ
ッ
ク
の
(
位
}

経
営
者
が
「
暴
力
追
放
の
た
め
に
協
力
し
た
の
に
・
:
:
」
と
憤
慨
し
て
い
る



こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
犯
罪
防
止
に
協
力
し
た
こ
と
が
仇
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
事
例
で
警
察
が
何
の
措
置
も
と
ら
な
い

と
な
る
と
、
銃
万
法
二
四
条
の
二
第
二
項
の
活
用
は
、
警
職
法
五
条
と
合
わ
せ

て
読
む
と
、
著
し
く
狭
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
自
力

救
済
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
我
闘
の
法
体
制
か
ら
み
れ
ば
「
札
幌
の

ス
ス
キ
ノ
を
は
じ
め
飲
食
庖
数
千
軒
を
擁
す
る
盛
り
場
で
は
酔
払
い
か
ら
ナ
イ

(
必
)

フ
を
と
り
上
げ
」
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
条
件
関
係
は
明

ら
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
相
当
な
因
果
関
係
」
と
い
え
る
か
、
が
本

(4)・完

件
で
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
一
審
は
「
予
見
可
能
性
」
な
し
、
二
審
・
最
高

裁
は
あ
り
、
と
す
る
。
一
審
は
事
故
の
原
因
は
第
三
者
に
あ
る
か
ら
と
し
て
、

ニューヨーク州における不作為賠償責任

二
審
は
第
三
者
の
行
為
が
事
故
の
決
定
的
原
因
で
な
い
か
ら
、
と
す
る
。
遠
藤

教
授
は
「
被
害
者
自
ら
い
さ
さ
か
の
不
安
を
感
ず
る
こ
と
も
な
く
、
潜
を
飲
ま

せ
続
け
て
い
た
の
に
、
そ
の
一
時
間
前
に
本
件
傷
害
に
つ
い
て
予
見
可
能
性
が

あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
『
結
果
か
ら
回
顧
的
に
考
え
た
も
の
』
と
し
て
も
、
フ

(
叫
)

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
域
を
こ
え
て
い
る
」
と
す
る
。
本
稿
と
し
て
は
、
ま
ず
、
予
見

可
能
性
は
恥
仲
亭
骨
b
め
が
か
J
V
か
か
わ
ん
γ
F
h
h
い
と
い
う
の
が
不
法
行
為
法

の
態
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
や
は
り
二
審
の
い
う
よ
う
に
事
故
発
生
の

可
能
性
は
あ
っ
た
、
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
執

行
・
実
行
行
為
型
で
責
任
を
認
め
る
べ
き
な
の
は
公
平
の
観
念
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ふ
だ
ん
通
り
職
務
を
行
な
っ
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
事
故
は
生
じ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
こ
そ
、
社
会
に
有
用
で
あ
る
行
政
か
ら
生
じ
た
偶
然

の
損
失
に
対
し
て
は
社
会
全
体
で
負
担
す
る
と
い
う
考
え
が
妥
当
す
る
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
執
行
・
実
行
行
為
型
の
事
例
と
は
、
行
政
が
既
に
決
定
し
た
政
策
判
断

の
執
行
・
実
行
段
階
の
ミ
ス
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
例
で
、
行
政
自
身
が
必

要
と
考
え
て
い
る
損
害
回
避
義
務
が
論
点
に
な
っ
て
お
り
、
か
っ
、
通
常
は
事

故
を
未
然
に
防
止
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
、
た
ま
た
ま
当
事
例
で

適
正
な
職
務
執
行
を
怠
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ

る
。
広
義
で
は
、
資
金
を
か
け
れ
ば
事
故
防
止
が
可
能
と
評
価
さ
れ
る
事
例
で

あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
前
で
論
じ
た
警
察
官
ナ
イ
7

一
時
保
管
悌
怠
事
件
で
説

明
し
た
と
こ
ろ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
他
に
飼
犬
少
女
岐
傷
車
問
、
工
場

物
品
搬
出
者
不
逮
捕
事
件
が
あ
る
。

出
結
果
型
の
事
例
と
は
、
行
政
に
よ
る
結
果
回
避
措
置
が
事
実
上
不
可
能

あ
る
い
は
結
果
回
避
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
も
事
故
の
発
生
は
不
可
避
で
あ
る

事
例
で
、
因
果
関
係
が
不
在
あ
る
い
は
遠
い
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
し
か
し
、
因
果
関
係
の
論
点
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
よ
り
も
、
反
射
的
利
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益
論
に
よ
る
義
務
不
存
在
(
行
政
の
守
備
範
囲
外
)
の
判
決
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
事
例
に
該
当
す
る
例
と
し
て
千
葉
県
野
犬
幼
児
吹
死
車
問
が
あ
る
。

一
審
で
は
、
事
故
発
生
地
区
及
び
野
犬
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
的
危
険
を
問
題

と
し
「
作
為
義
務
が
な
い
」
と
し
て
訴
え
を
棄
却
し
た
が
、
二
審
は
千
葉
県
全
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、
(
岨
)

体
及
び
野
犬
等
を
考
察
の
対
象
と
し
、
「
大
量
的
に
見
る
と
、
本
件
と
同
じ
よ

う
な
野
犬
等
に
よ
る
吹
致
死
傷
事
故
は
必
然
的
に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
っ

た
」
と
し
た
上
で
、
「
条
例
の
定
め
る
目
的
を
実
現
す
る
の
に
遺
漏
が
な
い
よ

う
に
さ
え
す
れ
ば
」
結
果
発
生
を
防
止
で
き
た
と
す
る
と
こ
ろ
に
作
為
義
務
違

反
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
「
お
よ
そ
現
実
の
可
能
性
と
は
か
け
は
な
れ
た
給

(
岨
)

果
責
任
を
説
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
は
「
そ
の
こ
と
自
体
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
」
く
、
「
被
害
者
救
済
制
度
が
完
備
し
て
い
な
い
実
情
を
も
考
慮
す
れ
ば
、

実
質
的
に
は
そ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
に
そ
の
機
能
が
期
待

(
開
)

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
秋
山
教
授
の
見
解
が
あ
る
。

ηベリ

害
者
救
済
制
度
と
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
、
直
接
的
に
は
、
救
済
制
度
の
あ
る

分
野
で
は
道
義
的
非
難
の
対
象
と
な
る
具
体
的
作
為
義
務
で
判
断
し
、
欠
け
て

」
の
見
解
に
関
連
し
て
、
第
三
の
問
題
は
、
旧
同
家
賠
償
法
と
各
種
の
被

い
る
場
合
に
は
抽
象
的
作
為
義
務
で
足
る
と
し
結
果
論
的
な
解
釈
操
作
を
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
故
意
の
犯
罪
に
よ
る

死
亡
・
重
障
害
者
に
対
し
て
国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
1

1
犯
罪
被
害
者

等
給
付
金
支
給
法
|
ー
が
一
九
八

O
年
四
月
二
一
二
日
に
成
立
し
、
一
九
八
一
年

(
日
)

一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
今
後
具
体
的
作
為
義

務
で
判
断
し
、
食
品
等
の
場
合
は
、
抽
象
的
義
務
で
足
り
る
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
は
、
被
害
者
救
済
の
理
念
が
ス
ト
レ
ー
ト
に

義
務
の
抽
象
度
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
構
成
は
や
は
り
疑
問
が
あ
り
、
少
な

く
と
も
「
救
済
制
度
が
な
い
以
上
事
前
の
事
故
防
止
に
万
全
の
措
置
を
と
る
べ

き
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
高
度
の
注
意
義
務
が
諜
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
解
釈
論
的

態
度
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

凶
最
後
に
、
国
家
賠
償
法
の
政
治
的
機
能
の
問
題
に
注
意
を
払
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
最
近
、
国
家
賠
償
法
の
事
件
と
し
て
登
場
す
る
も
の
の
中
に

は
、
名
古
屋
新
幹
線
訴
訟
、
大
阪
空
港
訴
訟
等
、
行
政
政
策
・
制
度
・
運
営
の

仕
方
の
適
否
を
争
点
と
す
る
平
井
教
授
の
い
う
「
政
策
志
向
型
」
訴
訟
が
地
加

し
、
差
止
め
・
義
務
づ
け
の
請
求
と
並
ん
で
賠
償
請
求
が
主
張
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
「
違
法
性
」
の
相
違
が
強
調
さ
れ
、
特
に
行
為
規
範
を
奪
わ
れ

た
、
被
害
者
救
済
の
み
を
強
調
す
る
固
賠
法
の
理
論
が
採
用
さ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
の
争
点
を
不
必
要
に
笈
小
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
思
考
は
、
事
故
が
発
生
し
、
政
治
化
し
た
市
民
が
運
動
を
形
成
し
、
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そ
れ
が
訴
訟
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
我
国
社
会
の
「
異
常
事
態
ー

を
被

害
者
救
済
の
名
の
下
に
金
銭
に
よ
っ
て
「
正
常
化
す
る
」
と
い
う
発
想
に
結
び

っ
き
か
ね
な
い
、
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
で
は
な
い
に
し
ろ
善
意

の
被
害
者
救
済
の
理
念
が
こ
う
し
た
政
治
的
機
能
を
果
た
す
恐
れ
は
あ
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
反
対
に
、
市
民
の
側
に
お
け
る
「
天
皇
陛
下
万
歳
を
福
祉

国
家
万
歳
に
い
い
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
国
民
意
識
が
国
家
に
寄
せ
る
信
頼
・
期

(
出
)

待
の
心
情
の
ほ
ど
を
物
話
っ
て
あ
ま
り
あ
る
と
い
え
る
」
と
い
う
遠
藤
教
授
の



指
摘
も
こ
の
見
地
か
ら
検
討
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。

差
止
め
・
義
務
づ
け
・
損
害
賠
償
訴
訟
の
合
理
的
な
位
置
土
問
を
事
前
手
続

を
も
含
め
た
パ

l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
で
体
系
化
す
る
必
要
性
が
感
ぜ
ら
れ
る
が
、

な
お
、
将
来
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(4)・完

ハ
1
)

民
事
不
法
行
為
法
の
分
野
で
は
、
横
の
類
型
化
、
縦
の
類
型
化
と
い
う

方
法
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
一
郎
「
不
法
行
為
の
類
型
化
の
意

義
」
(
『
私
法
』
四
一
号
・
一
九
七
九
)
一
六
八

i
一
六
九
頁
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
発
表
の
討
論
は
、
二

O
三

l
二

O
六
頁
。
「
類
型
化

論
」
の
基
礎
研
究
に
つ
い
て
は
、
篠
田
四
郎
「
私
法
に
お
け
る
類
型
論

ー
ー
そ
の
基
礎
研
究

l
l付
同
日
」
(
『
名
波
法
学
』
三

O
巻
二
号
・
一
九

八

O
、
三
号
・
四
号
・
一
九
八
一
)
参
照
。

(

2

)

「
社
会
全
体
が
地
方
公
共
団
体
の
機
能
(
答
察
保
護
)
か
ら
利
益
を
受

け
て
い
る
場
合
に
、
こ
の
機
能
を
十
分
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
発

生
し
た
損
害
が
社
会
的
に
分
散
さ
れ
ず
に
不
運
な
被
害
者
に
か
ぶ
さ
る
の

は
皮
肉
で
あ
る
」

Z
O
H
O
-
K
F
F白
ロ
可
「
何
回
〈
-
g
u
u
g
H
g
N・
考
え
方

の
基
底
に
は
、
こ
の
思
考
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
権
限
の
合
理
性
の
枠

内
で
物
事
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
本
文
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。

(
3
〉

]U・
、
叶
・
巧
8
m
m号
、
〉

2
-
8
2
E
H
U
B
O丘
2
〉
加
国
宮
田
件
。

c
Z
E
a

g
m
H
H
H
C
E広
告
仏

]Uロ
E
-
n
O田口
O
B
F同

2
0口問。回目白
H
H
n
p
H
H
F
o
u『・

。
r
-
F・』・

HCYHNAF(HU斗
由
)
は
、
裁
判
所
は
こ
の
後
二
者
の
主
要
な

社
会
的
目
標
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

(
4
〉
以
下
の
紹
介
は
い
さ
さ
か

ω
E匂
O

説
を
単
純
化
し
て
論
じ
た
も
の
で

ニューヨーク州における不作為賠償責任

あ
る
。
本
文
で
紹
介
す
る
℃
O
耳

2
の
概
念
の
他
に
、
同
0
2巳
q
L
r
c
U
P

U
-
白
ロ
旦
口
開
田
ロ
仏
自
由
ロ

0
5届
江
口
問
等
の
概
念
を
使
用
し
て
い
る
。

ω
r
E
V
0・、
H，
r
目
ロ
ロ
q

g
〉ロ
f
H
E
H
O円
山
口
口
片
山
口
口
参
照
。

(

5

)

最
近
は
、
こ
の
傾
向
に
疑
問
を
呈
す
る
説
も
で
て
き
た
。
遠
藤
博
也

「
行
政
過
程
に
関
す
る
判
例
の
検
討
」
(
『
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
上

今
村
成
和
教
授
退
官
記
念
』
所
収
・
一
九
八
一
)
二
八
四
頁
は
、
「
損
害
賠

償
法
上
の
作
為
義
務
と
行
政
法
上
の
作
為
義
務
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
、

両
者
が
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
前
者
を
い

わ
ば
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
者
救
済
の
要
請
に
こ
た

え
る
い
み
を
も
っ
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
損
害
賠
償
法
上
の
作
為
義

務
と
い
え
ど
も
、
行
政
に
と
っ
て
は
行
政
上
の
義
務
の
一
種
で
あ
り
、
危

険
回
避
義
務
の
前
提
と
な
る
予
見
可
能
性
、
結
果
回
避
措
置
の
可
能
性
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
関
避
措
置
の
法
的
根
拠
や
具
体
的
内
容

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

全
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
た
行
為
規
範
性
の
な
い
作
為
義
務
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

(

6

)

遠
藤
博
也
『
国
家
賠
償
法
上
巻
』
(
育
林
書
院
新
社
・
一
九
八
一
)
は

し
が
き
一
頁
。

(

7

)

古
崎
慶
長
『
国
家
賠
償
法
』
(
有
斐
閣
・
一
九
七
一
)
一
四
凶
頁
は
「
当

然
」
で
あ
る
と
す
る
。
刑
法
の
分
野
で
は
論
争
に
な
っ
て
お
り
、
身
体
的

動
作
説
・
有
意
行
為
説
・
目
的
的
行
為
説
の
間
で
争
い
が
あ
る
(
阿
部
純

二
「
不
作
為
は
行
為
か
」
(
『
刑
法
の
争
点
』
・
一
九
七
七
)
三
二
頁
〉
。
本
稿

と
し
て
は
、
有
意
行
為
説
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
社
会
的
行
為
論
l
l
j

行
為
と
は
「
社
会
的
に
重
要
な
人
間
の
態
度
」
で
あ
り
、
不
作
為
は
「
期
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研究ノート

侍
さ
れ
た
行
為
を
し
な
い
こ
と
」
と
し
て
社
会
的
に
志
味
の
あ
る
態
度
で

あ
る
l
|
の
立
場
を
採
用
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
期
待
」
と
は
法
規
範

の
要
請
の
こ
と
で
あ
る
が
行
政
の
行
為
は
法
規
範
の
要
求
と
離
れ
て
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
幾
代
教
授
は
行
為
を
「
そ
の
人
の

意
識
あ
る
挙
動
で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
は
「
行
為
と
は
、
不
法
行
為
責
任

を
負
わ
せ
る
か
否
か
と
い
う
法
的
日
北
側
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
」

(
幾
代
通
『
不
法
行
為
』
(
筑
摩
書
房
・
一
九
七
九
)
一
九
頁
)
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
説
は
刑
法
で
い
う
有
意
行
為
説
l
l
何
ら
か
の
怠
思
に
基
づ

く
身
体
的
挙
動
及
び
そ
の
結
果
|
|
に
該
当
し
、
従
っ
て
、
こ
の
説
に
対

す
る
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
不
作
為
は
た
し
か
に
何
も
し
な
い
と
い
う
意
思
は
あ
る
も
の
の
身
体

的
挙
動
、
し
た
が
っ
て
結
果
と
の
悶
果
関
係
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、
行
為

と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
(
阿
部
前
掲
論
文
三
二
頁
〉
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
法
は
行
為
概
念
に
つ
い
て
=
一
種
類
の
概
念
l
l
l

口
Oロ
r
S
S
E
-
E
m
h
O
2
2
5
5
F白
E
ロ
n
o
-
-を
有
し
て
い
る
。

理
論
上
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
可

-
H
d弓
田
口
問

2
5・
〉

n
t
o
g
s
ι

H
N
O
S
E
-
2
〉
開

m
W
5
2
C
C〈
日
ロ

g
o
E
C
E
S
日
三
句
ロ

z
t
O
R
2
3

『
C同
Z
Dロ同作曲印田口円
0
・
HH
戸
O可・

(ur--F・し『・

]
5
Y
H
O
N
ロ
c
z
h
(邑吋坦)。

(

8

)

沢
井
裕
「
不
法
行
為
法
学
の
混
迷
と
展
望
l
l
違
法
性
と
過
失
1
l
l」

(
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
一
ご
二
巻
一
一
号
・
一
九
七
九
)
七
二
頁
以
下
。

(

9

)

ニ
の
平
井
説
は
、
沢
井
前
掲
論
文
八
三
116
八
凶
頁
に
よ
っ
た
。

(

m

山
)
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
(
東
大
出
版
会
・
一
九
七
一
)
一
一
一

二
O
頁
。
判
例
分
析
よ
り
こ
の
命
題
を
抽
出
し
、
こ
の
こ
と
は
「
論
痩
か

に
は
『
過
失
』
が
『
違
法
性
』
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

物
語
る
」
(
傍
点
本
文
)
と
し
て
い
る
。

(
日
)
古
崎
前
掲
喜
一
五
三
頁
。
そ
の
根
拠
は
、
違
法
即
無
過
失
と
す
る

と
無
過
失
違
法
の
場
合
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
、
国
賠
法
一
条
が
過
失
責

任
主
義
を
と
る
こ
と
、
で
あ
る
。

(
ロ
)
遠
藤
前
掲
書
一
六
問
|
一
六
五
頁
。

(
日
)
遠
藤
前
掲
書
一
八
九
頁
。

(
M
H
)

遠
藤
前
掲
書
一
ー
ん
O
頁
。

(
日
以
)
沢
井
前
掲
論
文
九
O
l
九
一
一
氏
。

(
叩
山
)
林
田
清
明
「
グ
リ
ー
ン
の
保
護
目
的
・
保
護
範
囲
論
」
(
『
九
六
法
学
』

士
一
九
号
・
一
九
七
九
)
一
一
六
頁
は
、
「
グ
リ
ー
ン
の
因
果
関
係
は
、
被

告
の
行
為
が
原
告
の
受
け
た
損
害
に
寄
与
し
た
か
、
を
意
味
す
る
2

つ
ま

(
印
)

り
、
被
告
が
誰
か
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
被
告
の
行
為
と
生
じ
た
損

害
と
の
闘
の
事
実
的
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
、

そ
の
注
(
印
)
で
「
作
為
を
は
じ
め
不
作
為
を
も
含
む
」
と
紹
介
す
る
が
、

グ
リ
ー
ン
の
念
頭
に
あ
る
不
作
為
は
本
稿
の
扱
う
不
作
為
と
異
な
り
、
ア

メ
リ
カ
訟
で
も
通
常
ロ
C
口問。

E
白ロ

no
の
例
と
し
て
で
は
な
く

5
2・

r
g
mロ
2
の
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
望
月
礼
二
郎
「
ネ

グ
リ
ジ
ェ
ソ
ス
の
構
造
付
」
(
『
法
学
』
三
六
巻
凶
号
・
一
九
七
三
)
問
一
一
一

六
|
四
三
七
頁
の
不
作
為
の
二
種
類
参
照
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し

て
、
故
近
、
不
作
為
型
不
法
行
為
は
因
果
関
係
の
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
こ
の
見
地
か
ら
コ
モ
ン
ロ
ー
の
立
場
合
合
理
的
に
説
明
で
き

る
と
す
る
も
の
に
悶
・
〉
-
何
回
V
2
2
P
〉
吋

r
o
c
q
c同
ω同門戸ロ門戸
2
r
E
q
-

N
]
-
F
o
m・
ω
戸
丘
町
。
印
回
目

H-
一戸田由

ωοhp
が
あ
る
。
し
か
し
、
コ
モ
ン
ロ
ー

の
立
場
と
何
回
出

5
5
の
立
場
は
相
違
す
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
開
・
し
「
・
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(4)・完

者
巴
ロ
ユ
ダ

H
，
r
o
(
U
2
0
問
。
門
田

U
E
M可

g
m
gロロ
0
・由。

JP-。
「
』
-

N品
u
w
w
N
8
2
2
2・
「
法
と
経
済
」
に
よ
る
ニ
の
問
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
は
コ

l
ス
の
定
理
の
定
義
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
因
果
関
係
は
問
題
と

し
な
い
。
「
責
任
を
課
す
の
は
非
効
率
的
」
と
す
る
も
の
に
当
・

ζ
・

戸
田
口
伝
ω
間
口
仏
河
〉
-TCω
ロ
o
p
ω
巳〈
0
3・
ヨ
ロ
与
え
p
c
c
c
ι
ω
白
B
2
-
'

Z
ロ
ω
m
R
-
O子
。
片
岡
山
2
2
M
o
g
-

〉
ロ
刷
出
口
D
ロ
OHHM一口

ω
E仏
一
可
。
同
戸
田
唱

曲
ロ
仏
〉
】
門
司
己
目
印
B
-
J
1
]
-
F
O由・

ω神
戸

HL日
2
・∞
ω
w
H
H申

(
H
S∞
)
。
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
ロ
O口町内曲目白ロ
2

の
問
題
は
民
事
法
学
に
お
い
て

C
O
O
L

∞
ω
B
R
E
E
の
法
理
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
理
の
起
細
川
及

び
こ
の
問
題
の
概
観
ほ
同
・

ζ
・
岡
山
包
乙
出
。
(
め
仏
)
、
、
H
d
o
C
O
O
L
ω
2
P
Rナ

Z
口
問
ロ
【
日
号
。

H
b
当
(
〉
ロ
n
r
o♂

5
8
)。
我
国
の
文
献
と
し
て
、
山
田

卓
生
「
事
故
法
の
法
理
・
覚
書
・
第
二
回
|
|
作
為
義
務
を
め
ぐ
っ
て
」

(
『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
四
三
八
号
・
一
九
八
一
)
三
九
頁
。
フ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
高
世
三
郎
「
ブ
ラ

γ
ス
法
に
お
け
る
安
全
配
慮
義
務
」
(
『
司
法

研
修
所
論
集
』
六
八
号
・
一
九
八
二
)
、
ド
イ
ア
に
つ
い
て
は
、
浦
川
道

太
郎
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
パ
ー
ル
著
社
会
生
活
上
の
義
務

l
lド
イ
ツ
不
法
行
為
法
に
お
け
る
裁
判
官
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
危
険
防

止
命
令
|
|
付

ω」
(
『
早
稲
田
法
学
』
五
七
巻
一
号
-
-
一
号
・
一
九
八

二
)
参
照
。

(
げ
)
平
井
前
掲
書
四
三
七
頁
。

(
叩
凶
〉
遠
藤
前
掲
書
二
一
一

O
l一
一
一
一
一
真
。

(
m
m
)

林
田
清
明
「
相
当
因
果
関
係
概
念
の
理
論
的
根
拠

i
iレ
オ
ン

-
P
リ

ー
γ
の
不
法
行
為
理
論
1
1
1
」
〈
『
九
大
法
学
』
三
六
号
・
一
九
七
八
〉
一

六
頁
。

ニューヨークナHにおける不作為賠償責任

(
加
)
林
回
前
掲
論
文
二
ハ
頁
。

(
幻
)
日
高
義
博
『
一
小
真
性
不
作
為
犯
の
理
論
』
(
慶
応
通
信
・
一
九
じ
九
)

三
頁
。

(
辺
)
一
審
大
阪
地
裁
昭
和
五
三
年
九
月
二
七
日
判
決
判
タ
一
一
一
七
八
M
G

一

二
凶
頁
、
二
審
大
阪
高
裁
昭
和
五
五
年
一
月
三

O
日
判
決
判
例
時
報

九
六
九
号
六
回
頁
、
最
高
裁
昭
和
五
七
年
一
月
一
九
日
判
決
判
例
時
報

一
O
三
一
号
一
一
七
頁
。
最
高
裁
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
出
仙
川
勤
(
故
高

裁
判
所
調
査
官
)
「
時
の
判
例
」
(
『
ジ
ユ
リ
ス
ト
』
七
六
五
号
・
一
九
八

二
)
七
凶
頁
、
石
川
達
紘
(
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
)
「
符
察
権
の
一
小
行

使
と
国
家
賠
償
責
任
」
(
『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
コ
一
五
巻
五
号
・
一
九
八
二
)

一
一
一
一
一
良
、
飯
柴
政
次
(
警
察
庁
企
画
課
課
長
補
佐
)
「
舎
察
官
の
権
限
不

行
使
と
国
家
賠
償
責
任
の
有
無
」
(
『
警
察
学
論
集
』
コ
一
五
巻
七
号
・
一
九

八
二
)
が
あ
る
。
前
者
は
特
に
因
果
関
係
を
問
題
に
し
て
い
な
い
。
後
-
一

者
は
不
作
為
型
不
法
行
為
に
も
因
果
関
係
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
当
然
の

前
提
と
し
、
本
件
で
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(

お

)

遠

藤

前

掲

書

二

二

O
頁。

(
担
)
遠
藤
前
掲
書
二
一
一
-
一
頁
。
但
し
、
遠
藤
教
授
は
、
こ
う
し
た
不
作

為
型
不
法
行
為
の
特
徴
を
一
連
の
ス
モ
ン
訴
訟
判
決
の
分
析
を
通
じ
て
抽

出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
「
こ
と
ご
と
く
国
の
作

為
な
い
し
積
極
的
寄
与
に
国
の
責
任
の
根
拠
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
お
い

て
い
る
の
で
あ
っ
た
、
純
粋
な
不
作
為
事
例
と
し
て
問
題
を
と
ら
え
て
い

な
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
理
論
構

成
上
、
守
備
範
囲
の
議
論
を
抜
き
に
し
た
ま
ま
で
因
果
関
係
の
存
在
を
当

然
と
し
た
う
え
で
、
過
失
論
に
議
論
を
集
中
さ
せ
、
危
険
管
疎
責
任
的
な
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議
論
で
は
な
く
、
危
険
責
任
的
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」

(
遠
藤
前
掲
書
|
|
傍
点
筆
者
)
と
い
う
特
色
を
有
す
る
こ
と
は
教
授

の
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
お
)
遠
藤
博
也
「
宅
造
法
上
の
規
制
権
限
の
不
行
使
と
国
家
賠
償
責
任
」

(
『
昭
和
四
九
年
ジ
ュ
リ
ス
ト
重
要
判
例
解
説
』
・
一
九
七
五
)
四
二
頁
。

(
お
)
原
田
尚
彦
『
行
政
責
任
と
国
民
の
権
利
』
(
弘
文
堂
・
一
九
七
九
)
九

七
頁
。

(
幻
〕
二
審
東
京
高
裁
昭
和
五
二
年
一
一
月
一
七
日
判
決
判
例
時
報
八
七

五
号
一
七
頁
。

(
お
)
本
稿
の
原
型
は
遠
藤
教
授
の
も
と
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
で
あ
る

が
、
こ
の
論
文
の
審
査
の
際
又
公
法
研
究
会
で
発
表
す
る
機
会
を
得
た
際

に
、
こ
の
一
二
類
型
の
内
容
に
関
す
る
質
問
を
い
た
n

た
い
た
。
ニ
ニ
で
そ
の

内
容
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
は
、
修
士
論
文

の
う
ち
「
法
と
経
済
」
に
触
れ
た
部
分
及
び
我
国
の
解
釈
論
に
わ
た
る
部

分
を
削
除
し
、
若
干
の
手
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
加
筆
に
あ

た
っ
て
は
、
論
文
執
筆
後
に
出
版
さ
れ
た
遠
藤
前
掲
書
に
大
き
な
示
唆
を

受
け
た
。
以
下
の
判
例
の
事
実
は
か
な
り
単
純
化
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
れ
は
一
二
類
型
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
論
述
の
目

的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
却
)
一
審
東
京
地
裁
昭
和
四
九
年
一
二
月
一
八
日
判
決
判
例
時
報
七
六

六
号
七
六
頁
。
一
一
審
東
京
高
裁
昭
和
五
五
年
一

O
月
二
一
二
日
判
決
判

例
時
報
九
八
六
号
五
四
頁
。

(
鈎
)
最
高
裁
昭
和
四
六
年
一
一
月
コ
一

O
日
判
決

九
頁
。

研究ノート

民
集
二
五
巻
八
号
一
三
八

(
況
)
士
日
崎
慶
長
「
公
務
員
の
不
作
為
と
国
家
賠
償
法
一
条
の
責
任
」
(
『
法
と

権
利
』
(

4

)

・
一
九
七
八
)
一
一
一
一
九

l
二二一

O
頁。

(
幻
)
遠
藤
前
掲
書
三
九
一
ー
ー
=
一
九
二
頁
。

(
お
)
金
沢
地
裁
昭
和
五
三
年
三
月
一
日
判
決
判
例
時
報
八
七
九
号
二
六
頁
、

東
京
地
裁
昭
和
五
三
年
八
月
一
二
日
判
決
判
例
時
報
八
九
九
号
四
八
頁
、

福
岡
地
裁
昭
和
五
三
年
一
一
月
一
四
日
判
決
判
例
時
報
九
一

O
号
三
二
一

頁
、
広
島
地
裁
昭
和
五
四
年
二
月
二
二
日
判
決
判
例
時
報
九
二
四
号
一

九
頁
、
札
幌
地
裁
昭
和
五
四
年
五
月
一

O
日
判
決
判
例
時
報
九
五

O
号

五
一
二
頁
、
京
都
地
裁
昭
和
五
四
年
七
月
二
四
日
判
決
判
例
時
報
九
五

O

号
八
七
頁
、
静
岡
地
裁
昭
和
五
四
年
七
月
一
九
日
判
決
判
例
時
報
九
五

O
号
一
九
九
頁
、
大
阪
地
裁
昭
和
五
四
年
七
月
コ
二
日
判
決
判
例
時
報

九
五

O
号
二
回
一
頁
、
前
橋
地
裁
昭
和
五
回
年
八
月
二
一
日
判
決
判
例

時
報
九
五

O
号一二

O
五
頁
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
薬
剤
の
ネ
グ
リ

ジ
ェ
ン
ト
な
検
査
を
理
由
と
し
て
国
に
対
す
る
請
求
が
認
容
さ
れ
た
最
初

の
例
は
の
江
民
ロ
ヲ

C
E
Z仏

ω
S
5
9
ω
臼
吋
・

ω己甘口
-
H
O
(
開
・
り
・

]
U
白
・
思
斗
N
)
u
B
C門出回目門デ

ω印
ω
司
・
∞
己
R
Y
N
ω
A
F
(同
-
U
-
H
V同・
H
甲
山
可

ω)
で
あ

る
。
こ
の
法
理
に
つ
い
て
は

Z
o
F
、吋

Z
F
w
t
Hと
ωg-ohkFMU-

-
u
H
O
〈
巳
一
の
G
〈四
E
S
mロ
H

F

宮
古
口
々
『
O
吋

Z

O
関
口
問
。
ロ
H

H

ロ
由
匂
目
立
目
。
P

白

N
O
g
-
H
b
】
・
申
込

(
5
4
3
参
照
。

(
斜
)
「
行
政
指
導
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
凶
」
(
『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』

一
八
号
・
一
九
八
二
)
四
九
頁
。

(
お
)
高
知
地
裁
昭
和
四
九
年
五
月
二
三
日
判
決

O
頁。

(
お
)
前
出
。
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(4)・完

(
幻
)
東
平
好
史
「
廃
ビ
ニ
ー
ル
に
よ
る
漁
業
被
害
に
園
、
地
方
公
共
団
体
の

損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
例
」
(
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
五
七
三
号
・
一
九

七
四
)
八
三

l
八
四
頁
。

(
お
)
遠
藤
博
也
『
計
画
行
政
法
』
(
学
陽
書
一
房
・
一
九
七
六
)
二

O
四
|
二

O
五
頁
。

(

鈎

)

遠

藤

同

書

二

O
五
頁
。

(
川
叫
)
遠
藤
問
書
二

O
四

i
二

O
五
頁
。

(
幻
)
塩
崎
前
掲
判
例
解
説
七
五
頁
。

(
m
M
)

塩
崎
前
掲
判
例
解
説
七
五
頁
。

(
M
M
)

遠
藤
『
国
家
補
償
法
上
巻
』
三
一
九
九
頁
。

(
H
H
)

遠
藤
『
国
家
補
償
法
上
巻
』
四

O
O頁。

(
必
)
長
崎
地
裁
佐
世
保
支
部
昭
和
一
二
七
年
一
二
月
一
七
日
判
決
下
民
二
二

巻
一
二
号
二
四
八

O
頁。

(
日
制
)
東
京
地
裁
昭
和
四
七
年
一
月
一
八
日
判
決
判
例
時
報
六
七

O
号
五

九
頁
。

(
円
引
)
前
出
。

(
日
明
)
遠
藤
『
国
家
補
償
法
上
巻
』
一
二
頁
が
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
約
)
遠
藤
『
国
家
補
償
法
上
巻
』
四

O
九
頁
。

(
叩
)
秋
山
義
昭
『
判
例
評
論
』
二
一
二
五
号
二
二
頁
。

(
日
)
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
谷
実
・
斉
藤
正
治
『
犯
罪
被
害
者
救
済
制
度
』

(
有
斐
閣
・
一
九
一
八
-
一
)
、
補
償
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
大
谷
安
〈

『
被
害
者
の
補
償
』
(
学
陽
書
房
一
・
一
九
七
七
)
一

O
四
頁
以
下
参
照
。

(
回
)
平
井
宜
雄
『
現
代
不
法
行
為
理
論
の
一
展
望
』
(
一
粒
社
・
一
九
八

O
)

七
三
七
四
頁
。
そ
の
特
徴
は
⑦
訴
訟
は
集
団
的
利
害
を
め
ぐ
る
紛
争
で

ニューヨーク州における不作為賠償責任

あ
る
こ
と
、
③
過
去
の
事
実
に
対
す
る
判
断
で
は
な
く
、
制
度
の
あ
り
方
・

運
営
の
し
か
た
や
政
策
の
適
否
と
い
っ
た
将
来
の
多
数
人
の
利
害
に
関
す

る
判
断
で
あ
る
こ
と
、
⑨
裁
判
官
は
、
も
は
や
受
動
的
な
判
定
者
で
は

危
く
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
訴
訟
に
介
入
し
、
望
ま
し
い

と
思
う
方
向
に
動
か
そ
う
と
試
み
る
政
策
決
定
者
で
あ
る
こ
と
、
と
さ
れ

る

(

同

七

三

l
七
四
頁
)
。

(
日
)
遠
藤
『
国
家
補
償
法
上
巻
』
一
九
八
頁
。

(
出
)
こ
う
し
た
志
向
を
有
す
る
最
近
の
我
国
の
論
稿
と
し
て
、
高
木
光
「
行

政
訴
訟
に
よ
る
差
止
に
関
す
る
一
考
察
1
1
1
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
結
果
除

去
請
求
権
の
法
理
を
手
が
か
り
と
し
て

l
l
l」
(
『
神
戸
法
学
雑
誌
』
一
二
二

巻
一
号
・
一
九
八
二
)
。
及
び
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
分
析
し
、
差
止
命
令

と
損
害
賠
償
に
関
し
て
考
慮
さ
れ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
相
違
を
析
出
し
た

論
稿
、
中
村
紘
一
郎
「
大
気
汚
染
の
私
法
的
救
済

|
i判
例
を
中
心
と
し

て
l
l
t」
(
『
外
国
の
公
害
法
上
』
所
収
・
一
九
七
八
)
参
照
。
な
お
、
重

要
な
論
点
と
し
て
、
行
政
主
体
と
直
接
の
加
害
者
聞
に
お
け
る
損
害
賠
償

費
用
に
つ
い
て
の
内
部
負
担
割
合
の
問
題
が
あ
る
。
「
行
政
の
不
作
為
賠

償
責
任
」
の
本
質
に
か
か
わ
る
論
点
で
あ
り
、
独
立
に
論
じ
る
必
要
性
を

感
じ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
阿
部
泰
隆
「
行
政
の
危
険
防
止
責
任
(
下
)
」

(
『
判
例
時
報
』
八
八
六
号
・
一
九
七
八
)
一
三
二

l
一
二
一
四
頁
参
照
。
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Governmental Tort Liabi1ity for Nonfeasance 
in New York (4) 

Akira FUKUSHI* 

Introduction 

1. Deuelopment of governmental tort liability in New York 

II. Tort cause of action for nonfeasance 

(1) negligence-type 

(2) nuisanceー type(in vol. XXXII No. 4) 

ill. Classification of the cases bearing upon governmental tort 

liability for nonfeasance 

(1) analysing concepts 

(2) view points of classification 

(3) classification of cases 

(a) highway related cases (in vol. XXXIII No. 1) 

(b) mental hospital related cases (in vol. XXXIII No. 3) 

(c) police related cases (in this issue) 

* * * 本

The focus of this study is the question of whether a govern-

mental unit should be liable for not taking a伍rmativeaction that 

would have helped the plaintiff. 

This not巴 aimsat classifying the cases bearing upon liability 

for nonfeasance according to the cause of liability and presenting 

the following conclusion: in New York， governmental tort liability 

is not granted except for the case of Statute or Municipal Charter， 

the case of Special ，Relations， the case of Assumption of Duty， 

and the case of Prior Dangerous Conduct. 

* * * * 
1n this section， police related cases are classified as follows: 

1. General principle of nonliability for failure to provide police 

protectlOn 

2. Exceptions to the principle 

(1) duty of master to control conrlnct of his serv旦nt

* Assistant， Facu¥ty of Law， Hokkaido University 
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(2) duty to act when prior conduct is found to be dangerous 

(3) duty of police to protect informer 

(4) duty to exercise reasonable care to perform the under-

taking to render services ; 

(i) duty of police in charge of person having dang巴rouspro・

penslhes 

(ii) duty of police to take care of individual who is in need 

of; 

(司 medicalcare 

(b) police protection 
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